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    勁けい草そう　　光こう武ぶ帝てい中ちゅう興こう記き　　　　　　　　河こう野の行こう成ぜい
  


  
    昆こん陽よう
  


  
    　
  


  
    数十ばかり弓を引いた後、男は汗で蒸むれた服を着替えると、自室の机に向かう。さてと、机の上を見れば、昨日までの書きかけで、何をしようとするのかを思い出す。男が一枚の竹簡ちくかんに書いていたのを見れば「三月辛巳しんし朔さくに非あらず、二月辛巳朔なり、丁度一月合わず」とある。
  


  
    それを見るなり、男は不機嫌になる。口に出して曰く「何なに故ゆえに合わざる」と腰掛けに座らず右往左往するが、最後に「まあ、良いわ」と言いて、遂には座る。
  


  
    男は髭に手をやって考える。はたと男は思い付くことがあり、棚から巻物を択えらんで、今広げたる巻物の上に更に広げる。そこに書かれしは新しん王朝の天てん鳳ぽう元年の王おう莽もうの令であり、曰く「天下の小学に令して、甲子かっしに代わって戊子ぼしを六りく旬じゅんの首と為さしむ」
  


  
    男曰く「甲子から戊子に遷うつすなら、六旬、十干十二支、六十日の名は変わらずに、月初めが二十四日だけずれる。この令が下されしが五月とすれば五月十七日戊子は、六月十七日戊子となる。そうでなければ、この令によって何も変らないことになる。一日は常に朔さくであれば、結局一月がずれることになる。若もし、これがまともに守られ続ければ、一月合わぬ説明が付く」
  


  
    男は尚なおも時を追いて、史書を開いては丸める。手早く一眼しては先に進む。そして全巻の終わりに至る。
  


  
    男は合点がてんがいったと見えて頷うなずいて曰く、「元に戻したという記述は無い。それで、この史書、僭主せんしゅが亡くなるまでは、この暦こよみを守り続けたということか。つまりは史家の言外の抵抗であったか」
  


  
    男は、首を振って曰く「そうだろうか、そうでもなかろう。興国の暦は直されども、亡国の史実を書き連ねるに、その国の暦に従いしのみであろう。何となればそれが亡国に置ける正朔せいさくであるから。しかし、それを確かめる術すべもない。ただ分かるは一月が故意にずらされている事のみ」
  


  
    男は傍かたわらにある書物を審つまびらき、その書を開いたまま、別の竹簡を広げる。その上更にもう一巻の竹簡を広げる。ふうむと、声とも思えない感情から生まれる音を喉のどから絞しぼる。瞑目めいもくしたり、天井を見上げたりしながら、最後に漸ようやく折り合いが付いたと見えて、筆を執とると、書きかけの竹簡に二文字を書く。そうして、筆を置くと、再度筋道の取れた話かどうか、男は考えに耽ふける。
  


  
    　類たぐい稀まれなる名筆とは言えないが、達筆であり、役人としての役割を考えるなら、受け取った相手に背筋を伸ばさせて読む気にさせる損のない筆である。その二文字を前にして、男は考える。
  


  
    　
  


  
    　時は、新しん王朝の地ち皇こう四年四月、皇帝を立てた漢かん軍にとって、自分たちの正朔をも旧に戻した故、その即位日の更こう始し元年二月一日辛巳から一月経った、更始元年の三月である。
  


  
    漢、それは旧主劉りゅう氏の王朝の名である。当初、中華を統すべる新の王朝からすれば叛はん乱らん軍・賊軍、青せい州・徐じょ州で暴れる赤せき眉び軍と同じ輩やからであったが、それが遂ついに自らが中華の主あるじなりと名乗った訳である。長ちょう安あんで皇帝として君臨する王莽が以前の漢を禅譲ぜんじょうという形式を用いて簒奪さんだつし新王朝を立ててから、実に十五年が経っての出来事である。その動乱の地は河南かなん郡、荊けい州北部の南陽なんよう郡から予よ州西部の潁川えいせん郡。この時、南陽郡の要かなめである宛えんは漢軍の柱天ちゅうてん大将軍劉縯りゅうえんが正月から囲んでいたが、未だに落とせず、じりじりと日にちが延び、その間の帝立に伴って劉縯は大だい司し徒とを拝した。同じく太たい常じょう、偏へん将軍しょうぐんに任にんじられた弟の劉りゅう秀しゅうは、宛に雪崩なだれ込んだ敗残兵と住人の数に対する僅わずかな糧りょう食しょくからすれば、宛は数月もすれば落ちるが、その前に攻め手の兵ひょう糧ろうが切れると気付き、宛の東北に位置する潁川郡の昆陽を落とし、そのまま軍勢を率いて東に延びて、定てい陵りょう、郾えん県を降くだす。軍勢に納おさめられた牛馬財物は残し、穀類は兵糧として宛の兄劉縯の下に送る。更に潁川郡の諸城を窺うかがい、新から離反する者を募つのる。
  


  
    　宛城は持ち堪こたえているとは言え、そこに居るべき太守たいしゅ甄しん阜ふに都尉とい梁りょう丘きゅう賜しを既に失い、前ぜん哨しょうとなる淯いく陽ようで納のう言げん将軍厳げん尤ゆうと秩ちつ宗そう将軍陳ちん茂ぼが劉縯に破れ去った今、降るのは時間の問題と見られていた。
  


  
    　
  


  
    一方、長安にある新の朝廷で、官軍が叛乱軍に梃子摺てこずっていることを苦々しく思っていた皇帝王莽、更に漢の皇帝が立ったと聞くや、周囲に見える程震え慄おののいた。表情ではなく、行いである。二月二十一日辛しん丑ちゅう、齢七十近くの年相応の白い顎あご鬚ひげと頭髪を黒く染め、新たに長安の属する京兆尹けいちょういんは杜と陵りょうの名族史し氏の娘を皇后に立て、多数の女官をそれに付けて迎える。皇后の父史諶ししんは和わ平へい侯に封じて寧ねい始し将軍に拝し、その二人の息子は宮中に侍じさせ、その一族には侯位封地を与え、大いに寿ことほいで平静を装よそおう。新たな法令によって、南陽の漢族並び北辺の匈奴きょうどと辺地の蛮族以外には赦免しゃめんを与え、代わりに劉縯らには賞金を賭け、封爵ほうしゃくを約束する。巷ちまたではその仇敵きゅうてきの絵姿を描かせて弓矢の的とさせる。これを怯おびえと言わず何と言えよう。
  


  
    その皇帝王莽の下に、潁川郡の三県が落ちたという知らせが届く。何たることだ、有り得ない、理に合わない、と現状を否認すること一巡した後、現実を実力で覆くつがえそうと、この皇帝は史上最大規模の軍の動員を命じる。すなわち、大だい司し空くう王おう邑ゆうに伝車を奔はしらせ洛陽らくように行かせ、司し徒と王おう尋じんと共に諸郡合わせて、百万の軍勢を動員する、号して虎こ牙が五ご威い兵へい。兵法六十三家に通じている者数百人を任用し、図書を持たせる。皇帝専属の衛兵を選りすぐって送り込む。王邑には様々な専断権と国に蓄えられた財宝を持たせる。王邑、そこで珍宝ちんぽうと猛獣を取り揃そろえ、これを以て賊を屈服させようと考える。王邑が洛陽に到着すれば、州郡で選ばれた精鋭を州しゅう牧ぼく・郡太守たちが自ら率ひきいて、期日までに四十万が集まり、更に続々と膨ふくれ上がった。そこで総勢百万と号した。甲士こうし、すなわち鎧に身を固めた兵士、実戦力四十二万。中には背丈が一丈を越える巨人の巨きょ無む覇はも迎え入れられていた。まさに古来の史実に無き空前の大兵である。夏五月、王邑・王尋は洛陽を出発し、目と鼻の先の潁川郡にすぐさま入る。
  


  
    　
  


  
    　動いているのは王邑・王尋だけでなく、漢軍は潁川の将軍劉秀もまた動いていた。昆陽の北西の父ふ城じょうの守りが堅いとなると、昆陽の北東の襄じょう城じょうを攻める。そこの亭てい長ちょうの傅ふ俊しゅん、字は子し衛えいが劉秀を迎え入れる。劉秀、傅俊を漢軍の校尉こういと為す。漢軍を迎えるを襄城全てが望んだわけでなく、故に傅俊の母弟は捕われ殺される。劉秀が詫わびると、傅俊は漢に仕つかえると決めた時から覚悟は出来ていましたと答える。その劉秀にも新の大軍の南下が伝わる。
  


  
    そこで劉秀が襄城の東北の潁えい陽ようを窺うかがうとすぐさま降せそうにない。潁陽は長江の支流である潁えい水すいの北岸、日の当たる所にある故に陽の字が付けられた。潁水は潁川郡の北、陽よう乾けん山辺りに端を発し、東南東に流れて、予州と揚よう州との境となる長江ちょうこうに合がっする。新の軍が進むならこの潁水沿いとなる。劉秀、潁陽を攻め取りましょうと言う配下の将兵には、慎重を期し十分な条件が整ととのってからと、やんわりとはぐらかす。敵の援軍が来るのであれば、まず確かめよう。下せるものならそれを下してやればよかろうと破顔はがんし、三千の歩兵をゆっくりと進軍させると、自らは一千の軽騎兵のみを率いて潁陽を通り過ぎ、潁水と並ぶように北西に向い、先ずは新軍の噂を確かめようとする。
  


  
    ここでも新たに漢兵に加わろうと言う者が現れる。賓ひん客きゃくを率いて上じょう謁えつした人物、姓名は王おう覇は、字は元げん伯はくと言う。この王覇、潁陽で代々法に携たずさわる家の出である。若くして獄ごく吏りになるも、意気軒けん昂こうにして役人の仕事を楽しまず、その父は気き概がい良しやと王覇を長安へ遊学に遣やった。王覇、京けい師しにて常々王莽の新王朝を苦々しく思っていたが何も為せず、潁陽に戻っても鬱屈うっくつするのみ。そこに現れたるが偶々たまたま、劉秀であった。
  


  
    王覇曰く「将軍は義兵を起こされました。我は身の程知らずではありますが、将軍の御威い徳とくを慕したって参りました。なにとぞ陣営にお加え頂きたい」
  


  
    劉秀はにこりと微笑むと答えて曰く「賢士と慕い、共に功業を為そうと思われるか。なんの異存があろう」と、これを迎える。一行は脹れ上がり万にも達した。
  


  
    　
  


  
    王覇を加えた軍勢は更に陽よう翟てきを通り過ぎて陽よう関かんに至る。潁水はこの低く狭き所を通る。人馬もここを通るが楽ゆえに関せきと呼ぶが、関と呼ぶには通り道は広い。緩斜面の先は、そこが広く欠けて峠となっている。北面して進む諸将は、北空の異常に気付く。
  


  
    劉秀に並ぶ偏将軍鄧とう晨しん、字は偉い卿けい、劉秀の姉婿であるが、それが曰く「秀、これは土煙。それも車馬の高く立ち上るものに非ず」と顔を顰しかめる。
  


  
    劉秀、答えて曰く「偉卿殿も歩兵と思われますか、ただ、それにしてはこの土煙は広大過ぎます」と空を仰ぐ。
  


  
    同じく偏将軍李り軼いつ曰く「峠の高みまで跳ばさん、見れば判ることよ」と、にへらと笑って馬を走らせる。
  


  
    止める暇いとまもなく走るので、劉秀は苦笑しながら、斥候せっこうを呼んで先に走らせ、自らは一行を律して足並みを変えずに進ませる。李軼と斥候を目で追うと、高みの手前で馬から下りて馬を結ゆわえ、そこから歩いて登る。二人は高みの向こうを窺おうとするが、そのまま動きが止まる。まるで凍りついたかの様だ。はてと、劉秀が訝いぶかしんでいると、李軼はぽんと斥候の肩を叩く。斥候は漸ようやく自分の責務を思い出したようで、高みを駆け下ると、馬に乗って馳はせ戻ってくる。
  


  
    斥候は劉秀の馬の手前で降りて曰く「劉将軍、見渡すばかり敵のみです。高みの向こうの地は地平から墨が滲にじむように兵士で染められています」
  


  
    劉秀はあっけにとられたが、距離を尋ね、それに満足すると配下の将兵たちに、順に高みまで登ることを許す。我先に高みに向かう将兵たちの後から劉秀が登ろうとすると、李軼が降り来て「文ぶん叔しゅく殿、疾とく疾くと参られよ」と憮ぶ然ぜんとした表情で言う。
  


  
    急せかされて登った劉秀は覚悟して見たが、斥候が「埋める」と言わず「染める」と言ったのが誤りでないと分かった。明らかに地平の色が変わっている。それが兵士に拠よるものだと分かるのは、その色を手前に辿たどっていると、漸ようやく個々に蠢うごめく人と認められるからだ。合戦に入るにはまだ随分ずいぶんと遠い。その遠さで、隊列の九十九つづら折おりがこのように見えるのだ。間の細い筋はと見れば、手前まで追いて見れば、川、潁水と知れる。劉秀に震えが走る。一体、何万人いれば、この光景が実現するのだ。これだけの行軍ならば、広大な土煙も立つというもの。各所に棒のように立つのは幟旗のぼりばたと漸く気がついた。太鼓がかぼそく遠雷のように聞こえる。李軼がひょいと脇にやってきて、呆然としている劉秀に如何いかにと問う。
  


  
    漸く我に返った劉秀曰く「これで戦うというのか」
  


  
    李軼も諸将も首を振るのみ。ならば先ずは退散するのみである。劉秀は何処へと考えて、ここから宛への道筋を思い浮かべ、将兵にまっすぐ昆陽への出立しゅったつを促す。するとこれ程の素早さが今まであったろうかと、一軍は即座に動き出し、やがてどうにも止まらず猛然と走り出す。風のようなその勢いが漸く衰えたのは、陽翟を遥かに過ぎた頃である。あの蝗いなごのような軍勢が夜中まで動いたとして、徒かちに輺し重ちょうを引いてでは陽翟に辿り着くがやっとであると気づいたからである。それでも足並みを緩ませて馬を僅わずかに休ませる以外は止まらずに進み続ける。次々に人は消え、往きには万を数えた軍勢が数千に帰った。
  


  
    　
  


  
    劉秀は軍勢中の王覇に目を留めると馬を寄せ、声を掛ける、曰く「元伯、幻滅したか。しかし、この小兵では立ち向かえぬ」
  


  
    王覇答えて曰く「立ち向かえぬは道理なれど、王莽を倒そうとするは、無数の兵を倒そうとすることなり。それを判わかって兵を挙あげるのでありましょうぞ」
  


  
    劉秀返して曰く「当まさに。今は退く、なれど、何いずれは戦わなければなるまい。勝つためには、あの軍勢を良く知らねばならない。そこで卿に訊く。卿の賓客で商いに長たけて、かつ陽翟に出入りしている者はおるか」
  


  
    王覇答えて曰く「御座います」
  


  
    劉秀は続けて「その者には、陽翟でどういう物品がどれだけ新軍に徴用されたかを調べてもらおう。出来ることなら敵軍勢の数、将軍の名、兵糧の数量だ。商才に長けた者がもう一人おれば、潁陽でも同じことを調べて貰いたい。新軍が潁陽を通過するかは分からないが。両名には昆陽に直接報告するように頼もう」
  


  
    王覇曰く「分かり申した。潁陽には父が残っておりますれば、手配して貰いましょう」
  


  
    更に、劉秀曰く「今一つ、頼まれてくれ。潁陽に向かう使いには、途中我が歩兵軍に書を伝えて貰いたい。昆陽へ呼び戻さねばならぬ」
  


  
    馬上で、劉秀は木もっ簡かんにその旨を記すと、王覇が呼び出した賓客に、頼むぞと委託する。軍勢から、二騎が飛び出し、一騎は東北、先ほど後にした陽翟へ、もう一騎は東南の潁陽へと向かう。
  


  
    　
  


  
    劉秀の本隊は、日が落ちてから汝じょ水すいを渡り、漸く野営のために馬を降りる。劉秀は将兵に火を焚たかせ、人馬の世話を許し、自らも汝水に入ると、手で水を汲くんで飲み、また汲んでは顔や頭についた塵芥ちりあくたを濯そそぐ。
  


  
    劉秀、目に傅俊らの姿が映ったので、声を掛けて曰く「今日は飽きるほど疲れた。諸卿も疲れたか」
  


  
    傅俊は、「是ぜ」と頷く。
  


  
    劉秀は傅俊の向く真東に向く。河を渡った三十里ほど向こうには、ここからでは見えないが襄城がある。数日前にそこまで進軍し、また戻ってきた訳である。それを思って、劉秀、ぐっと歯噛はがみする。
  


  
    その夜、劉秀は傅俊を営舎えいしゃに召めして尋ねる。
  


  
    問うて曰く「卿、襄城の縁者や知人に、このようなことが出来る者はおらぬか」
  


  
    傅俊答えて「どのようなことで御座りましょうか」
  


  
    劉秀曰く「糧食を持ち出すか、売り払うかして、新軍の兵糧となるを阻はばむことだ」
  


  
    傅俊が答えずにいると、劉秀は続ける「確かに、新軍が兵糧に困っているかは分からない。貧していれば、陽翟、潁陽、父城からも徴用するだろう、さすればこの謀はかりごとに意味はない。ただ襄城に糧食がないとなれば、降伏する襄城に新軍は立ち止まらず、昆陽に向かうであろう」
  


  
    傅俊答えて曰く「我にどれほどのことが出来るか分かりませぬが、やってみましょう」
  


  
    劉秀そこで、共に挙兵し昵懇じっこんである李通りつう、李軼りいつの従兄弟で今は柱ちゅう国こく大将軍である、その賓客一人を呼び、傅俊がために一筆させる。
  


  
    檄げきに曰く「劉りゅう伯はく升しょうらが兵糧を持ち去り、定陵、郾県は飢えかねない。幸い幾らかの財は残る故に、これを以て糧食を購あがないたい」
  


  
    払うのは無論劉秀らであるが、間に立つは商人に顔の利く同志である李通である。後は襄城とのやりとりが成立するかどうかである。夜が明けると、傅俊らは襄城へ、伝令二騎は南の定陵、郾県へ、そして劉秀らは南西の昆陽へ向かう。
  


  
    　
  


  
    足早に進んだ劉秀らは、その日の内に昆陽に入ると、守将である成せい国こく上じょう公こう王おう鳳ほうに事の次第を話し、宛や周辺の主だった将に伝令を送る。李軼を始め、諸将はもっと詳しく敵情を知った上で伝えるべしと言うが、劉秀は備えるには時間が掛かる、まずは、宛を目指して大軍が来り、通り道である昆陽が最初に襲われるだろうとのみ、伝える。
  


  
    城内の主だった者で評ひょう定じょうを始めると、宛から援軍を頼もう、宛は落ちておらず兵を減じると城兵に敗れるぞ、しからばどうする、そもそも兵差がありすぎる、ならば降るか、何のために兵を挙げた、降ったとして首が飛ぶぞ、では負けると分かって戦うか、いや籠ろう城じょうして敵が引き上げるまで耐えようと、半日たっても埒らちが明かない。
  


  
    そのうち、廷てい尉い大将軍王おう常じょうが予州南部の汝南じょなん郡、沛はい郡を落として昆陽に戻り来る。王常は劉秀と共に、宛を攻める兵の兵糧を集めるため、出身の舞ぶ陽よう以南を攻めていたのである。そこに陽翟から使いが戻り来る。
  


  
    伝者曰く「兵は百万。将は大司空王邑と司徒王尋、兵糧に珍宝を携え、兵家、勇士を選りすぐり、猛獣を従えん。全ては宛にて皇帝を称する者を討つが目的なりと。新軍は陽翟から糧食を徴発し、潁陽を飛ばして襄城に向わん」
  


  
    　兵一万なら一軍として十分な規模である。しかし今、昆陽に集結した軍勢はその一万に満たない。兵書には攻者三倍と云う。昆陽を籠城させるなら三万あれば十分である。十万なら大軍と言えよう。百万、想像を超える兵数である。斥候が数字を口にした瞬間、息を呑む音が和し、次にはことりともしない沈黙が覆おおい被かぶさった。
  


  
    　新軍の総大将王邑は皇帝王莽の叔父王商おうしょうの子であり、王莽の信頼は厚い。十七年前、平へい帝が亡くなった時、王莽が鴆ちん毒どくで殺害したという噂がまことしやかに流れた。王莽は幼子の劉嬰りゅうえいを立て、自らは摂政せっしょうとなって朝廷を牛耳ぎゅうじったが、その王莽に叛旗はんきを翻ひるがえすものが現れた。成せい帝の責めを受け自殺した時の丞じょう相しょう翟てき方ほう進しんの次子翟てき義ぎらである。翟義は、平帝が王莽に弑しい逆ぎゃくされ、漢が王莽に簒奪されし故これを討つと大義を掲げた。その軍、最盛時には十万を越えた。その大叛乱の討伐に赴いた七将の一人が当時、虎こ牙が将軍の王邑であった。叛乱軍は三月ほどで平定され、翟義らは斬られた。更に王邑は京師の西方に呼応した叛乱軍をも鎮しずめた。爾来じらい、実直で忠勤である王邑は王莽の頼み綱として信頼され、今や大司空、権限としては三公を兼ねている。副将の王尋は洛陽の常備軍を統べる将であるが、今まで実戦経験はない。
  


  
    他の将軍はと劉秀が尋ねると、斥候は諸州の牧ぼく、諸郡の太守が将となっておりますと答える。訝いぶかった劉秀は再度尋ねる、即ち戦場にあれば将軍は独断で采配さいはいを行う権限を持つが、その権限を持つものは誰か。斥候答えて、王邑・王尋の名のみにて糧食等の全ての徴発が行われており、故に兵符を持つは王邑・王尋のみ。
  


  
    　百万の軍勢に兵へい符ふを持つものが二人だけ、しかも一人はその才が不明とは妙である。そう思った将は少ないようで、王常がたった二人かと聞き返した以外は、既に百万という数字に諸将は飲まれていた。李軼が斥候に尋ねる、珍宝とは何か、猛獣とは何か。
  


  
    伝者答えて曰く「珍宝は、味方であれ敵であれ、漢兵の将の首を取ってきた者に授ける褒賞ほうしょうなり。玉璧ぎょくへきの工芸、象嵌ぞうがんの刀工品、南海の真珠・珊瑚さんご、値数千銭以上の名品ばかりと聞きたり。猛獣は虎こ豹ひょう犀さい象ぞうであり、漢兵を蹴散けちらすが目的で御座います。檻車かんしゃにて運ばれ、虎豹のための狗く肉にくなども購あがなわれておりました」
  


  
    　百万という数を聞いた時既に、諸将の思考は硬直していた。百万、百万、百万の軍勢。戦うか、戦えず、降るか、降るわけにも行くまい、籠城すべき、何時まで耐えられる、ならば逃げるか、何処どこに逃げる、潁川と南陽に散らばるか、それで順に潰つぶされていくか、やはり敗れると分かっても戦うか、議論は堂々どうどう巡めぐりを続け全く終わりが見えない。
  


  
    　
  


  
    　何の益も無い評定が終われば夜中であった。それにも拘かかわらず、劉秀は王常の部屋を訪おとなう。警護兵に尋ねると、兵は本人に伺うかがいて、大将軍はお会いになるという。劉秀は部屋に入る。僅わずかな灯りの中で王常は腕を組んで劉秀を迎える。
  


  
    劉秀曰く「夜中に押しかける無礼、許されて下さい。廷尉大将軍にお尋ねしたきことがありますもので」
  


  
    王常答えて「皇帝の血筋が、もったいない。顔がん卿けいとお呼び下され。お尋ねのことは新軍に関することでありましょう。我、それを考えると目が冴さえ申す」
  


  
    劉秀返して「さすれば、我を文叔ぶんしゅくとお呼び下さい。話というのは王邑の率ひきいる軍勢で御座います。顔卿殿は一将がどれだけ率いられるものとお思いなられますか」
  


  
    王常曰く「今まで大兵を率いたことは御座らぬ。率いたい所存なり。只、我思うに、百万の兵であれば、十万の軍を十作れば、包囲、挟撃きょうげき、伏兵ふくへい、様々に戦うことが出来ますれば、数を活いかすのみならず、その兵力を倍増して使うことが出来るゆえ、新軍が正副の二将のみにするのが解げせませぬ」
  


  
    劉秀曰く「顔卿殿もそう思われますか。おそらく兵の実情を知らないうえ、配下の裁さい量りょうを許さない王莽のためと思われます」
  


  
    王常返して曰く「文叔殿、我、京師にも出でること無かれば、王莽という人物を知りませぬ。王邑にしても、どのような人物なるか知らず」
  


  
    劉秀答えて曰く「我、数年長安に学びし時あり。王莽、王邑の噂は見聞しました。宗族劉りゅう崇そう・忠臣翟義が兵を興おこしし時、王莽は将を遣やるが一切指図せず、将が鎮しずめたと聞いても仔細しさいまでは問わずのようであります。そして寧ねい臣しんが、王莽が意思を口に出して賊は破れ、詔みことのりを書いて大いに敗れ、詔書しょうしょが下されて反逆者は次々斬られた、と言うのを聞いて大いに喜んだそうです。匈奴を討つ際も、時の大だい司し馬ば厳尤の諫言を聞かず軍を出して、結局兵糧が足らずに飢えさらばえた兵は、遂に荒野に白骨を晒さらしました。ゆえに兵を知らないと言えます」
  


  
    王常曰く「我も舞陽にて流布るふされる、その噂話は聞き申した。それが本当であれば、今回の派兵の陣容も分かり申す。では、王邑は如何いかん」
  


  
    劉秀答えて曰く「天鳳三年、今から六年前、地震があり大雪が降った年、大司空王邑は上書しました。曰く「政務を視みだして八年、功業至らず、我が司空職頗すこぶる荒廃し、加えて地震が起こるに至りました。ゆえに骸骨を請うなり」と」
  


  
    王常は話を促し、劉秀は続ける「然るに王莽は、「地震は予に過ちを悟らせる天の意思にして、大司空の為ならず。君に辞められると困る」と言い、民に施しを加えるように担当の役人たちに命じました。これから分かるのは、王邑は生真面目な性格で、とりわけ能吏のうりというわけでもなく、実直に王莽の言いつけを守る、言わば王莽の忠犬で御座います」
  


  
    劉秀の言を吟味して、王常曰く「なるほど、王邑の考えは王莽の命令が分かれば見抜けるという事だな。では王尋は如何に」
  


  
    劉秀答えて曰く「長安では噂にも昇らない人物でした。私が聞いたのが確かなら匈奴に遣つかいしたくらいです。あの哀あい章しょうの小細工の金匱きんき文ぶんで、王邑が司空になった時に、復また司徒となった故、殆ほとんど吏才・兵才は無いと見て良いでしょう。それでも一応、軍を率いて洛陽に詰めておりました。そうそう、噂でよければ、こんな話が流れておりました。王尋が長安から洛陽に向かう時、長安城外の厩うまやで、黄鉞こうえつを紛失したと。黄金で飾られた鉞まさかりならおそらく盗まれたのでありましょう」
  


  
    王常問いて曰く「黄鉞とは、天子が討伐軍の総大将に委ゆだねる、儀ぎ斧ふのことか」
  


  
    劉秀答えて曰く「左様。そこで王尋の士が哭ないて、「天下を整える鋭利な斧おの、『易経』に言う『斉せい斧ふ』を喪うなり」と自らを弾劾し去りました。王莽はこの者を赦さず撃ち殺したとか。天子の軍において、その威光を示す黄鉞をまともに預かれないのが王尋であります」
  


  
    劉秀が話を終えると王常は独言のように語りだす、曰く「ひと塊の百万の兵、采配さいはいの利かない総大将に、戦いを知らない副将」。しばし黙した後に曰く「勝てるかも知れませぬな」
  


  
    劉秀、口許に笑みを浮かべて問いて曰く「どうすれば勝てましょうぞ」
  


  
    王常返して曰く「王邑一人を殺あやめれば、後は将のいない、言わば頭かしらを欠いた鳥魚の群れ、一度浮き足立てば潰走するのみ」。そこで、王常、目線を劉秀に向けて曰く「文叔殿、既にそれをお考えになっていましたな」
  


  
    劉秀曰く「滅相めっそうも御座りませぬ。何やら煙霧えんむの中を彷徨さすらう如く、手段が分かりそうで、分からず、こうやって押しかけて参ったので御座います」
  


  
    王常曰く「なるほど王邑を殺めれば良いと分かっても、その手段がない。王邑を軍勢から誘おびき出すか、間者に殺めさせるか」
  


  
    劉秀、膝を進めて王常に近づいて曰く「王邑は王莽の一族であれば警護の者もそれなりかと思いますが、間者は必要でありましょうな。もう一方の王邑を軍勢から引き離す手段は如何」
  


  
    しばし考えて、王常曰く「我に妙案なし。味方が二軍で攻めれば王邑はどちらかを攻める故、その攻めるが寡兵かへいとなれば。いや寡兵では有り得ぬな」
  


  
    劉秀曰く「百万の兵、その殆どは歩兵です。騎兵でもって牽制けんせいすれば、騎兵で対抗するでしょう。それならまだしも勝ち目があると思われます」
  


  
    王常曰く「ということは、王邑の歩兵を足止めにし、騎兵のみが動ける状態で、王邑に騎兵を率いさせると。ふむ。しかし、できましょうか」
  


  
    劉秀曰く「難しゅう御座います。しかし、百万の兵とて無敵ではないと分かりました故、少し心が楽になり申した」
  


  
    王常曰く「我もなり。それを確かめたいがため文叔殿は我を訪ねられたか。しかるに、何ゆえ我を話相手に選ばれた」
  


  
    劉秀曰く「顔卿殿は宜ぎ秋しゅうにて下江かこうの将を理詰めで説得されました。それを人伝てに聞き申した。何のために挙兵し、何を成すために進軍するか。漢を復興するというのが名目・状況とも一番理に適っております。説得に行った兄伯升とて、あそこまで説得できたか不明で御座います。漢が復興した後には竹帛ちくはくに刻まれるべき啖呵たんかで御座いますな」と劉秀が笑えば、王常もつられて笑う。
  


  
    笑いが収まった所で劉秀続けて曰く「その理詰めで考えるお方なら、百万という数に狂乱せず冷静に判断して頂けると思ったのです。そして今、それが全く正しいことと分かり申した」
  


  
    王常は平伏して曰く「この顔卿を、そこまで買って頂けるとは望外ぼうがいなり。実に忝かたじけなく思いまする」
  


  
    劉秀が部屋を出て行った後も、しばらく王常は顔を伏せて礼に応じたままの姿勢でいた。
  


  
    　
  


  
    　翌日、今度は潁陽から使いが戻る。やはり陽翟の使いとほぼ同じ内容である。王鳳がもう行って良いぞと言いかけると、劉秀は、徴発された糧食の数量のみ使いに尋ねる。その数、およそ四万石、しかし潁陽の使いの報じた数、十六万石よりも少ない。
  


  
    それがどうしたと首を捻ひねる者もいる中、劉秀のみが納得しているので、鄧晨が尋ねて曰く｢劉将軍は何ゆえ、得心顔である｣
  


  
    劉秀曰く「百万の軍勢が一日に費やす兵糧を計算し故。一兵卒は月におよそ三石食し、百万の軍なら三百万石、一日なら三十分の一、十万石。陽翟から一日置いて潁陽で徴発された糧食はその四割、となれば王邑の軍は百万に非ず、四十万と言うこと。ただそれは、新軍は糧食には困らず、補充するのは行程一日に空いた輺し重ちょうを埋めんがため、つまり兵糧は十分持っていると言うことでもあります」
  


  
    李軼は顔を顰しかめて曰く「昆陽にとり四十万も百万も変わらぬ。寧ろ幾ら籠城して飢えに耐えども、新軍は飢えぬと知れば、嬉しからず」
  


  
    李軼の言に諸将は恐怖し、妻子を気にしだし、諸城に散じ帰ろうと欲す。
  


  
    劉秀は目を眇すがめて李軼を見るが、向きを変えて諸将に曰く「今、兵糧は既に少なく、外敵は強大なり。力を併せてこれを防ごうとすれば功名こうみょう成ることも有り得るが、もし分散するなら、この集兵の勢いは失われん。且つ、宛えん城は未だ落ちず、互いに救い合う事も出来ぬ。昆陽もし破れれば、一日のうちに全部隊が壊滅せん。今、心を一つにして共に功名を挙げずして、逆に妻子財物を守ろうとするか」
  


  
    諸将怒って曰く「劉将軍、何故そのようなことを為しましょうぞ」
  


  
    劉秀笑って立ち上がる。その時、斥候の騎兵が戻り報告せんが為に広間に入った。
  


  
    斥候曰く「大兵今まさに城の北に至ろうとし、軍陣は数百里、後続の数えるに能あたわず」
  


  
    諸将慌てて互いに言い合いて曰く「それではどうすれば良いのか、劉将軍。計略を立てたまえ」
  


  
    劉秀そこで勝利の算段を述べる。先ず、王邑・王尋の将としての器量を問い、諸将に突け入ることが可能であると気付かせる。突け入るには四十万の兵をここ昆陽に釘付けにし、その動きを止め、四十万の兵自体が王邑の枷かせとなるようにすることである。その上で王邑を撃つには、劉秀自身が、昆陽城の外へ抜け出し兵を集めねばならない。なぜなら、王邑が狙うのは劉縯りゅうえん、劉秀はその弟である。王邑は劉秀が差し向かえばこれを狙う筈。そして王邑を撃つ具体的な手立てであるが、敵に漏れてはいけないので言えない、我が胸のうちにあるが、信用して頂けないかと尋ねる。そして主だった将には、昆陽を守り通して貰いたい、と言う。
  


  
    王鳳が渋っていると、その横で王常が「諾だく」と一声いっせいを上げる。他の将軍も切羽詰せっぱつまって「諾」と承諾の意を表す。ではと、劉秀、将兵らを順に呼んで、小声で采配を伝える。
  


  
    　王鳳と王常に昆陽の守将を頼むと、夜中に劉秀、驃騎ひょうき将軍宗佻そうちょう、李軼、鄧晨ら、総勢十三騎は南門近くの厩うまやで隠れ待つ。そうすると、及び腰の兵が捕虜を集めてやってきた。厩の騎兵たちには気付かない。更にその長らしい兵がやって来て、監視兵や捕虜には、何かしらの上の評定の結果でと、評定の噂を聞かせ、兵糧が少ないので、朝には捕虜を斬るつもりでここに集めたのではと脅かしを掛けて大笑いする。傍そばで聞くことになった劉秀は、話が王邑の噂になって、漸くにんまりとした。もとより、逃げ腰の兵を見繕みつくろって、縄をわざと緩ませた捕虜たちを門近くに集めたのである。采配は正確に伝わり、意図的に漏らす情報は確実に漏らされ、隠し通す情報は確実に守られた。劉秀はそれを確認することが出来た。
  


  
    劉秀がそれほど待つことも無く、南門が開かれ、「逃げ来らん」「降ろうと欲す」と捕虜に降兵がわっと声を出して城外に出る。矢が城外に向かって放たれる。外からも弓や弩が放たれ、「ぎゃっ」という声も聞かれるが、その悲鳴が消えると、今だと、一行は馬を走らせる。
  


  
    城を出る最初の歩兵の幾分かは敵と思われ斬られる、射られる。降兵だと分かって、それが止んだ後に騎兵が出たが、攻めるわけではないのでやはり降兵だと思われる。新兵の躊躇ためらいが疑惑に変わり、騎兵が降兵ではないと確信に変じた時には、もう遅い。追えども夜中であり敵味方の判別がつかない。劉秀らは城の南を流れる昆こん水すいの浅瀬を渡り、もう弓矢も届くまいという距離に至って、馬を並足に変える。数えてみれば十三騎、見事抜け出していた。
  


  
    鄧晨曰く「秀、見事脱せりや」
  


  
    劉秀曰く「先ず、一手目は成りし」
  


  
    李軼曰く「文叔殿が、あの様に新市しんし・下か江こうの将を手玉に取るとは思いもよらぬ所なり。しかして何処いずこに向かわれん。宛は西南、しかるに馬は東へとは」
  


  
    劉秀答えて曰く「定陵ていりょう・郾えんなり。兵を募らん」
  


  
    李軼一瞬あっけにとられるが生唾なまつば呑んで曰く「何を。本気なりしか。胸に秘めた計とあるは、あれは逃げ出すための方便では無かりしか」
  


  
    劉秀答えて曰く「逃げ出すための無様な嘘など言わぬ。計はある。いや計の初手は放たれた。只、それを知るのは我のみ」
  


  
    李軼曰く「それは如何に」
  


  
    劉秀答えて曰く「今は教えられず」
  


  
    李軼、眉を顰ひそめて曰く「挙兵以来、常に共に戦いし我を信じられぬと言われるか」
  


  
    劉秀曰く「左様に非あらず、万全を期すのみ。諸しょ卿けいに話す時、聞き耳を立てし間者がおるやも知れぬ」
  


  
    憮然とした李軼は返答しかけるが、それを噛み潰して黙り込む。劉秀も何か言うべきかと思うが、終ついに黙ってしまった。
  


  
    鄧晨が気まずそうに割って入る「秀が考えに考えたことなり。事が成れば分かろう」
  


  
    騎兵はまずは定陵へと夜を駆けた。
  


  
    　
  


  
    　時は夜半になろうとしていたが、灯火の下で、新軍の将厳尤げんゆうは降兵を尋問する。淯いく陽ようで破れた納のう言げん将軍厳尤と秩ちつ宗そう将軍陳ちん茂ぼは昆陽を囲んだ王邑・王尋の軍に合流していた。しかし、王邑は厳尤らを労ねぎらいこそすれ、彼らが為に兵を割さこうとはしなかった。仕方なく昆陽の周囲に一陣を借りた厳尤の所に、降兵が至ったのである。厳尤は問う、城の守将、兵数、兵糧、動静、漢兵が次にどうするかを推おし量はかるために知る必要のある事柄を。降兵は、守将は成せい国こく上じょう公こう王鳳に廷尉ていい大将軍王常、城内僅かに九千、兵糧は尽きかけ、為に捕虜を殺して食い扶持ぶちを延そうとしていること、太常たいじょう偏へん将しょう軍ぐん劉秀が将兵を集めて計を練っていることを答える。劉秀は王邑、王尋の人物や将としての能を過去の実績を引いて、諸将に如何いかにと問うていることを厳尤は知る。劉秀は何者かと厳尤は問う。降兵は、字は文叔、漢兵を興し今は大だい司し徒ととなっている劉縯の弟にて、軍を進めると財物を取らず、兵を集めては計略を立てるのみと云う。
  


  
    　厳尤、そこではたと思いつき、笑って曰く「そやつ、鬚あごひげと眉の美しい者ではなかったか。どうすれば、これほど度量の大きな人物になれたるや」
  


  
    厳尤は降兵を下がらせると考え始めた。眼前には中で焚たく篝かがり火びで僅かに平原に輪郭を浮き立たせる昆陽城がある。あやつがあそこにいるのか。
  


  
    あれは何時のことだ、地ち皇こう元年の十二月、二年半前になる。厳尤が車で大だい司し馬ば府に向かっていた時である。いつもの如く陳情者が何人か待ち受けていた。何時もは目線を外して通り過ぎるのだが、その顔に思わず気取られて目線が合ってしまった。その若者が一礼をすれば、もはや無視することもできず、厳尤は車を止めた。
  


  
    若者は劉文叔、用件は叔父の元の舂しょう陵りょう侯劉りゅう敞しょうの田でん租その滞たい納のうであった。租そ穀こく二万六千石に若干じゃっかん万銭の金銭、これを滞納したと催促さいそくされるが、それは不当で御座いますと劉文叔は訴えた。
  


  
    新の辺境とも言える南陽で、豪族は田畑を切り開いて名めい田でんと称す私有地を造営していた。南陽の劉氏の勢い盛んなるは名田のためである。そこで、名田には田租が課せられる。舂陵侯劉敞は王莽の命によって他の劉氏の侯と同じく庶民に降され、よって漢から賜いし田畑はこれを返上した。しかし名田は残った。王莽の政策、土地は天下のものであると言い、これを王田と称した。その王田と云う考えでは、私有である名田は許されぬ。しかし、王田制は十分に天下に透徹とうてつしている訳でなく、王莽の一族王氏、王莽自身すら名田を持てば、制度と法には不備が生じる。そこを劉文叔は突き、法と実情が合致しませぬから、田租を課せられるのは不当で御座いますと訴えた。厳尤が仔細しさいに問えば、若者は臆おくすることなく、また実に細やかに当て嵌はめられる法とそれが不当である理由を答えた。厳尤はこの若者は大したものだと思った。そこで、吏り士しに調べさせてその通りなら、然るべき措置を施そうと約した。だが、厳尤は王莽に大司馬を免じられたため、その後どうなったかを知らない。今、思い起こせば、南陽の紅こう陽よう侯つまり王莽の叔父王立おうりつが南陽劉氏と結けっ託たくするという噂があった。王莽がのし上がった際に苦渋を舐めさせられた王氏宗族は多い。王立もその一人である。劉文叔、王氏自体から法の抜け道を聞きだしたか。
  


  
    　厳尤は独言して曰く「それにしても、汲々きゅうきゅうと訴えし者がなあ。どうすればこの様に大きくなれたるや」
  


  
    そして考える、この劉文叔が新軍百万に対して、どう計を立てるか。自分が敵の立場ならどう戦うか。直接戦うは無謀である。堅く守るというところか。兵糧があるか、降兵は足りずに捕虜を殺すほどと言っていた。待てよ、わざと兵を逃がさせたか、兵糧があるにも拘らず、無いと見せかけるために。すぐに落ちる城だと思わせて新軍を昆陽に足止め出来れば、劉縯が宛を落とし援軍に駆けつけられる。うむと腹を決めた厳尤は、物事は陽が上がってからと褥しとねに着く。
  


  
    　
  


  
    　厳尤は目覚めると支度をして、陳茂に呼びかけ、王邑に謁見えっけんを願いに向かう。待たされる間、厳尤は陳茂と相談する。
  


  
    厳尤曰く「卿、如何に思われる」
  


  
    陳茂答えて曰く「意外に、本当に兵糧が無いのかも知れん。納言もここに流れ着くまでに何度か見聞したであろう、賊兵が潁川三県を押えたのは兵糧を集めんがためと。昆陽の兵糧は既に宛に送られしかも」
  


  
    厳尤は再び曰く「そうとしても、この小城を百万で囲むのは無意味ならん」
  


  
    陳茂は軽く頷く。
  


  
    　
  


  
    　漸く目通めどおりが叶かない、厳尤は王邑に説とく、曰く「昆陽は小城なれど堅し。今、帝を騙かたる者は宛えんにあれば、大軍を速やかに進めれば、これを奔走ほんそうさせん。宛が敗れれば、昆陽自ずと落ちましょう」
  


  
    王邑答えて曰く「我は昔、虎こ牙が将として翟てき義ぎを囲んでいたが、逃げられ、当の翟義は斬られたものの、逃がししことを責められし。今、百万の兵を率ひきいて城に遇あいてこれを下すこと能わず。如何なるつもりで左様なことを言う。どう責められるか分かったものではないのだぞ」
  


  
    この答えに不満なれど厳尤は退き、王邑の為すことを見守ることにした。百万の軍勢は昆陽を十重二十重に囲み営舎えいしゃを数えること百を単位とす。天を突くかと思える雲車うんしゃで城内を見下ろし、旗幟はたのぼりは野を覆い、土煙は天に筋となって立ち上り、鉦鼓しょうこの音は数百里まで聞こえる。そして地下道を掘るか、或いは破は城じょう槌ついをもって門扉を撞つく。連弩れんどは尽きることがないかの如く矢を放ち続け、それが雨の如く城内に降り注ぐ。これが為、城内で水を汲くむ者は戸板を背負って矢を避ける。城内の評定では、王常が只一人まだまだ守り抜けると言う以外は、万策尽きた、これまでと、降伏する意に固まる。王常は劉秀が戻って来るのを待とうと言うが、諸将、いや、あれは我らを足止めに使わんがため、それこそが計ではなかったかと言う。そう言われると、王常も返す言葉が無く、自身が疑心を抱き始める。遂には押し切られ、降伏に同調する。そして、王鳳は物見ものみに登ると、降伏しよう、命ばかりは救ってくれと大声で新の兵に告げる。王常は、無念、無念、無念と歯噛みしつつそれを聞く。昆陽を守り切れなかったのが無念、王鳳を説き切れなかったのが無念、劉秀を信じ切れなかったのが無念。だが、王鳳・王常は新軍の意外な返答に驚いた。降伏は許さない、漢兵を名乗る一党は族滅ぞくめつしてくれようと返されたのである。ここにおいて城の兵士は死地しちに追い込まれた。城の外では王尋・王邑がもはや寸刻で功名を成そうと意気を上げる。
  


  
    　これはいけないと思ったのは新の将の厳尤である。再び王邑に見えると曰く「逃げ帰る兵にはこれを遮さえぎるなかれ、城を囲めばその一方をわざと開けよ、と申すれば、兵法通りに逃がして、宛の城下を敗兵にて混乱に陥おとしいれましょうぞ」
  


  
    王邑は聞き入れず、厳尤は苦渋くじゅうを浮かべた顔で引き下がる。
  


  
    王邑は去り行く厳尤の背中に言葉を投げかける、曰く「納言よ、悪く思わないでくれ、我の下には、兵を一万割さいて頂ければ、計で以もって功を成し遂げようという兵家が何十人と来るのだ。卿のように計を明らかにする者はまだしも、中には計は密なるを至上と、それを話さず兵を得ようとする者もいる。一人の計略を許せば立ちどころに我も我もと嘆願たんがんで満ち溢あふれることになる」
  


  
    厳尤、その言葉を背中で聞くと、そのまま営舎を抜け出て、大きく嘆息する。王邑、王莽の言を忠実に守って、全軍を己と王尋とのみで統すべようと欲すか、そう思えば徐々に不安が募つのり来る。
  


  
    　
  


  
    　男は呟つぶやいて曰く「賊を捕えようとすれば、その王を捕えよ、これは上策。そもそも軍の目的は僭称せんしょうする者を捕うことなり。捕えようと欲すれば、すなわち弛ゆるめよ、これは中策。一旦、兵が敗走しだせば流れは止まらず、敗兵をもって敗兵を成すは、至極当然な計である。しかるに採った策は、門を閉ざして賊を捕う。力を頼めば成るとは言え、賊の中に王がいなければ話にならない下策よのう」
  


  
    そして男は再び思いに耽る。
  


  
    　
  


  
    　昆陽を出た劉秀らは、兵を集めることに奔走する。潁川の出である傅ふ俊しゅん・王おう覇はに、王常らの率いた下江の兵で今は劉秀配下同然の臧ぞう宮きゅう、字は君くん翁おうらに頼むが、既に昆陽に大兵至れば、それを恐れるがゆえ殆ど集まらない。李り軼いつがやはり宛から増援を頼もうと言い出し、劉秀は無理だろうと思いつつ、遂には許し、李軼は単騎、宛に向かう。そうして劉秀らは兵を集められないまま、定陵・郾まで行き着き、諸営の兵を発するものの、諸将は財貨を惜しみ、分散してその財貨を守ろうとする。そこで劉秀、将に逢う度に説く、曰く「今若もし敵を破れば珍宝は一万倍にもなる。大功とも成ろう」。そして王邑が携たずさえてきた珍宝のことを詳つまびらかに述べる。勝てば、それを功名の順に分け与えようと。更に曰く「若し、ここで敗れることとなれば、首さえ繋がっておらぬ。何の財宝があろうというのか」
  


  
    香こう餌じの下には必ず死魚しぎょ有り。重賞の下には必ず勇夫有り。遂に衆は声を上げて従う。これで二手目と劉秀は呟つぶやく。
  


  
    　
  


  
    　昆陽を取り囲んでいる王邑の下にも、漢兵が動き出したという斥候の報告が入る。王邑が兵数と率いる将を問えば、一万にも満たない兵で、率いるは劉秀、昆陽を夜に紛れて脱出した将という。王邑の胸のうちで、劉秀と翟義が重なる。翟義を思い出すのは、何人かの降兵を尋問した時に、評定で話された王邑の評判を何度も聞かされたからである。翟義を逃がして責められた将軍王邑、如何いかほどのものぞ。今、その王邑の前に城を抜け出し包囲をくぐって逃げた将が兵を集めていると、斥候は話す。劉秀、宛を攻め続ける南陽劉氏一族の要である劉縯の弟。これは生け捕りにせねばならぬ、悪くとも討ち取らねばならぬ、と王邑は意を固める。
  


  
    　
  


  
    　劉秀は軍を率いて定陵から発しようとすれば、昆陽を窺っていた斥候が戻って来たと校尉の臧宮が告げ、劉秀は召して、その者の話を聞く。昆陽の百万の兵は依然動かず、王邑の営舎も変わらず、周りには専属の衛兵が八方に睨みを利かせ、納言将軍厳尤と秩宗将軍陳茂が営舎に入るのでさえ調べられると、その様が伝えられる。劉秀、厳尤と聞いて真顔と成ると、厳尤と陳茂が何時新軍に合流したかを問い、彼らの兵数を尋ねる。斥候が新軍を窺い始めし時より既に居り、兵数は高々数百であると答える。劉秀はにこりと笑うと斥候を下がらせる。そのまま辺りを歩きながら考え、そして唐突に笑い出す。
  


  
    傍かたわらで控ひかえていた属官ぞっかんの馬ば成せい、字は君遷くんせん、臧宮と目を合わせて、当惑気味に問いて、曰く「劉将軍、如何がされましたか」
  


  
    劉秀答えて曰く「すまない」。そして少し考えて、続ける「思い出し笑いをしてしまった」
  


  
    劉秀は大司馬であった頃の厳尤に陳情したことを二人に話す。
  


  
    そして曰く、「笑ろうたのはな、その時、今は宛で兄伯升の護ご軍ぐんをしている朱しゅ祐ゆうが傍らにいて、やはり叔父の陳情をしようとしていたが、厳公に声を掛けて貰えなかった。故に我は帰りに厳公は汝を見たのかな、と朱祐をからかったのだ。それを思い出したのだ」と再び笑う。
  


  
    劉秀が背を向け、考えに耽りだすと、再び馬成と臧宮は目を合わせ、互いに首を傾げる。
  


  
    　
  


  
    　定陵から発する兵は漸く八千、百万の兵に対するは貧弱極まりない。その兵は昆陽から半日足らずのところで軍営する。月が代わった六月一日己き卯ぼう、明け方前、まだ星が全天を覆う中、陣営を出たのは馬に乗った臧宮・馬成の率いる僅か百の歩兵であった。まだ暗いうちに昆陽近くに潜ひそむ。囲まれた城を除いて見渡す限り平地であり、数少ない窪地に身を隠す。そして、時を待つ。日差しは強く、一年で一番照りつける頃であれば、今日も炎天下になりそうである。敵の斥候数騎が近づけば、弩弓を構え、見つかれば撃とうとする。見つからないのが最善である。馬で飛ばす斥候は、窪地に伏せる僅かな歩兵たちに気付かず行ってしまうが、予想した間をおいて劉秀らを発見した報を知らせに本陣に戻って来る。昆陽が慌あわただしくなり、新軍の大兵が動き出せば、臧宮は馬成に目配めくばせして、木陰に隠していた馬で発たつ。
  


  
    　他方、斥候の報を聞いた王邑は王尋と共に一万余りを率いて、諸営には部署を堅く守って移動するなと命じると、劉秀を迎え撃ちに出た。厳尤は王邑の動くを知り、これが城の外に劉秀がいて昆陽を救いに来た故と聞いて動じる。劉文叔は城内にあらず、降兵を得たあの晩に既に城外へ抜け出ていたと初めて知るや、まずは当惑し、続いてわざわざ戻ってきた劉秀の考えが読めずに考え込む。寡兵かへいで戦うというのか、しかも奇襲策でなく正面から。無謀としか言いようがない。いや計があるのか、あるとするなら罠、王邑を誘い出す策、その上で奇襲、いやこの上天気では伏兵であろう。
  


  
    厳尤、馬を呼ばせると駆けさせ、渋る警護兵をようやくの思いで離させると王邑の車の傍に寄せて曰く「大司空、これは罠ですぞ、伏兵でございましょう」
  


  
    王邑答えて曰く「それくらい予想しておる。だが、この先は殆ど隠れるところのない野原に畑地よ。数千もの伏兵が隠れようか。納言よ、黙って本陣を守り、我らの勝報を待て。さあぐずぐずするな、行け」
  


  
    厳尤、これ以上は無理かと思い、最後に投げつけるように謂う、曰く「御武運を」
  


  
    そして、馬を止めて出立する軍を見送る。
  


  
    　
  


  
    　日が昇り、昆陽の手前に一番先に現れたのは、劉秀の率いる騎歩兵一千であった。如何にも、この首くれてやろうと言わんばかりである。本隊の前方、四里。味方は即座に応援に駆け付けられる距離、敵兵には前衛の土煙によって本隊が隠される距離である。そこに臧宮が馬で馳はせ戻り来りて、新軍が動き出しましたと伝える。真顔で劉秀がその軍様を聞けば、騎馬一万、大将は傘を被った派手な車が二台ゆえ、王邑と王尋でありましょうと答える。
  


  
    ここに至って破顔した劉秀曰く「計の三手目成れり。さて、その旗並びは如何に」
  


  
    臧宮と馬成、予あらかじめ劉秀から軍のどこを見るかを細かく指示されていたので、淀よどみなく答える。一台の車の周りで旗並びは整然と、つまりその間隔は同じく、その旗の傾かしき方も揃そろっているゆえ、これは王邑の精鋭兵と分かる。もう一台の車の周囲では、旗並びがばらばらで間隔が整わず、傾しぎ方もばらばらであるゆえ、王尋の兵と分かる。
  


  
    　ほどなく視界に現れた王邑・王尋の軍、敵が高々千と知るや、王邑が止める暇も無く王尋は数千の騎馬を繰り出す。しかしその進軍は躊躇ためらいがあり、勢いがない。それもその筈、王尋の兵、これまで戦いらしい戦いをしたことが無く、自信がない。そこに突撃と言われても、当惑が先行する。それに対して劉秀、一号令を掛けると、自ら突撃する。御大将に遅れるなと周囲の手勢も飛び出す。初手の勢いの差が戦いの趨勢すうせいを決めた。
  


  
    王尋・王邑、自陣に誘い込めばまだしも問題のないことだったが、逆に情勢の見えない敵陣に飛び込んだのである。王邑にしても敵兵は八千と聞くに、見える兵は千、ならば残る兵七千は何処いずこと考えた。隠れる場所の無い平地であるのに伏兵を怖れ、手勢を控えさせる。王邑、周囲を見えない兵によって囲まれた、しまったと思った。劉秀は既に王邑・王尋の首を取った者には珍宝の最上の物を選ばせようと自軍の兵士に言い、傘を差した目立った車が大将であると告げている。劉秀の一点集中の攻撃は王邑・王尋をたじろがせ、退かせることになり、大将が退けば俄にわか作りの軍は奔はしる。劉秀の小兵は、首級数十を上げる。
  


  
    後方から追いかけ劉秀を見守ることになった本隊の将たちも喜んで曰く「劉将軍は何時も小敵を見ても怯えるのに、今、大敵を見て勇なり。甚はなはだ妙なことである。その上、最前線で戦っている。是非とも将軍を助けん」と劉秀に勝つ算段がある故と勝手に合点がてんし、功を失うまいと我先に飛び出す。
  


  
    劉秀は追撃し、鄧とう晨しんが傍らを気遣いながら走る。本隊の諸将も火が付いたように突貫する。目標は大将王邑の首なりと、大音声を上げて侍郎じろうの馬ば武ぶ、字は子し張ちょうが飛び出し、たちまち数騎を蹴散らして、一騎当千と称された荒武者振りが偽りでないことを白日の下に見せつける。宗族の劉隆りゅうりゅう、字は元伯げんはく、父劉礼りゅうれいは王莽に叛旗を翻ひるがえして敗れた。故に今こそ父の無念を晴らそうと生死を賭す。光こう禄ろく勲くん劉りゅう賜しが遣わした偏将軍任光じんこう、字は伯はく卿けいが一党を率いて、光禄勲に救われた恩に報いるはこの時と意気を上げる。皇帝劉玄の気に入り、潁川から宛に凱旋がいせんして再度派兵された、劉秀より二つ若い五威ごい偏将軍趙憙ちょうき、字は伯はく陽ようが声を上げて続く。潁川三人衆の王覇・傅俊・臧宮もこの日の為に漢兵に就ついたのだ、この日に戦わねば、何のために生きてきたのかと全力を尽くしてぶち当たる。漢兵の思いは一致して、王邑の首を狙う。
  


  
    一方、体制を整えるためとは雖いえども、退けども退けども、その度に王邑の軍は崩され混乱に陥おちいる。周りを伏兵と思いしがゆえ、虚は実と化す。更にその見える高々一千の兵は後から来る兵で膨ふくれ上がって数千の実と成る。将が冷静であれば、或いは戦い慣れていれば見抜けたが、慌てふためくがゆえ、霞かすみが掛かる。流石さすがに王邑の周りの警護兵は堅固で近づく隙を見せないが、戦いの流れを変えるわけではない。兵数では互角以上であった新軍は突き崩され、一里また一里と退却する。漢兵諸将の隊は退く新兵に乗じてこれを襲い、首を切ること数百、続けざまに勝ちて進む。盛夏の中、上天気で朝方は雲ひとつなかった天に、積雲つみぐもがひとつまたひとつと湧き出していた。その空の下、遂に王邑・王尋は本陣まで追い返された。
  


  
    ここまでは要かなめの一点を除けば、劉秀の思惑おもわく通りに進んだ。だが肝心かんじん要かなめの王邑の首が取れないのである。首級数百を得ても、敵兵は依然として大軍である。そして王邑は陽炎かげろうの立つ中、百万の兵の中に隠れようとしていた。歓声を上げる漢兵の中で、一人これではいかん、これまでかと天を仰いだ劉秀の眼に、巨大な金床雲の姿が浮かぶ。夏、炎天下、大汗を流して戦っていた間に、天の気配けはいが変って行ったのである。農作業を行っていた時の思い出が劉秀の脳裏に蘇よみがえる。雲は盛り上がり、上に向って平たく広がり、早くも黒ずんでいる。こういう時は天が荒れる。これは滅多にない僥倖ぎょうこうか。うむと劉秀は兵を集め次の手を打ち始める。
  


  
    まず、絹けん白ぱくに書いて曰く「宛下の兵復また昆陽へ至る」
  


  
    それを騎兵に持たせ昆陽に向かわせ、城に出来るだけ近づけて落とさせる。もちろん新の兵に見つかるようにするためである。
  


  
    漢兵は手強いと痛感した王邑に王尋、敵の檄げきを得ましたと兵から受け取った絹白を読んで、案に違たがわず宛が落ちたとなれば、攻めるのは難、それ以上に漢兵の主力がやってくると苦悩する。
  


  
    　
  


  
    実際、劉秀らは知らずにいたが、五月末に、南陽の要である宛は落ちていた。城内、人が人を食らうところまで至って、元は棘きょく陽よう県の長である岑彭しんほうが、南陽郡の次官である厳説げんせつ、太守甄しん阜ふ亡き後の宛の最高官吏に説といたのである。曰く「我は死ぬるを覚悟するが、民を守るのが国の務めであれば、国のためとは雖いえども、兵や民を餓死がしさせてまで守るべきに非ず。ここに至れば城内の者を救うために城を開けるべし。今、我らが城を開けずとも、飢餓きがゆえに反して外部に迎合げいごうする輩やからが生じましょう。そうなれば我らは何なに故ゆえに守っているのか」
  


  
    厳説、仕方あるまいとこれを飲む。遂に守将の厳説・岑彭、城門を開けて下る。
  


  
    諸将は、降伏するは兵ひょう糧ろうが尽きたゆえ、この降将、状況が変れば寝返りかねぬ。今、斬るに如かずと言う。しかるに劉縯、諸将に返して曰く「国から言い遣つかわれた吏士であれば、その職を全うするのは節義というもの。今、国を挙げようという大事にあれば、このような義士を大切にせねばなるまい。封じれば、見習おうとする者が続くであろう。それに如かず」
  


  
    故に岑彭、皇帝劉玄によって帰き徳とく侯に封じられ、劉縯に属することとなる。ここに王邑と劉縯の違いがある。王邑の攻城法はただ敵を脅おびやかし、結束を増させるだけであったが、劉縯のそれは敵を転じて味方にしたのである。
  


  
    　
  


  
    　天が黒雲で隠れだした昆陽では、劉秀が決死兵を募っていた。日中の連戦連勝で兵士は意気上がり我も我もと加わろうとする。勝った、大兵であろうと勝てるぞと、兵士が思えばこそ決死兵が集ったのである。劉秀は天が加勢せん、天候が崩れるこの時を逃さず攻めるべしと告げる。そして今度も一点を攻めることを強く言う、狙うは只一つ、新の大司空王邑の首、来る雷を恐れるな、寧ろ死ぬ覚悟で取りに行け、取れば勝ちなり、首を得し者には最高の珍宝を選ばせよう。
  


  
    様子見の馬成の帰した斥候は、詳つまびらかに王邑の位置を知らせていた。昆陽城の西、東から劉秀らに攻められ追われて、城の裏に回った形だが、未だに派手な車で動くのですぐに見出せる。劉秀にとってはこれも幸いに思えた。昆陽城は南北に長い城である。北端は直に滍川ちせんに面している。東の兵は城によって遮さえぎられた。王邑の援軍は城の南を回り込まねば西へは移れない。また王邑・王尋は城壁を背にすれば北か南に走るしかない。
  


  
    そこで劉秀、集まった精鋭三千を率い見つからぬように隠しながら、昆水の南岸から浅瀬を渡って城の西に回り込み、時期を待った。遠雷えんらいが始まり、ぽつりぽつりと雨が降り始め、驟雨しゅううとなる。辺りは薄暗くなり、がらがらと雷鳴らいめいが聞こえ、稲光いなびかりが閃ひらめき、強い風が巻き起こる。粒の大きな強い雨が敵味方問わず撃ちつける。
  


  
    この時だと雷鳴に怯ひるまず劉秀は立ち上がり、馬に上ると突撃を号する。馬武がまた大音声上げて飛び出し、臧宮・王覇・傅俊も負けじと敵陣に飛び込む。
  


  
    営舎の中で宛から兵の対処のため評定を重ねていた王邑・王尋・厳尤・陳茂は響き渡る雷鳴に何事かと飛び出し、雷雨と知る。一瞬敵兵かと思ったが、雷と知り、その中に隠れた漢兵の喚声かんせいを知らず安堵する。王邑、営舎に戻ろうとして、再び大音声に振り向き、怒涛どとうの軍が自らに襲い掛かろうとするを知る。
  


  
    豪雨の中、昼というのに辺りは夕暮れのように暗く、ために新軍は敵軍勢の方位人数を把握できず、このための備えがあったわけでなく、諸営は雷鳴に喚声を消され何も知らず、ましてや王邑を守ろうと動くこともできなかった。厳尤が王邑に言って、漸く兵に向い撃たせる。劉秀の軍、意気盛んであれば、多少の弓矢、向い撃つ騎歩兵ものともせず、一気に陣奥まで押し寄せる。恐慌きょうこうに陥おちいったのは王尋であった。馬に飛び乗ると陣を抜け、独り北へ脱出しようとした。しかし、そこは増水した滍川、しまったと馬を返せば、追いついた漢兵かんぺいがそれを刺し貫く。
  


  
    漢軍、敵将討ち取ったりの声に歓声が和し、新軍、大将を失いし報に驚愕きょうがくする。城内からは太鼓の音が響き渡り、王常が兵を率いて打って出る。この戦いに勝てなければ、城の中で朽ち果てるだけ、戦いの中で勇を振るって死すか、城内で押し寄せる敵兵に潰されて死すか、何れかを選ぶ。もし勝てるならこの一戦のみ、もし生き残れるとすれば、この一戦に勝利するのみ。王常の言に奮い立った将兵、ここを死に場所とばかり奮戦する。劉秀らも城の軍勢が与くみしたと分かると、更に気勢を上げる。
  


  
    他方、新軍、百万の軍と号した、甲冑かっちゅうに身を固めた兵士四十万の軍、雷雨の中、統すべる大将を知らず、敵の所在を知らず、雷鳴をも敵として聞き、味方すらも敵として見る。そして将が討ち取られたと聞くと只逃げる。王邑は斬られずとも勝敗は帰した。敗兵は逃げるのみ、何処いずこへ、来し方へ、北へ。互いに倒れる者を踏み拉しだいて、我先に北へ。そこは滍川が妨げとなる。はや上流にて雷雨を集めて、茶黒に染まった濁流となった滍川は、後から後からと押される敗兵を飲み込んでゆく。濁流と雖も人のほうが多かった。溺死できしするもの数万、流木が堰せきを作るところ、人が堰を成してついには流れを止める。戦いに連れていた虎豹犀象は雷雨に怯おびえ、それ以上に数十万人の成す喚声に怯え、虎豹は僅かな隙間を見出すと逃げ出す。犀象は新軍も漢軍もなく人を踏んでは逃げ去ろうとす。王莽が送り出した巨人・巨無覇も、目立つがゆえ、反って槍や弓の餌食となり雨中に沈む。厳尤・陳茂・王邑、単騎となると、死人で痞つかえる川の浅瀬を渡って逃れる。厳尤・陳茂は東へ逃げ、王邑は僅か数千の手勢をまとめると洛陽に走る。
  


  
    　
  


  
    　雷雨は止んでも、漢兵の新兵を追う動きは止まらず、漸く漢兵が我に帰ったのは陽が暮れてからであった。そして如何なる敵に打ち勝ったかを知るは、再び陽が昇ってからであった。漢軍は悉ことごとく武器や兵糧の乗った輺重を押える。車甲冑、珍宝は数え上げる気にもならない。宛の皇帝劉玄に戦利品として貢みつぐにしても一月二月ではすまない。兵糧も持て余す。四十万の軍勢が一月分の兵糧を持たせるつもりならば百二十万石はある。兵が一万たらずの昆陽なら四十月以上保つが、三年分の蔵があっても三十六月分、こんな小城にそんな膨大な蔵は元より無い、せいぜい一年分である。よって、使える輺重を使い切り、昆陽の蔵に詰め込んでもなお持て余す。近隣諸県にばら撒いても、それでも余りある。野晒のざらしにして腐らせるわけにもいかず、ついにはこれを焼く。死んだ兵士たちも埋めてやるが、ゆうに十数万の死体となると、一人で十数人分埋める勘定になり、朝から晩まで死体担ぎに精を出さねばならぬ。漢兵、ここに至って、改めてどれほどの敵を破ったのかと気付くことになる。いや新軍は自らを以て自らを殺したのである。味方同士が踏み躙にじりあった、その結果が亡骸なきがらの山であった。生き残った兵たちは分散し、故郷に帰り着いた者はまだしも、おそらく多くは食い繋ぐために群盗となるしかなくなる。少なくても数万の群盗が生まれたことになる。たとえ郷里に戻れたにしろ、敗兵であれば、百万の軍勢が漢軍によって破れたと喧伝けんでんすることになる。僅かな噂でも尾鰭おひれが付く、ましてや百万の軍勢が破れたとなると、漢軍は一騎当千の輩やからばかりであるとか、天が新王朝を見放した故と輪を掛けた話になる。王莽の新の大兵は、敗れることにより、王莽を滅ぼすことに加担かたんする。
  


  
    　劉秀は、将を集めると戦いは続くぞと、再び采配を行う。皇帝劉玄の兵とて無傷ではない。五威偏将軍趙憙を始めとした傷兵はこれを介護させ、動けるものは後方に遣り、動けぬものは城内に留め、また兵を募り、新から漢に鞍替えしようとする者を赦ゆるす。しかし、天下分け目の戦いに勝利したとは、ついぞ思わなかった。
  


  
    　
  


  
    男は手元の竹簡をぽんぽんと掌てのひらで叩くと独言して、曰く「普段臆病おくびょうとも揶揄やゆされる慎重な将が勇を振るう、それには訳があろう。一つは、勝つ手が敵の御大将を斬るしかなければ、誘おびき出さねばなるまい、それが我が身を晒さらさねば為せないならそうするのみ。二つは、兵の好む武勇に合わせ、兵の敵兵を憎むに合わせれば、兵は躊躇いもなく闘えるものである。三つは、計を立てそれが全て成り、後は戦うしかなければ奮戦するのみ。勝者の勝ちは不思議かも知れぬが、何もしなかったわけではない。敗者の負けは不思議でもない、何より兵を知らないものが、将に制約をつけるがゆえ、勝つための常道を捨て、勝つための算段を捨てさせている。寧むしろ大兵であったが故に大敗したのである」
  


  
    男は、そこで笑いて曰く「それにしても史書の大仰なことよ。最後には星まで落ちてくるとは。雷なら兎とも角かく、流石にそれは無かろう。されど史家もそうとでも書かなければ、この尋常じんじょうでない勝利を説明できなかったと見える」
  


  
    されど男には、史家に見えなかったものが見えた。通常、史家は出来事を記すのみ。しかるに兵法家は戦いが何故勝ち何故負けたかを考える。それは常に兵法家が言う事を行えば勝たねばならぬ、少なくとも負けては為らぬからである。負ける兵法は兵法に非あらず。よって戦地、布陣、将兵、知り得る限りを調べ、知り得ない所は戦いの帰結から、尤もっとも確からしい所を見出す。さすれば史家には一見、未曾有みぞうとしか見えぬ僥倖の勝利も、不思議では無くなる。そして兵家に見えるのは、幸運とはかけ離れた事実、この将軍の兵才である。男にも将としての矜持きょうじがあれば、類たぐい稀まれだとかは言わぬが、史家が目を付けなかった優れた兵略がそこにあるのを見る。何故、史家がそれを書かぬ、それは兵略に疎うといからである。ふふふと、男は笑いながら、うむと自らに頷うなずくと、席を立つ。机の上を一回り見回して、人に見られても大事無いと思ったものの、男は必要と思うものは机の上に置き、他は巻いて棚に戻す。再度机上を確かめて部屋を出る。
  


  
    　宛えん
  


  
    　
  


  
    毎朝と同じく復また着替えて戻ってきた男は、仄ほのかに湯気の昇る身体そのままで、腰掛けに坐す。既に硯すずりと筆、小刀は言いつけた通りに用意されている。他は、男が広げた巻物のまま、調べられた様には見えない。仮令たとい調べられても、史書が広げられているとしか見えない。男は竹簡ちくかんを取って見る。これとて、何が書いてあるのか分からない。何せ本人がしばし考えて、漸ようやく思い出せるのであるから。
  


  
    男は筆を執とり、昆こん陽ようの後に、徐おもむろに一字を書き足し、筆を置いて、天井を見上げて再び瞑想めいそうに入る。
  


  
    暫しばらくして男は、目を見開いて曰く「果たしてそうか。他は考えられぬか」と、筆を執ると考えながら、傍の無字の竹簡の一巻きを見やる。男は筆を置き、その一巻を手に取ると、小刀で綴じ紐を切り解ほぐして、再度筆を執ると考えながらその竹簡一枚一枚に書き連ね、得られた七枚を並べる。
  


  
    　
  


  
    「新軍しんぐんが襲いて昆こん陽ようを囲みたる。六月一日、劉りゅう秀しゅうがこれを撃ち破る」
  


  
    「劉秀は鹵獲ろかく品を携え、皇帝劉りゅう玄げんに戦勝を報ずる」
  


  
    「劉秀は陰いん麗れい華かを娶めとる」
  


  
    「劉秀は兄劉縯りゅうえんに諫言かんげんし、前線に戻る」
  


  
    「劉秀は前線にて、敵将馮ふう異いを味方に附ける」
  


  
    「劉秀の兄劉縯はその将劉稷りゅうしょくを救おうとして、皇帝劉玄に殺される」
  


  
    「劉秀は前線から戻って、兄劉縯を殺した皇帝劉玄に詫わびる」
  


  
    　
  


  
    男は口に出して曰く「全ては同じ六月のことなり。戦勝を報ずるなら、その証拠の品として鹵獲品を輺し重ちょうに牽いて帰るであろう。ならば十数日は掛かる。妻を娶るなら、宴うたげを交えて数日は動けまい。そして、その間、前線での采配さいはいは滞とどこおることになる。未だ戦が続く時、賢将が不合理で無駄な行動はするまい。やはりこれは成り難し」
  


  
    男はまた別の史書を開く、そこに書かれたるに曰く「五月斉せい武ぶ王おう宛城を抜く。数日の後、更こう始しは斉武王の将劉稷を捕う」
  


  
    斉武王とは劉縯の謚おくりなである。
  


  
    男は確信が持てた、独言して曰く「謀殺は六月初旬なり」と、竹簡二枚を除いて並び替える。
  


  
    　
  


  
    「新軍が襲いて昆陽を囲みたる。六月一日、劉秀がこれを撃ち破る」
  


  
    「劉秀は前線にて、敵将馮異を味方に附ける」
  


  
    「劉秀の兄劉縯はその将劉稷を救おうとして、皇帝劉玄に殺される」
  


  
    「劉秀は前線から戻って、兄劉縯を殺した皇帝劉玄に詫びる」
  


  
    「劉秀は陰麗華を娶る」
  


  
    　
  


  
    　男は呟つぶやいて曰く「官軍が襲いて小城を囲みたるが、これを勇将が撃ち破る。勇将は自陣営を固め且かつ進める。その勇将の兄は味方に殺される。勇将は前線から戻って、兄を殺した者に詫び」、そこで一端独り言を止め、にやりと笑って続けて曰く「妻を迎える。全ては同じ六月のことなり。馬で数日の距離を伝令が行き来するとして、これにしても何とも緻密な日程であることよ」
  


  
    それが意味するは、喪中もちゅうの婚礼である。史書に嘘はあるかもしれない。権勢有る者の不評な行為を当時の史家がありのままに描くことは容易でない。されど嘘を書かずして、真相をあからさまにせずに済ませる方法を史家は知っている。男は更始元年六月に何が起こったかを集めることで、疑問を感じ真相を推理した。日程を考えるとぎりぎり成立するのは、喪が無きこととする挙式あるのみ。それは、もとより道義に外れた行いと看做みなされる。官かん吏りたる史し家か、官吏としてはこれを書けぬが、史家としてはこれを書かねばならぬ。
  


  
    男は顎に手をやり口くち許もとを弛ゆるめて曰く「確かに主上の不義を責めて論あげつらう事無く、史実を違たがえる事も無い。そして、この様に書かざるを得なかったことが、反ってその不義を顕あきらかにする」
  


  
    　男はじっと竹簡を見詰め、目を閉じ、再び瞑想めいそうに入る。
  


  
    　
  


  
    　南陽なんようは宛の皇帝劉玄とその側近は、漢兵かんぺいが連戦連勝というのに浮かれなかった。五月末、南陽郡の要かなめである宛を落としたのは、皇帝候補であった、今は大だい司し徒とである臣下の劉縯である。六月一日、新軍百万の兵を破ったのは、その劉縯の弟の劉秀である。皇帝に立った劉玄は何もしていない。よって軍の総指揮権、国の実権を持つ筈が、名声上がるは劉縯・劉秀兄弟であり、慕したわれるも劉縯・劉秀兄弟である。
  


  
    こういうこともあった。劉玄の軍、平林へいりんの兵の後方部隊が取り囲んだ新しん野や県を下くだすことができなかった。
  


  
    新野の県令である潘はん臨りんは城に登って言いて曰く「司し徒と劉りゅう公こうが誓約するというなら、真っ先に下ろう」
  


  
    そして劉縯が新野出身の偏将軍陰いん識しきらと兵を率ひきい来きたるに及んで、まさに城門を開いて降ったのである。
  


  
    もとより、新市・平林の将しょう帥すいに取り、劉縯が皇帝となれば、自分たちの放縦ほうじゅうなままの軍政にならないので、融通ゆうずうが利きく或あるいは押し問答で動かせる劉玄を謀はかって立てたのであるが、臣下劉縯の名が主君の名を越えるのである。
  


  
    またもう一人、漢兵が勝ったことで憂うれえる将がいた。五ご威い将軍李り軼いつである。劉秀に誓って宛から兵を呼ぼうと勇んで来たものの、兵は集まらず、諸将には劉秀にどういう計があるのかと問われ、戻っていった頃には昆陽は落ちていると言われ、劉縯の軍が動き出せば、それに同道しようと足を止めた時に、劉秀が百万の兵を破ったのである。約を破りしか、兵を呼ぶというは逃げ出すための方便か、兵が集まらなければ何故それを伝えぬと、李軼は劉秀の声で、自身に叱責しっせきされる。何の面目めんぼくがあって劉秀に見まみえよう。さりとて劉縯の陣営に行けば、何ゆえ劉秀の陣を離れたかと問い詰められる。自然と李軼は劉玄の将に近づくことになった。
  


  
    　
  


  
    　前線の劉秀、自らは王おう覇はを従えて先ずは潁えい陽ように赴おもむき、降伏を促うながせば、潁陽の都と尉い丁てい綝ちん、県令に説といて曰く「もはやこれまで。王莽の百万の軍も潰ついえては、この一城孤こ守しゅすべからず。あに漢を滅ぼせし王莽の意に沿わん」
  


  
    潁陽は落ち、劉秀、丁綝を偏将軍と為して従え、王覇父子には潁陽を任せる。
  


  
    次に劉秀、姉婿の鄧とう晨しんには偏将軍と為したる傅ふ俊しゅんを連れさせ、陽翟ようてきに向かわせる。陽翟にも百万の軍勢が敗れた報は届いており、すぐさま開城し、鄧晨・傅俊は続けざまに真直ぐ北へ向かい、河か南なん尹いんに入って京きょう県、密みつ県を攻略する。
  


  
    鄧晨、京を落とせば、傅俊に言いて曰く「子し衛えい、卿により大いに助かりし。ここからは他の将に任せようと思う。しかし、劉将軍から託たくされし事あり、謹つつしんで聞け」
  


  
    傅俊何事かと言葉を待てば、鄧晨続けて曰く「戻って卿の母弟を懇ねんごろに弔とむらえ。劉将軍、卿が親族を弔えずしこと、深く憂う。卿よ、劉将軍に違えはしまい」
  


  
    傅俊、平伏し、すなわち郷里に帰って母弟を弔う。
  


  
    　
  


  
    　百万の軍を破ったというので、漢兵と聞けば諸城は簡単に落ちるが、落ちないのが父ふ城じょうとその属県である。
  


  
    父城の北の郟きょうは元亭てい長ちょうである臧ぞう宮きゅうの手引きで開城し、既に仮令かれいとして馬ば成せいが送り込まれていた。
  


  
    劉秀は父城攻略のため県境の巾車きんしゃ郷に兵を駐ちゅう屯とんする。宛からそこに柱ちゅう国こく大将軍李通りつうの竹簡が届いた、密書である。三人の使いの三つの竹簡を解いて並べ直すと、そこで初めて読める文章となる。それには幾つかの宛の情勢に混じって、李軼が劉玄の宿将である大だい司し馬ば朱しゅ鮪いの下に就ついていることも記されていた。劉秀、これがどういうことか考える。挙兵以来、共に戦っていた李軼が、今は劉玄の幕ばく僚りょう。何故に劉玄に就く、我と共に戦っておれば、大功たいこうを分かっていたであろう。功無きまま、劉玄に就いて何の得に為る。功を立てねばと、そこで気付いて、これは危うしと、兄劉縯への書をしたためる、曰く「李軼は信用能あたわず。くれぐれも身辺に気をつけられたし」
  


  
    劉縯の首、それを劉玄に差し出せば、劉玄側は大いに喜んで李軼を重ちょう用ようするであろう。劉縯の首、それにはぞっとしたが僅わずかに頭は働いて、もう一つ先も見通せた。兄者の次は我。
  


  
    　
  


  
    暗い見通しを案じる劉秀の営えい舎しゃに三人の従軍者が訪おとなう。三人は、先ほどの捕虜、属県の連絡がため微行びこうしていた所を捕まえられた、潁川郡の属官ぞっかん馮ふう異いのために現れたと言う。馮異の従兄弟いとこ馮ふう孝こう、偏将軍丁綝、同郡の人呂晏りょあんである。
  


  
    劉秀、気を取り直して向い、助じょ命めい嘆たん願がんかと問うと、馮孝は命を惜しむに非あらず、才を惜しむ、父城と属県五県を束ねて、県令も頭を下げ、父城が落ちずにいるは馮ふう公こう孫そんゆえと異才を褒ほめる。『左さ氏し春しゅん秋じゅう』『孫そん子し兵へい法ほう』にも通じれば、公孫を得ずは、天てん佑ゆうを捨てるばかりなりと、丁綝もまた言えば、劉秀は取り敢えず会ってみようと馮異を召し出させる。
  


  
    　
  


  
    その馮異、縛られたまま劉秀の営舎に連れ出され、これで終わりと覚悟した。
  


  
    劉秀は座したる馮異の後ろに回ると、佩はい刀とうで縄を切って曰く「縄で締められていれば、口も緩まず、話も出来ぬ」
  


  
    馮異、答えて曰く「敵将を斯かくも容易に解きしは如何いかん。危あやういとは思われぬか」
  


  
    劉秀曰く「我は甲を纏まとい剣を帯おび、卿は丸腰。逃げるにしても周囲には警護の者が居れば、卿に縄の有無は関係ない故、解きしのみ」
  


  
    馮異、笑いて曰く「百万の軍勢を破りし劉将軍、初めて目通めどおしし者に先ず縄を解いて話そうとは、不思議な方と思いしや、十分に配慮の上で御座ったか」
  


  
    馮異続けて曰く「公孫と何を話そうと言われる」
  


  
    劉秀答えて「何ゆえ父城が落ちぬか、その訳を聞きとうてな」
  


  
    馮異、背筋を伸ばし答えて曰く「国に命ぜられて郡県を保つが吏りであれば、攻められれば守るところとなり、賊が寄せて財物を貪むさぼるならこれを防ぐところとなる。民、それを知れば共に堅く守るなり」
  


  
    劉秀曰く「国が貪るなら、如何」
  


  
    馮異答えて「国が貪り民餓えれば即ち立たんが、父城は餓えず」
  


  
    劉秀曰く「父城餓えずとも、旱害かんがい、霜害そうがい、蝗害こうがい、水害すいがい起こり、国が応ぜず餓える故に諸州で寇盗こうとうは起こり民は立つ」
  


  
    馮異返して曰く「されど、賊兵ぞくへいであれば吏たる者、これを防がねばなりませぬ」
  


  
    劉秀応じて曰く「我の兵に命ずるは、略奪りゃくだつに非ず。卿、それを知るか」
  


  
    馮異答えて曰く「知れども、漢兵、劉将軍のみに非ず」
  


  
    劉秀にこりと笑って曰く「なるほど故に父城、頑かたくなに守りしか。ならば民家に押し入らず壊さず焼かず、木々は伐採ばっさいせず、降る者は殺さず、捕虜ほりょを殺さず、これを守らぬ兵は死罪と、約し触ふれ回ろう」
  


  
    　
  


  
    劉秀、傍らの机に座って、竹簡に書き始める。それが終わるとまた立ちて曰く「さて、次は卿の処遇である」
  


  
    既に腹を決めている馮異曰く「公孫は捕われの身であれば、劉将軍、何なりと好きになさるが良い」
  


  
    劉秀、どう切り出そうか少し考えて曰く「さて困ったものだ、我、捕虜を殺さずと約した故、卿を害せられぬ。それはともかく、既に卿の従兄弟に知ち己きたちが、我に薦すすめよる。馮公孫を得よとな。従兄弟たちの顔を立てて、我の幕僚とならんか、如何」
  


  
    馮異目を丸くして、言葉を失う。一呼吸、二呼吸、劉秀はじっと馮異を見つめる。馮異、真顔に戻ると、狼狽も見せずに額づき、答えて曰く「分かり申した。お言葉、謹んでお受け致します」
  


  
    劉秀、早々に返答が来るので問いて曰く「何故なにゆえ、即座に決められる」
  


  
    馮異、伏ふした顔を上げて返して曰く「昔、管かん仲ちゅうは、元の敵君主であった桓公かんこうに仕つかえることになりました。異、桓公に捕まりし管仲に倣ならおうと欲す。しかしながら、異一人の働きでは大勢に変わりがありませぬ。老母あって城中に御座いますれば、請こい願わくは、帰って五城を以て功と成し徳に報いん」
  


  
    劉秀返して曰く「善し」
  


  
    　
  


  
    馮異が営舎を出るべく立ち上がろうとすると、劉秀思いついて曰く「卿、『左氏春秋』『孫子兵法』に詳しいと聞いたが、どれほど詳しいか、ちと尋ねたい」
  


  
    馮異座り直して問いて曰く「何で御座りましょう。知り得うることなら話せますが」
  


  
    劉秀も馮異の前に座る。馮異、既に我を信じられるか、いやそう仰せられたし、我を放とうとすれば、正にそうなりと思う。それにしても豪胆な。馮異、劉秀が気さくな男な故とは気が至らなかった、やはり器が大きいと劉秀に魅せられた。
  


  
    劉秀曰く「例えば、君主よりも名声の高い将軍がいて、故に君主から命を狙われるとすれば、不幸よの。この将が生き残ろうとすれば如何せん」
  


  
    馮異、誰のことか即座に分かったが、それは言わず、鬚あごひげを扱しごく。目前の人物の鬚を見ているうちに、ついそうしたくなったのである。そして曰く「『左氏春秋』において臣は如何に王を奉たてまつるかを述のべ、『孫子兵法』においては王が将を如何に扱うか述べていても、二書とも臣将の王に対する処世策は述べておりませぬ」
  


  
    馮異、しばし考えて曰く「しかし『孫子兵法』には「戦いを欲せざるゆえ地を画してこれを守ると雖いえども、敵、我と戦うことを得ざるは、その行く所を違たがえればなり」とあります。王、将を疑いしなら、将、疑いの外に位置するに如かず。越えつ王おう句こう践せんが呉ご王おう夫ふ差さに破れ、会かい稽けい山ざんに逃げ込んだ時、自らは呉王の臣下となると約し漸ようやく赦され、その後も甲斐甲斐かいがいしく夫差に使えた故、夫差は句践を疑わなくなりました」
  


  
    劉秀曰く「戦うことを得ざるは、その行く所を違えればなりか。つまり、臣下として下っていることが、その将を生かすことになるか」
  


  
    馮異返して曰く「自らを君子と見立てる者は、君子らしく行動せねばなりますまい。度量を見せねばならぬとあれば、些さ細さいなことには鷹おう揚ように済まそうとします」
  


  
    劉秀、馮異を陣営の外まで送り出し、また営舎に戻ると、筆を執り、先ほどの劉縯への檄に何を書き足そうと考える。しかし、その筆を結局下ろして呟く、我には出来るかも知れぬが、懐ふところの大きさで人を集め、威い徳とくによって慕われる兄には、その度量を売るゆえに出来ぬ相談である。願わくは、杞き憂ゆうであらんことを。
  


  
    　
  


  
    　宛の居城にて皇帝劉玄、漢の諸将を集め会を開き、ここで宛を降した劉縯を賞する。帝、劉縯が宝剣を持っていると聞けば如何なるものかと問う。劉縯、御覧ごらんあれと鞘さやごと差出せば、劉玄、ふむとその金象ぞう嵌がん煌きらめく剣を手にとって眺むれば、繍しゅう衣い御ぎょ史しの申屠しんと建けんは、傍によって玉ぎょく玦けつを掲かかげる。帝、玉玦に気づくもそのまま宝剣を返す。
  


  
    会が終わって、劉縯の舅おじの樊はん宏こう、劉縯に言いて曰く「昔、鴻こう門もんの会で、項こう羽うの謀ぼう臣しん范はん増ぞうは、玦を掲げて項羽に示し、高こう祖そを斬る決断を促うながしたり。今日の建の仕草しぐさは、善からざることでは無きや」
  


  
    范増は玦を以て決を促したが、結局項羽は劉りゅう邦ほうを斬らず、故に劉邦は漢を興して遂には高祖と称された。それを思ったか、劉縯は笑うと相手にしない。
  


  
    一方、李軼が朱鮪に仕えることを知った劉秀は都つ度ど都つ度ど「もはや李軼は信用できませぬ。身辺に御配慮願いたし」と書いてきたが、劉縯はこれも意に介しない。
  


  
    皇帝劉玄もいざ劉縯を殺そうと思えど、実行に移せないのは名分に欠けるためである。正面から逆らってくれれば叛はん臣しんと言って殺せるが、劉縯、あくまで皇帝劉玄の意を汲くむ臣下である。功臣を斬れば、暴虐な主上と見なされ吏民が付いてこない。劉縯もそれは分かって突け入る隙を見せる気はない、逆に皇帝の焦りを楽しむ余裕すらあった。ところが事態は意外な形で動き出した。
  


  
    　
  


  
    南陽劉氏宗族の武将に劉りゅう稷しょくという勇将がいる。屡しばしば敵陣を陥おとしいれ、敵の囲みを潰つぶすゆえ、武勇は全軍に知れ渡っている。この劉稷が宛の北東、昆陽の西に位置する魯ろ陽ようを攻めていた時に、劉玄が帝に立ったと聞いて、劉稷は怒って曰く「本々もともと兵を起こして大事を図りし者は、劉縯兄弟なり。今、劉玄が帝とは何者のつもりなりや」
  


  
    皇帝劉玄の君臣これを聞いて内心忌むが、懐かい柔じゅうするために劉稷に抗こう威い将軍の号を与えようとするものの、劉稷、拝はい命めいすることを肯がえんじない。皇帝劉玄、諸将と共に兵数千を連ねて、劉稷を捕えて誅ちゅうしようとする。
  


  
    これを聞いた劉縯、皇帝劉玄の元に馳はせ参じる。皇帝の下に膝を屈して曰く「臣縯、陛下に進言せんと欲す。今、漢は復興しようと雖も、長安ちょうあんに王莽おうもうあり、依然として天下は新という名の下に在らん。陛下に於おかれましては、逆賊ぎゃくぞく王莽を破る驍将ぎょうしょうが不可欠なり。ここなる劉稷、何をも恐れませぬ、畏おそれ多くも陛下の威信までも。陛下もそれを知って威に抗あらがうの号を賜たまわろうと欲せり。よってこれを使えば、王莽の先鋭如何なると雖も畏れず、これを破らざる事無く、漢兵の至らざる所無し」
  


  
    ふむと考える皇帝劉玄の傍かたわらには寵ちょう臣しんが何人もいる、その一人、剛の者と知れる朱鮪の後ろには李軼が傅かしずく。その李軼が朱鮪に吹き込む、皇帝陛下の威信を畏れぬと言うことは、皇帝陛下を撃てるということで御座いますなと。朱鮪は頷うなずく。素直に劉縯が皇帝の地位を譲ゆずったとは思えぬと、常日頃疑心を懐いだく男である。
  


  
    朱鮪、席を起つと劉縯の隣に跪ひざまずいて曰く「臣鮪、申し上げます。陛下の威信を畏れぬだけは許してはなりませぬ。今許しても、これを禍根かこんとして逆賊となりましょう。これをして陛下を亡き者にしようとする輩が出ないとは限りませぬ」
  


  
    朱鮪、本来は劉稷のみの処遇伺うかがいを、外に広げた。言外に、劉縯は劉稷をして陛下を亡き者にしようと欲すと仄ほのめかす。
  


  
    劉縯、そんな積もりは端はなから無い。されど劉稷を廻めぐって勇将であれば命だけは救おうと頑かたくなに劉玄を諫いさめ、諸将と争う。そして劉玄は前に劉縯を斬ろうとした皇帝であれば、次第に苛立いらだちが募ってくる。劉玄の不快な顔色を覗うかがい見た李軼と朱鮪、これを好機と判ずる。
  


  
    朱鮪は再度曰く「陛下に楯突たてつくは逆賊なり。逆賊を救おうとすれば天下に示しが付かず、皇帝の威厳いげんを損なうところなり」
  


  
    李軼もまた朱鮪の後ろに跪いて曰く「臣軼、申し上げます。逆賊が郎党を為し、今陛下が英断されずんば、即ち王莽を下す前に野に首を晒さらす所となりぬ」
  


  
    劉玄、何を置いても自分の命が可愛い。心を動かされたはその一点であった。劉縯も併あわせて捕えさせる。劉縯、舅樊宏、弟劉秀が案じていたことはこれかと思うが、打つべき策を打っていなかった。臍ほぞを噛かむが全てが遅すぎた。最早、口からはくぐもった唸うなりしか出ない。皇帝劉玄、逆将の劉縯・劉稷を捕えたその日、即座に誅殺ちゅうさつを命ずる。南陽にこの人有りと言われ、王莽に一番恐れられた劉縯、その勇名・器量ゆえ、味方に斬られることになった。
  


  
    目の上の瘤こぶが取れて、ほっとした皇帝劉玄、考えていなかったことを問われて、暫しばらく考える。そして後任の大司徒にはと口に出して、信頼できる従兄弟である光こう禄ろく勲くん劉りゅう賜しを当てる。
  


  
    　
  


  
    父城に帰った馮異は、県令苗びょう萌ぼうに言いて曰く「今、諸将は勇敢な壮士から身を起こしたるゆえ多くは横暴なり。しかるに独り劉将軍が至る所略奪を行わず。言動所作しょさを見るに常人には非ざるなり。身を帰すべし」
  


  
    苗萌、息を吸いて止め、それを吐いて曰く「死生を共にしよう。謹つつしんで汝の計に従おう」
  


  
    父城は劉秀に降ることを決し、馮異・苗萌、劉秀が攻める時を待つ。しかし数日たっても劉秀の軍は現れない。現れたと思いきや、漢兵ではあるが劉秀の軍では無かった。馮異・苗萌、劉秀が来ない以上、守り切ろうと欲す。一体、劉秀の身に何があったかと、馮異考えれば、皇帝劉玄に思い至る。我、この人を主としようとしたが、もしや害されたか。しかし今の馮異には待つことしか出来なかった。
  


  
    当の劉秀は数名の配下のみ連れて馬で駆けて、宛城に入ろうとしていた。李通から劉縯が皇帝劉玄に殺害されたと仔細を書いた密書が届き、李通は逃げよと告げていたが、劉秀は別の算段を立て、宛に走ったのである。
  


  
    その時、皇帝劉玄は側近と、劉秀をどうしようかと評ひょう定じょうしていた。軍を握っている勇将である。扱うのは頗すこぶる難しい。騙だまして誘おびき寄せる。何で釣れば良いのだ、劉縯を殺しているのに誘いに乗る筈が無い。では誰か刺客を向かわせるか。諸将、李軼に目が行くが、李軼、劉縯を殺す上奏は我と朱鮪殿で成した故、劉秀は我を信じないでしょうと答える。劉縯の屋敷を押さえ、劉縯宛の書を検めて、劉秀が都度都度李軼に言及していることを知っている諸将は苦虫を噛かみ潰つぶした顔になる。やはり討伐軍を編成して直接倒すしかないか。では何と名目を付けると問う声あり。諸将名案が浮かばぬ。それに、百万の兵を破る将であれば、誰が撃てるというのか、口にこそ出さないが、皆みなそれを恐れる。
  


  
    その評定の最中、劉秀が皇帝にお目通めどおり願いたいと現れたのである。願ったり叶かなったりと、皇帝劉玄は兵を隠した部屋に劉秀を呼び寄せる。劉秀、部屋の前で皇帝に会うのではと帯の剣を抜いて、配下の兵に預ければ、武器を取り上げようと構えていた皇帝劉玄の将は絶句し、劉秀に案内頂けるのですかと尋ねられ、漸ようやくこれを引き連れて部屋に入る。劉秀を前にして、劉玄は考えが纏まとまらない。手を振れば兵が一斉に劉秀を殺しに飛び出すのだが、そもそも何故殺されに来るのかが分からない。劉秀、皇帝の前に額づいて、声を待つ。
  


  
    皇帝劉玄、自分が話さなければ劉秀が話せないことを漸く悟って曰く「太たい常じょう、昆陽の戦い見事であった。その報告なら些いささか遅いようだが、如何なる用か」
  


  
    劉秀返して曰く「劉りゅう文ぶん叔しゅく、兄大司徒伯はく升しょうの不始末を詫わびに参りました」
  


  
    皇帝、驚いて曰く「不始末とな」
  


  
    劉秀、泣きそうな声で曰く「左様、兄に不始末無作法なければ、誅される筈はなし。兄の落ち度、この劉文叔、深くお詫び申し上げます」
  


  
    恥じ入るのは皇帝劉玄である。元より劉縯に不始末はない。劉稷が号を受け入れず、それを救おうとする劉縯が目障めざわりであるため、これを口実に殺したのである。劉玄、劉縯ほどの度量も勇気も決断力も、また賢さかしき知恵もないが、人当たりは悪くない、いやお人好しと言っても良い。恥も知っている。そこに生じた心の虚を突かれた。
  


  
    劉秀は猶なおも詫び続け、皇帝劉玄は手を上げれば劉秀を殺せることも忘れて曰く「分かった。もう良い。卿には追って沙汰さたを下す。しばらく待て」と下がらせる。隠れていた諸将に愚痴られるが、恥を覚えた劉玄は放心気味に、自らの出端でばなを挫くじかれたことにも気づかないままであった。
  


  
    　
  


  
    皇帝劉玄が劉秀に気を許しても、その配下は気を許さず、皇帝に諌言し監視を続けさせ、機を見て殺あやめようと欲す。ここで動いたのは、意外にも劉りゅう伯はく姫きである。既に鄧とう晨しんの妻であった次姉元げんに次兄仲ちゅうを小しょう長ちょう安あんに失い、今復また長兄縯が殺された。最も仲の良い末兄である秀の命が風前の灯ともしびである。女の身であれば、外に出歩くことも難しい。残る長姉、騎き都と尉いの胡こ珍ちんに嫁ぎし黄こうに聞いたとて、伯姫同様どうして良いか分からない。叔父の劉りゅう良りょうに当ってみても、智恵無くば首を振るのみ。
  


  
    けれど伯姫には救わねばという思いが、数少ない伝手つてを当たらせる。まず、女の一番の伝手は女である。そこで宗族である大将軍興こう徳とく侯劉りゅう嘉かの新妻に会いに行く。劉嘉の妻子も小長安で害を受け、新たに娶めとったのが来らい氏であるが、この来氏、秀・伯姫の大おお伯母おばの娘である。来氏の兄来らい歙きゅうは劉秀と非常に仲が良く、よってその縁で伯姫も来氏とは仲が良かった。しかし、来氏にしても劉嘉にしても劉秀を救える算段は思いつかない。そこで伯姫、来氏が口にした来歙から聞いたという人物、陰いん麗れい華かの屋敷を訪う。陰麗華、劉秀の許婚者いいなずけである。それゆえ伯姫は会ったことがある、いや伯姫自身が劉秀に陰麗華は麗人なりと伝えたのである。当然、兄自身は未だ会わせて貰らえていない。
  


  
    麗華は兄の偏将軍陰いん識しきと共に会うという。用件はもちろん劉秀を救わんがこと。未婚の女性が来たというので陰識は気を利かせ、簾すだれを間に垂たらせた。向うに陰識が座し、手前に麗華が座す。麗華は十九歳という。二十も半ばの女盛りの伯姫から見れば、まだまだ小娘である。しかし、おっとりとした風情で品が良く、優雅というのが実に似合う所作を見せる。数年前は当に子供の顔として綺麗であったが、丸みが取れて更に美しくなったと伯姫は思った。しかし嫁に入る娘を値踏ねぶみするために来たのではないので、用件に入る。長兄劉縯が殺され、劉秀も皇帝劉玄に監視されて危ういことを告げ、何とか劉秀を救う手立ては無いかと尋ねる。小娘に、まだ結婚もしておらず尚更なおさら会ったことも無い男のことを話すのは心が痛むが、伯姫には一つ一つ当たるしかない。
  


  
    麗華が考えている間に、陰識が話し始める、曰く「劉公は実に残念である。ご存知ぞんじであろうが、我は劉公が立ったと聞いて長安を発たちて、新野しんやで子弟一族郎党挙げて漢の御旗みはたの下に集つどいました。劉公と生死を共にするつもりでありました。劉公が殺されたと聞いて心に穴が空き、我は何としようと悩んでおり申す。ここは何としても文叔殿、秀殿を救わねばなりませぬ」
  


  
    昂たかぶりすぎた声に気づいて、それを抑えて陰識は続ける、曰く「しかし、如何いかにすれば良いものか見当も付きませぬ」
  


  
    一方、麗華は当惑していた。許婚者とされていた男が殺されるという。どのような男か噂でしか聞いたことが無い。噂は、眉び目もく秀しゅう麗れい、美髯びぜんの優しい男だ、けれど兄劉縯のようにもっと気風きっぷが良くても良いのにというのに終始していた。無論、昆陽の戦いで百万の軍勢を破った話も聞いていた。しかしそれでは何の印象も麗華には与えなかった。麗華は優しかった父、七つの時に早世した陰いん陸りくのような人物を想像した。
  


  
    ほろりと麗華の目から涙がこぼれ、口からは悲しみがこぼれる「何もしなければ秀様は、殺されてしまうのですね。麗華を娶ることも無く」
  


  
    陰識、立ち上がると簾を上げて、きっと陰麗華を睨にらむ。しかし次の瞬間、それが緩むと、簾を下ろして座り直して、穏やかに話し出す、曰く「劉氏、一つ妙案が御座います。麗華、文叔殿に娶られたいか」
  


  
    麗華答えて曰く「はい」
  


  
    劉伯姫にも陰識の狙いが分かった。しかし麗華はその妙案が分からぬようであった。
  


  
    陰識続けて曰く「それには、文叔殿を説とく者が必要です。この年下の次じ伯はくでは説き切れぬ。文叔殿の身を案じ、文叔殿が逆らい辛く、更には弁の立つ御仁ごじん」
  


  
    表立つことは無いものの、劉秀の身を案じる者は陰識を始め大勢いる。まだ若い劉秀が逆らい辛い者も大勢いる。それに加えて弁の立つ人物、これが難しい。計が計だけに劉秀に有無を言わさぬ人物が欲しい。
  


  
    悩んだ末、陰識曰く「一人、おり申す。しかし、文叔殿に味方してくれるかどうか」
  


  
    それはとの伯姫に問いに、陰識、返して曰く「柱ちゅう国こく大将軍輔漢ほかん侯なり」
  


  
    　
  


  
    陰識は、どうしても同道するという劉伯姫のために、陰麗華に手伝わせて男装させ、面めん衣いを被かぶらせると車の傍かたわらに乗せる。よいですか、道中口を開くのは我のみと言い含める。劉伯姫は頷くのみ。車は二人を乗せて先ずは目的の場所を通り過ぎ、少し離れて引き返し、誰もつけていないことを確認して、その屋敷に至る。
  


  
    　
  


  
    屋敷の主は陰識が共を連れて来たのに応じて会おうという。不機嫌な顔で迎えた主に対して陰識が尋ねて曰く「柱国大将軍、如何がされました｣
  


  
    李通りつう答えて曰く「消疾しょうしつよ、時々きりきりと頭が痛むのだ。劉公が亡くなり、劉将軍が宛に現れる。それを考えれば、痛くて仕方ない｣
  


  
    陰識曰く「大将軍は劉将軍に生きて貰いたいのでしょうか」
  


  
    李通答えて曰く「劉将軍の生死は帝の意のまま。残念ながら、我の手に負えぬ」
  


  
    陰識、膝を詰めて曰く「では、劉将軍を見殺しにするしかないと」
  


  
    李通、歯切れ悪く答えて曰く「そうではないが、妙案がない。それを考え込めば頭が痛くなる」
  


  
    ここで堪たまらず伯姫が叫びて、曰く「常々つねづね、劉氏復また興り、李氏は輔たすけと成らんと、口にされるのにいざとなると何も助けて下さらないのですね。御ご従兄弟いとこ様に至っては、兄上をお殺しになる」
  


  
    李通、座り直すと、しばし面衣を見つめて曰く「そちらは劉氏、妹殿の方、劉伯姫殿であったか。ならば間者と心配することもあるまい」
  


  
    伯姫、面衣を取ると改めて額ぬかづく。
  


  
    李通曰く「実は、劉将軍には劉公が殺害されて、次は劉将軍でしょうからお逃げ下さいと密書を送った。しかるに劉将軍、逆に宛に現れもうした。逃げた方が良かったか、帝に詫びるという先手を取ったのが良かったかは分からぬが、依然として危中なり」
  


  
    陰識、そこでこの手は如何であろうかと耳打ちすると、最初ぎょっとした李通も、ふむと肯うなずき、あざといがこれに勝る手は無いかもと言いながら、その障害となる点を指摘しようとして手を止める。
  


  
    陰識頷うなずいて答えて、障害となるのは文叔殿のみと、李通に助力を願う。
  


  
    李通、ならば喜んで手を貸そうと陰識に言う。
  


  
    　
  


  
    陰識は再び劉伯姫を車の傍らに乗せて、李通の屋敷を出ると、また回り道して自分の屋敷に戻る。陰識の車が出てしばらく後、李通が車を出して、陰識同様に回り道して陰識の屋敷に入る。李通、御者にここで待つように言うと、陰識に御者をさせ、その隣に座す。
  


  
    伯姫、李通の車に乗り換えた陰識と李通に、何卒なにとぞ兄上を頼みますと深く一礼し、車が行過ぎてもしばしそのままであった。
  


  
    李通、陰識に車を任せながら尋ねる、曰く「次伯殿、劉氏にはまだ嫁ぎ先有らざるか」
  


  
    陰識答えて曰く「左様に聞きますが。惚ほれなされたか」
  


  
    李通曰く「馬鹿を言うな。いや馬鹿を言うはこれからなり。陰将軍よ、この李次元じげんを助けたまえ」
  


  
    陰識返して曰く「承知しょうちなり」
  


  
    車はまたも迂回して、劉秀の屋敷に向かう。
  


  
    　
  


  
    宛に戻り、取り敢えず帝から解放された劉秀であるが、司徒に属する官吏はこれを迎え弔辞ちょうじを述べる。劉秀、私語を交えるを憚はばかり、自身の不徳の成すところと畏かしこまる。自らは昆陽の功を決して誇ほこらず、また劉縯のために喪もに服さず、飲食談笑すること平時と変らず。
  


  
    しかし、劉秀、仮宮かぐうから帰ると、自室で力が抜けたかのように座り込んだ。劉縯を失ったという実感が増す度に挫くじけそうになる。劉縯、劉氏は再び興り、王莽に簒奪さんだつされた朝を取り戻そうと、劉秀ら一族を鼓舞こぶしてきた。劉秀に取っても旗頭はたがしらである。それが失われた。李通は「劉氏復た興り、李氏は輔と成らん」と言ったが、劉縯は殺され、それを謀ったのは李軼である。劉氏とは劉玄で李氏とは李軼か。表では何事もなかったように振舞うが、これも辛い。やはり李通の言う通り逃げるべきであったか。そんな思いに耽ふける所に使いが参って、柱国大将軍李通に偏将軍陰識が会おうと欲されていますと伝える。やれやれと、劉秀、気を引き締めて立ち上がると、二将を出迎える。
  


  
    　
  


  
    大将軍李通が上座、偏将軍陰識が下座に座っていれば、劉秀は陰識の隣に座し話を聞こうとする。
  


  
    劉秀曰く「李大将軍に陰将軍、二人お揃いとは一体何用で御座いますか」
  


  
    李通答えて曰く「大層な呼び合いする中では御座るまい、文叔殿。帝に御尊兄のことで謝罪しゃざいに参られたのは、まことなりか」
  


  
    劉秀答えて、曰く「まことなり、帝の威光いこうに逆らうは罪であれば、兄は誅ちゅうされました」
  


  
    陰識が膝の向きを変えるを見て、李通、手でそれを制して、曰く「逆臣ぎゃくしんゆえ、喪も取らないと言われるも、まことでありましょうか」
  


  
    劉秀、真顔で答えて曰く「如何いかにも。宴席にも出れば、こうして来客にも応じております」
  


  
    ふむと頷き李通曰く「では、娶るも可なりか」
  


  
    劉秀驚いて返して曰く「娶る、誰が娶る」
  


  
    李通にやりとし、陰識もその笑みを見て口許くちもとを弛ゆるめれば、劉秀、気づいて問いて曰く「我が娶ると」
  


  
    ここで陰識が口を挟んで曰く「我が妹は文叔殿の許婚者、これを娶りたまえ」
  


  
    劉秀、言葉を返そうとすれど途中で途切れ、そして李通・陰識の目をじっと見る。
  


  
    李通声に出して笑い、陰識を指して、曰く「これ次伯殿が持ってきた話なり。喪に伏さぬであれば、可なり」
  


  
    劉秀、これには参った。されど、兄者に相談せねばと言おうとするも、途中で絶句した。兄劉縯はこの世にはいない。しかししかしと苦渋くじゅうする劉秀を見ていて、李通も陰識も真面目まじめに説得するつもりであったが、なんだか無性むしょうに可笑おかしくなってきた。
  


  
    陰識、ごほんと咳せきをすると曰く「文叔殿、京師みやこで耳にしましたぞ、「仕官しては当に執しつ金きん吾ごと成るべく、妻を娶っては当に陰麗華を得べし」」
  


  
    劉秀、当惑して問いて曰く「誰に聞かれたか」
  


  
    李通・陰識、笑みを浮かべこそ答えず。
  


  
    劉秀、長ちょう安あんでそういう話をした人物を思い出すが、数人に上る。
  


  
    李通曰く「娶ろうと欲せざるか。何故に娶らざる」
  


  
    陰識曰く「文叔殿は喪中に非ず、麗華を娶りたい意なり、ついでに言えば麗華もそれを望んでおりますれば、何の不都合が御座いましょう」
  


  
    劉秀、ついに折れて曰く「我、我、娶らんと欲す」
  


  
    　
  


  
    劉秀の屋敷から出てきた車に乗った二人の男は、笑みを浮かべ、時折笑いながら、車を進ませる
  


  
    李通、笑むのを止めて曰く「劉公が亡くなりしというに、慎つつしみ無かりしか」
  


  
    陰識曰く「喪は非ざらん」
  


  
    陰識、李通に聞かせるでもなく自身に言い聞かせるように曰く「『礼記らいき』を読みまするに、哭ないて身を震わせて悲しみを表すのが死者に対する礼。畢竟ひっきょう、喪は死者の為に悲しみ、それを専もっぱらとすることを言うとか。よって喪に伏せば、他のことが出来ませぬ。他のことが出来るなら･･･」
  


  
    李通、車を御す陰識に顔を向けて曰く「左様、喪は非ざらん。しかし、如何様にして、思いつかれた」
  


  
    陰識返して曰く「娶る、娶らないは妹が言い出したことで御座います。嫁ぎ先の親族が死んだというのに婚礼なぞできるかと怒鳴ろうとし、思いついたので御座います。父が亡くなって以来、麗華の嫁ぐを許すのは長兄たる私めで御座いますゆえ」
  


  
    そのまま陰識が回り道して屋敷に帰ろうとすると、李通が回るなら、もう一箇所回らねばならぬところがあると言う。
  


  
    陰識、それが誰か気づいて言う、曰く「我と同じ字なる人か」
  


  
    李通答えて「左様、文叔殿の親とも言える人ぞ。卿の言った通り、若もし劉公が生きていらっしゃれば、文叔殿の婚礼には劉公の御ご承しょう諾だくが必要であったが、今やその必要は無い。だからと言って、劉りゅう次じ伯はく殿を蔑ないがしろにする訳にも行くまい」
  


  
    よって車は国こく三さん老ろう劉良の屋敷に向かう。
  


  
    李通、劉良の甥である劉秀について、救うには如何なる術すべがあるか尋ね、劉良、何も無いと言えば、こうすればどうかと話し、了承を得ようとする。李通とは異なり、劉良は良識人である。よって散々悩むが、李通に、では劉秀殿が喪に服そうと言うは方便かと詰め寄られ、遂には我が子同様な劉秀を思い「諾だく」と答える。
  


  
    回り道の末、陰識が漸ようやく自分の屋敷に戻ると、劉伯姫と陰麗華が待ち兼ねていることを知らされる。陰識の後に、我も報じようと李通も続く。
  


  
    李通と陰識が座し、事の次第を話すと、簾の向こうで、劉伯姫は深く額づいて、曰く「この度は、李大将軍にお世話になりました。陰将軍にも陰麗華様にも、伯姫一命にも代えがたく思います」
  


  
    隣から陰麗華曰く「麗華、嫁かしたれば、劉氏も同じ、礼には及びませぬ」
  


  
    陰識曰く「我、劉公を失いたれば、闇夜に置かれたような気がしましたが、今仄かに光明が見えた思いです。これも伯姫殿が我が屋敷を訪おとないし故。識と麗華が感謝すべきは、伯姫殿と柱国大将軍でありましょう」
  


  
    李通も口を出して曰く「この次元、文叔殿を如何せんと思い悩んでいたが、その妙案は次伯殿から出れば、感謝するは次元なり」
  


  
    李通続けて曰く「しかし、これは一刻を凌しのぐのみ。文叔殿は陛下の掌中にあれば、くれぐれも用心せねばなるまい。我ら、このことを他言すまいぞ。言えば、文叔殿の命が危うく、我らの命も危うい。我らは陛下の忠臣であり、そのように動くのだ。今回の件は、良縁を実に変えたのみ。聞かれれば、そう答えよ」
  


  
    陰識ら伏して答えて曰く「御意」
  


  
    良縁かと陰識は思う。宛、小長安で縁者・係累を無くした、李通にも縁があればと思い、二十を遠に過ぎた劉伯姫にも縁があればと思う。
  


  
    　
  


  
    更始元年六月、某日。その日も盛夏であった。朝から日差しは強く、その日差しの中で、劉秀は胸を高鳴らせて待っていたが、はて、このような経験をついぞしたような気がすると眉を顰ひそめる。考えること刹那せつな、昆陽で王邑おうゆうの軍の動きが報じられるのを待っていた時である。婚礼も戦いくさも同じかと、ふふふと笑えば、花婿がにたにた笑っていると声がする。
  


  
    劉秀、顔を引き締めて待てば、漸く、一行がやってくる。初めて見る顔である、妹伯姫が言うには名の如く麗人と言うが、劉秀、自分以外の人の目が観るものが、自分と同じとは限らないと十分に分かる程には歳は食っている。しかし、花嫁を見たその途端、劉秀、自分の妻に為るべき女とも思わず、見とれた。戦では冷静だった男が一瞬、我を忘れた。陰麗華の目は、慕したいし男に添い遂げる思いの、清楚せいそで強い、しかも甘い眼差まなざしであった。美女と謳うたわれる女の、飾ることを意識せず、ただ思い人のみに向けられた眼差し。今日、初めて見る男にも関らず、その男に与える、恋人を千年待ったかのような笑みを浮かべた眼差し。男を殺すには、これ以上無いものだった。凍りついたかのような劉秀を、劉良が促うながして漸ようやく式は進む。劉秀にとって夢の如く時は過ぎる。こうして劉秀、陰麗華を宛の当成里とうせいりに納いれる。
  


  
    　
  


  
    まるで腑抜ふぬけの様で御座った、と劉秀の婚礼の様を聞いて、皇帝劉玄はもとより、疑い深き朱しゅ鮪いを除き、殆どの帝臣、劉秀の喪に服さざるは真なりと思う。
  


  
    帝、側近のみと語るに、諸将、兄の死にも関らず娶るとは、よほどの小人物、昆陽で百万の軍勢を破ったのは、これこそ嘘ではあるまいか、いや昆陽で勝ったのは実であれば、劉公が罪を成し縁を絶えたと心底思う故の行いなり、いや文叔、実は兄伯升を厭いとっていれば、存外陛下が伯升を殺したのを喜んでいるのでは、と様々に言う。
  


  
    ここで李軼、帝の前に進み出て曰く「臣軼申し上げます。今、劉将軍、喪に服さず、これは真なり。故に劉公の死を名分として、仇を討とうと叛旗はんきを翻ひるがえすは不可なり」と、李通の屋敷に行った時に李通が言うままを、さも自分が思いついたかのように言う。
  


  
    確かに、喪に服そうとしない劉秀が劉縯の弔とむらいに兵を起こそうとすれば矛盾する。故に将兵が集まる道理無しと、諸将肯うなずき、そこで劉秀への沙汰さたは結局、功に応じたものと替わる。皇帝劉玄、劉秀を拝して破は虜りょ大将軍と為し、武ぶ信しん侯に封じる。
  


  
    　
  


  
    男は目を開け、口を開いて曰く「然れども、その時、実際に起ったことは、史書からは読み取れぬ」
  


  
    男が劉秀の周囲で起ったことと想念そうねんしたことは、或いは推理を逸脱いつだつした単なる絵空事。「しかし」と男は口にして曰く「何らかの秘められた謀はかりごとがそこにあったことは事実。史家が苦心して埋めし事実が顕あらわとなれば、それを整合すべき逸話いつわが無ければ、歴史は欠片かけらでしかない」
  


  
    男は考える。或いは劉秀自身が陰麗華を娶る工作を為したか。史書から窺うかがうに、そこまでの策謀家には見えぬ。決して清廉潔白せいれんけっぱくな男では無く、史書は取り繕つくろっているのを垣間かいま見せる。しかし、他に史書から読める人物像は、どろどろとした陰謀からは遠く、せいぜい策略を駆使するは兵法家としてである。尤もっともそれにしても史家は十分に記述しているわけではない。
  


  
    　瞑目し、じっと居座ること久しく、男は立ち上がり、机を見渡し、これだけは始末せねばと、七枚の竹簡を手挟たばさみて部屋を出る。すっかり日は昇っていた。
  


  
    　長安ちょうあん
  


  
    　
  


  
    屋敷に引ひき籠こもっていても用事は幾つも有る。それを終えた男は再び机に向かう。筆を執とろうとして、宛えんの文字を見てそれを止める。そして傍かたわらの書物を審つまびらき、その書を開いたまま別の竹簡ちくかんを広げる。思わず笑い声が出る、曰く「またもぴたりと月が一月進んでいる」と、傍らの一枚の竹簡を手に取る。そこには「三月辛巳しんしに非ず、二月辛巳しんしなり、丁度一月合わず」とある。
  


  
    男は巻物を見て曰く「十月戊ぼ申しん朔さくとあるが、この年号の十月に戊申は無く、代わりに九月戊申朔が在る。よって正しくは、九月戊申朔なり」
  


  
    正しいというのは、後の王朝の言い分である。それに前の王朝を弁護するものは居おらね。男はにやりと笑うと再び考え始め、徐おもむろに筆を執ると二文字を竹簡に書き加える。
  


  
    　
  


  
    　劉りゅう秀しゅう、宛で妻を得ても逼塞ひっそくすれば歴史のうねりの中にしばし沈む。されば、その間の三月にも様々なことが起こるが、劉秀が関与することはない。先ず新しんの皇帝王莽おうもうの朝廷であるが、王邑おうゆうの軍が昆こん陽ようで敗れたことにより、急速に瓦が解かいする。王莽は相変わらず自分を称たたえ、皇帝に立った劉りゅう玄げんでなく、既に謀殺されたことを知らずに漢かん軍の総大将と目される劉縯りゅうえんの悪評となるよう、捕虜に漢兵は大殺戮だいさつりくを為していると告白させると云った小細工を為すが、もはやそれを信じるものはいない。
  


  
    その一方、東南の宛での劉氏一族の復興が成ると見た一派は、王莽への謀む反ほんを企くわだてる。事の起こりは衛えい将軍王おう渉しょうが、その養いたる西せい門もん君くん恵けい、天文・図讖としんに明るき道士に、星が宮室を掠かすめ劉氏は復興するに相違そういなく、既に国こく師し公の名はそれを示そう、と告げられた所からである。昔、哀あい帝の建けん平ぺい元年、今の国師と成った劉りゅう歆きんは図讖に復興する劉氏の名を見つけて、それに改名した、劉秀と。西門君恵はそれを以て劉氏の復興あらんと言う。
  


  
    王渉はそれを信じ大だい司し馬ば董とう忠ちゅうに語り、二人は国こく師し殿でん中の伝でん舎しゃに赴おもむき、劉歆と星の運行について語り合う。劉歆、しかし二人と噛かみ合わない。猶なおも王渉一人そこに住まい、劉歆に涙を流して訴える。劉歆は星が示すは東方の成じょう就じゅと言い、対して王渉説とくに、董忠は中軍の精鋭を司つかさどり、自らは宮きゅう衛えいを預かり、劉歆の長子伊休いきゅう侯劉りゅう畳ちょうは殿中を取り締まる立場であれば、心を一つに謀はかりごとを合わせれば、王莽を捕えて南陽なんよう劉氏に突き出すことが出来、宗族は安あん泰たい、族ぞく滅めつは防げると説得する。劉歆、長子の劉畳は王莽に愛されているとは雖いえども、既に他の三子は王莽に殺され恨うらみは募つのっていた。またここで決意しなければ更なる禍わざわいが訪れようと、王渉・董忠と事を行おうと決意する。
  


  
    六月半ば、事は漏れて一派は問もん責せきされる。董忠、兵を司っている司し中ちゅう大たい贅ぜいの孫そん伋きゅうに謀はかったが、家に帰った孫伋、顔色が変わって物も食えず、妻が問いて孫伋は仔細を語った。その妻が弟の陳ちん邯かんに告げたのが、王莽まで伝わったのである。王莽は個別に使者を遣やってこれを召めす。大司馬董忠は王莽の使者が来た時、兵の鍛たん錬れんに立ち会っていた。護ご軍ぐん王おう咸かんは、事が露ろ呈ていしたのでありましょう、使者を斬り、兵を宮中に送るべしと言うも、董忠聴き入れず、劉歆・王渉と宮中の入り口で出で遭あい機会を逃がしたことを漸く悟る。
  


  
    三人は王莽の問責に耐えずして屈くっ服ぷくする。その護送中に董忠は自刃しようと剣を抜くが、叛乱と見られて周囲の宦かん官がんから斬られ、その間に王渉・劉歆は自殺する。道士の西門恵君、引き立てられるも、衆しゅう民みんの前に引き出され、時に劉秀は真の汝の主と言い放って殺される。ただ劉畳は勤勉正直であったので劉歆よりことを知らされず、役職を免じられただけで済すんだ。骨肉の旧臣に裏切られた王莽は恥じて誅ちゅうを隠す。
  


  
    王莽、相談できる相手がいないため、洛らく陽ようの大だい司し空くう王おう邑ゆうに、敗れたる罪を問うことはない、公も言うなと含めさせて呼び返し、これを大だい司し馬ばと為し、空いた大司徒、大司空、国師、衛将軍にそれぞれ、大だい長ちょう秋しゅう張ちょう邯かん、説符せっぷ侯崔さい発はつ、司し中ちゅう寿じゅ容よう苗びょう訢きん、同どう説えつ侯王おう林りん、を新たに当てがう。抜けた洛陽の守備は太たい師し王おう匡きょう・国こく将しょう哀あい章しょうに任せる。しかし、政策を変えるわけでなく、王莽の行うことは相変わらず呪じゅ法ほうめいたことばかりである。
  


  
    　
  


  
    次に昆陽の戦いの帰き結けつによって、勝てる見込みが得られた地方豪族が蜂ほう起きした。その一例は隗かい囂ごう、字は季き孟もうである。名士であり王莽の朝廷にいたが、王莽が南陽の漢族以外に赦しゃ免めんを与えようとする時の七十二使者の一人となる。隗囂、それを機会に地方に長く留まり様子を窺うかがい、国師劉歆が誅されたと聞いて逃亡し故郷に戻った。その天てん水すい郡成せい紀き県で、隗囂の末の叔父隗かい催さい、その兄隗かい義ぎらが漢に応じようとする。隗囂は一族に危険が及ぶと、これを止めたが聞き入れられず、隗催・隗義は天水郡の太守李り育いくを殺す。その反はん旗きの旗頭はたがしらに隗囂は祭り上げられ、我が意を聞くならと、これを呑のむ。
  


  
    隗囂が立つや、軍ぐん師しとして平へい陵りょうの人、方ほう望ぼうを招しょう聘へいし、この言に沿い、漢に附つく事を鮮明にする。すなわち漢の祖そ廟びょうを立て、これを祀まつって曰く「我が同盟三十一将、十六姓、天道を受け、劉氏一族を興し輔たすけん。若し不埒ふらちな考えを抱けば神しん明めいこれを殺せ。高祖、文皇、武皇は、その者の命を奪い、その一族は兵難を受け、族類は滅亡すべし」と血けつ盟めいを結ぶ。
  


  
    七月、年号を独自に漢かん復ふく元年とし、その二十一日己き巳し、隗囂は反王莽の檄げきを飛ばす。王莽を非難するに、平へい帝の毒殺、帝位の簒さん奪だつ、瑞ずい祥しょう図と讖しんの類たぐいの捏ねつ造ぞう、よって衆庶を惑まどわし誑たぶらかすと、その悪行を陳のべるに竹ちく簡かんの元となる竹が幾ら有っても足りぬが、あらまし大略を挙げて諭さとそうと次の如ごとく言う。道理と知られていることを無視し、史書から自らの都つ合ごうの良いものを拾って文を飾ると言う。田圃でんぽは私有として売買が許されていたがこれを禁じ、山さん沢たくを囲い込んで禁きん猟りょうと為し、九代の祖先の廟びょうを立て土木事業を窮きわめると言う。仁義に悖もとった者を任用し、姦かん佞ねいを信用し、まごころある正しき者を誅ちゅう殺さつし、物事を公正に見ず一方的に繰り返し調べると言う。権で以て冤えん罪ざいを為し、酷むごき刑罰を為し、政令は日毎ごとに変え、官名は月毎に変え、貨幣は年毎に変え、吏り民みんは撹こう乱らんして何に従えば良いかを知らず、商人は市場で泣き叫ぶと言う。税を増す政策を為して万民を刻きざみ剥はぐも、自らは厚く養い、賄わい賂ろが流行はやって、財は権ごん者しゃに入り、民を害すのみ、炭と銅を持つものは銅銭を私し鋳ちゅうする者として、財産を没収され、奴ぬ婢ひにされる。労ろう役えき囚しゅう人じんは数十万、職人は餓死し死臭が長安を覆おおうと言う。中華を乱し、東西南北四境は反し、討って出ては、刑罰、飢き饉きん、疫病にて兵は死に絶えると言う。その後に王莽の衰すい亡ぼうを述べ、漢制度への復帰を説く。檄を発した隗囂ら、兵十万を整え雍よう州牧ぼく陳ちん慶けいを殺し、王氏宗族の安あん定てい太守王おう旬じゅんが説得に応じぬ故、捕えて殺した。
  


  
    　
  


  
    南陽の人宗そう成せいは自ら虎こ牙が将軍と称して漢中を攻略し、商しょうの人王おう岑しんもまた広こう漢かん郡雒らく県に兵を起こして自ら定てい漢かん将軍と称し、王莽の益えき州牧ぼく宋そう遵じゅんを殺して宗成に応じる。衆は数万人。能のう吏りと名を馳はせる蜀しょく郡太守公こう孫そん述じゅつ、字は子し陽よう、これを聞いて使いを遣つかわし、成せい都とに宗成・王岑を召めす。しかるに、宗成・王岑、成都に到るや横暴を働き掠りゃく奪だつに走る。
  


  
    公孫述、これを憎んで県中の豪ごう傑けつを召して曰く「天下は皆な同じく新室に苦しみ、劉氏を慕したうこと久し。故に漢の将軍到ると聞き、馳せて道路に迎えさせる。今、万民は罪無きにも、妻子は繋つながれ捕われ、家屋は焼かれる。これは寇賊こうぞくにして、義兵には非あらざるなり。我は郡を保って自ら守り、真の主を待とうと欲す。諸しょ卿けいのうち、力を合そうと欲する者は即すなわち留まれ。欲せざる者は即ち去れ」
  


  
    豪傑皆みな叩こう頭とうして曰く「願わくは死を掛けて奉ぜん」
  


  
    公孫述ここで偽って、漢の使者が東方より来て、公孫述に輔ほ漢かん将軍、蜀郡太守兼益州牧の印いん綬じゅを仮に与えようと称させる。精鋭数千余人を選び、成都の西南の臨邛りんきょうから攻め上がる。兵は数千人に膨ふくれ上がって宗成を攻め大いに破る。宗成の将、垣えん副ふく、宗成を殺し衆を率ひきいて降る。すなわち巴蜀は公孫述が押える所と為る。
  


  
    　
  


  
    予よ州汝じょ南なん郡でも、元の鍾しょう武ぶ侯、つまり王莽に侯を廃された劉りゅう望ぼうが兵を起こす。この時、昆陽で敗れて以来、いまさら漢軍に下れず、さりとて誅殺ちゅうさつが目に見えた新軍に戻れずと、沛はい郡譙しょう県にて漢の名で兵を集めていた秩ちっ宗そう将軍陳ちん茂ぼと納のう言げん将軍厳げん尤ゆうが、立ちたりという噂を聞いてこの劉望に附こうとする。荊けい州南なん郡では群盗の田でん戎じゅうと陳ちん義ぎが兵を率いてついに夷い陵りょうを陥おとしいれ、田戎は掃そう地ち大将軍、陳義は黎れい丘きゅう大将軍と自ら号した。
  


  
    　
  


  
    　新たに漢の名に沿いて立った者に、南陽郡析せき県の鄧とう曄よう・于う匡きょうがいた。最初は百人余りであったが、武ぶ関かんの前線を守っている析の県令に説いて曰く「劉氏の皇帝、既に立ち、王莽を討とうと命ず。卿、それを知らぬではあるまい」
  


  
    然りとこれを受けたる県令、降伏すれば、鄧曄・于匡、その兵数千を得る。鄧曄は輔ほ漢かん左さ将軍、于匡は輔漢右う将軍と自称し、析・丹たん水すいを落とし、武関を開け、ついには進んでは洛陽と長安の間にある湖こ県を得る。
  


  
    王莽、ここに至ってもいよいよ憂うれうのみで、為す術を知らぬ。大司空崔発が、国に大災があるときは哭こくすることによってこれを抑えると告げると、王莽は群臣を連れ南なん郊こうに至り天を仰いで曰く「皇天こうてんは既に命を臣莽に授けられし、しかるに何なに故ゆえ衆しゅう賊ぞくを絶滅し賜たまわらず。若し臣莽、不善ならば、願わくは雷を下し臣莽を誅ちゅうし賜え」
  


  
    そのまま胸を打って大いに哭泣こくきゅうし、気力が尽きるまで伏して叩頭こうとうした。狂ったわけではない、正気である。己が正しいと信じ、故に天が救うと信じた。己が非を認められず突っ走り、どうにも為らない所に至っても、己が正しいと称するを止むことは出来ぬ。それが現実と乖離した王莽の狂態を為したのである。狂っていた方がまだしも救われていただろう。正気のまま狂気をなぞり、哭泣のために人を集めさせ、その最前で声を上げて哭き、涙を垂れて泣く。
  


  
    それでも鄧曄・于匡は迫るので、王莽、それぞれ「虎」の文字を号に含んだ九人の将軍を立て、「九虎」と称して、精鋭数万人を率いさせて東に向かわせ、その妻子は人質として宮中に入れる。未だ宮中には黄金が六十万斤きん、他にも分けて数万斤あったが、王莽はこれを愛惜あいせきし、九虎にも一人四千銭を賜るに過ぎぬ。将兵はこれを恨うらみ士し気きを落とした。
  


  
    九虎は華か陰いん・回かい渓けいに行き、北は河沿いに南は山を盾に要害に拠った。于匡は弩ど兵へい数千で丘に登って上から攻撃し、鄧曄は二万を率いて、湖県の西の閿ぶん郷ぎょうから南の棗そう街がい・作さく姑こに出て、その一部を破って北上し、北を守る敵の後方に出てこれを撃つ。六虎は敗走し、うち二虎は宮中前まで逃げたが責められ自殺し、四虎は逃亡した。敗れざる三虎は散兵を集め、京けい師し倉そうを守った。
  


  
    　
  


  
    　八月、汝南の劉望は自ら天子となり、流浪したる新軍の将陳茂・厳尤を迎える。厳尤、劉望の前に跪ひざまずいて曰く「新は破れました。されど緑林の兵は政を知らぬ故、その先は怪しいばかりなり。陛下が正しき政を為されば、天下は取れましょう」
  


  
    劉望、喜びて陳茂を丞じょう相しょうと為し、厳尤を大司馬と為す。
  


  
    陳茂、厳尤と差し向かいで問いて曰く「本気で、今仰ぐ君主が天下を取れると思うか」
  


  
    厳尤答えて曰く「我らは動ける範囲で動くしかない」と周囲を検あらためて、続けて曰く「若し取れぬ輩ならば、ここの兵を集めて彼奴の首を功に、長安に帰すもあり」
  


  
    陳戊、一瞬目を輝かせて曰く「我に知略なければ、卿を恃むのみ」
  


  
    　
  


  
    この月、皇帝劉玄、漸ようやく動き、汝南の劉望を大司徒劉りゅう賜しに討たせ、洛陽を定てい国こく上じょう公こう王おう匡きょうに攻めさせ、武関を西せい屏べい大将軍申屠しんと建けんと丞相司し直ちょくの李り松しょうに攻めさせる。鄧曄は武関を開けて漢軍を迎えると、李松は二千余りを率いて湖県に至り、鄧曄共々京師倉を攻めるが下せぬ。鄧曄、弘こう農のう郡の属官王おう憲けんを校こう尉いとすれば、王憲、数百人を率い北は渭い水すいを渡り左さ馮ひょう翊よくに攻め入る。
  


  
    李松は偏将軍韓かん臣しんらを遣つかわして西は新しん豊ほうに至れば、王莽の波は水すい将軍竇とう融ゆうと出で遭あい頭がしらとなる。竇融は翟てき義ぎの乱に武ぶ功こうを上げ、妹が王邑おうゆうの妾めかけであれば覚おぼえめでたく、太たい師し王おう匡きょうに招かれ青せい州・徐じょ州の東征に臨のぞみ、再び王邑に従いて昆こん陽ようで破れて長安に帰した。今、漢兵至れば、王邑、竇融を薦め、波水将軍と為す。韓臣、この竇融を破り、追いて長ちょう門もん宮きゅうに辿たどり着く。王憲は北へ向かい頻ひん陽ようまで至ったが、至る所、漢兵を出迎え下った。
  


  
    　李松・鄧曄は京師倉などに構うことなく、目指すは長安城、それには皇帝劉玄の大兵の到着を待つべきと考え、軍を華陰まで引き鋭気を養うことにした。ところが、長安近辺の漢軍と称する兵士が城下に集まり、天水郡から隗囂らが到着すると聞けば、先を争って入城し、王莽の首を狙い略奪の利を得ようとした。王莽はこれに対して、囚人を赦しゃ免めんさせると武器を持たせ、猪を殺してその血を飲ませて誓わせると進軍させるが、渭い橋きょうを越えると散り散りになり、率いる寧ねい始し将軍史し諶しん、皇后の父のみすごすごと帰る。
  


  
    　
  


  
    　九月一日戊ぼ申しん、漢兵は、宣せん平ぺい城門から入り、巡回中の大司徒張ちょう邯かんはこれに遭あって殺される。大司馬王邑らは分かれて兵を率いて北の宮門下で防ぎ守った。一方、漢兵は略奪を貪むさぼろうと攻め続ける。夜になると、官舎・民家から闇に隠れて人が逃げ出した。夜が明けると城中から漢兵に和するものが現れ、未び央おう宮きゅうの作室さくしつ門を焼き、敬けい法ほう門の小門を斧おので切り、逆賊王莽に出よ、降参せよと叫ぶ。火は王莽の後こう宮きゅうにまで至り、追われるまま王莽は逃げ出す。宮人・婦人は何とすれば良いかと、泣き叫ぶ。王莽は紺無地の衣服着て、印いん綬じゅを持ち、虞ぐ帝てい縁ゆかりと称する匕首あいくちを手挟たばさむ。天てん文郎もんろうが星版を前にし吉方を告げると、王莽は斗柄とへいの指す方角、すなわち北に向いて座し、背筋を正して曰く「天、徳を予に生せり、漢兵それ予を如何いかんせん」
  


  
    憔しょう悴すいし疲れているにも関らず毅き然ぜんとした態度である。予は間違ったことをしていない、何故、予が誤っていると責める、そんな訳がある筈がない。そう強く己に信じ込ませ、周囲には同意を求め、よって天は救ってくれる筈であると、この期にも北斗を擬した威斗いとの幸いが発現はつげんするのを信ずる。
  


  
    漢兵が迫る中、王莽の娘、黄おう皇こう室しつ主しゅは未央宮が焼けるをじっと見詰める。元始三年、十三歳で平へい帝の皇后となり、一年余りで平帝が崩ほう御ぎょすれば、皇こう太たい后ごうに、初始元年には王莽が新皇帝と為る故に、定てい安あん公太后と為る。王莽の娘、劉氏が廃されて以来、病気と称して朝会に出ず。王莽が再嫁させたいと思い、黄皇室主と為し、王莽が婚姻相手と見込んだ男を見舞いに遣るも、返って怒って侍じ中ちゅうを鞭むち打うち、病を発すれば、遂に王莽も諦あきらめた。
  


  
    黄皇室主は火の中に昔を追う、父は漢朝の為に仕つかえよと言い、それを信じて嫁ぐが帝は倒れた。父王莽が毒殺したと云う噂も聞く。遂に父は自ら皇帝に立ち劉氏・漢家を廃そうとした。眼前に炎を吹いて崩れ落ち行く未央宮、それに己の人生の全てを見た王莽の娘、周囲が、火が近づきます、お逃げ下さいと促すも「何の面目あって、漢家に見まみえよう」と、ぎっと睨む。傍の者はその見幕に気押されてたじろぐ。黄皇室主、一歩足を前に出し、うむと自らに頷うなずき、走り出せば、自ら火中に身を投げた。
  


  
    　三日庚こう戌じゅつ、群臣が脇を抱え手を貸し、王莽は宮殿の白びゃく虎こ門から出、車で宮の滄そう池ちの漸ぜん台だいに移り、池水の守りを頼ろうとした。なおも王莽、符命と威斗を抱き守り、従官千人余りがこれに従う。大司馬王邑は昼夜戦いて疲れ切るも、その兵士も殆ど死傷し尽くしたため、馳せて来る。王邑、肩を傾かしぎ足元もおぼつかず喘あえぎ喘ぎて漸台に至ろうとすると、子の侍中王おう睦ぼくが衣い冠かんを脱いで逃げようとするを見つけ、一喝して引き還らせ、父子とも王莽を守る。
  


  
    漢兵ついに宮中に至り、王莽は何処いずこと問い叫べば、女官が漸台と答える。衆兵は漸台を十重二十重とえはたえに包囲し、互いに弓や弩を射ち合う。その勢いも衰え、矢が尽きて、ついには白兵戦となり、王邑父子ら王莽の忠臣は次々戦死し、王莽は部屋に篭こもる。日が暮れかかるが、漢兵、台に手を掛け、残る王莽の臣も次々に討死にする。商しょうの人杜と呉ご、知らず王莽を斬りその綬じゅを奪う。校尉の公こう賓ひん就しゅう、もと官属ゆえ杜呉を見て綬の持ち主を問い、すぐさまその部屋に向かって王莽の首を斬った。王莽と知れると、恩賞に預かろうと漢兵はその肉を奪い合うこと、腐ふ肉にくを漁る烏からすのように集まって、数十人。公賓就は王莽の首を王憲に持参する。時に王憲、自ら漢の大将軍と称し、城内の兵数十万を属させて、東とう宮ぐうに泊まっては王莽の後宮妃き妾しょうを妻とし、王莽の車に乗り、その服を着て我が物と為す。
  


  
    　王莽討たれて、三日後、李松・鄧曄が長安に入城し、趙ちょう萌ぼう・申屠建も到着する。漢軍の将たち、王憲が王莽の璽じ綬じゅを手に入れながら直ちに届けず、多くの宮女を擁ようし、天子の幟のぼりを立しゆえ、これを捕え斬る。李松らは早馬で璽綬と王莽の首を宛の皇帝劉玄に送り届ける。
  


  
    　
  


  
    仮の朝である太守府で受け取った皇帝劉玄、首を取って見つめ、喜んで曰く「王莽、若もしも斯かく如く成り果てぬなら、霍かく光こうと同じよう褒ほめ称たたえられしや」
  


  
    寵ちょう姫きの韓かん夫人、笑いて曰く「若し、斯くの如く成り果てぬなら、帝どうしてこれを得ましょうぞ」
  


  
    劉玄、それはその通りと、また喜び、即ち、王莽の首を宛の市場に晒さらす。民、これに石を投げつけ、棒で叩きつける。また或る者、その舌の能を信じ、切り盗みて食す。
  


  
    　
  


  
    　王莽が死んでも、王莽の立てたる太守らは守って降伏せず、漢兵に誅ちゅう殺さつされるものもいた。揚よう州牧ぼく李り聖せいは、大司馬朱しゅ鮪いの校尉となった岑しん彭ほうに撃たれ殺された。敗兵をまとめた司し命れい孔こう仁じんは下って曰く「人の秩禄受けし者、それ故に死ぬと聞く」と、剣を抜いて自じ刃じんした。
  


  
    京師倉を守っていた三虎も王莽の死を聞いて降伏するが、皇帝劉玄に赦され、侯に封じられた。洛陽を守っていた王匡・哀章も降り、檻かん車しゃで宛に送られる。王匡、太師として青州・徐州の赤せき眉びの賊を追うも、返って民を貪むさぼり、大いに恨みを買った。哀章、金きん匱き文ぶんで王莽に帝となるは天意と示した。共に赦されず、斬られるところとなった。
  


  
    　一方、大司徒劉りゅう賜しが汝南を容易に攻め落とせそうにないと見るや、皇帝劉玄、劉賜の甥劉りゅう信しんを奮ふん威い大将軍となし劉賜に代えて、汝南を攻めさせる。丞相に任じられた劉賜は皇帝劉玄に命じられ共に洛陽へ向う。
  


  
    その汝南で厳尤は王莽が誅されたと聞いて曰く「王莽、天意により滅びん。劉氏はまた復興したる。喜ばしきかな」
  


  
    一方、それを聞いた陳茂は伏せ崩れて涕てい泣きゅうする。只、無常観が二将の上に覆い被さった。あれほどの栄耀えいよう栄華えいがを誇った王莽も、今や切り刻まれて四散するという哀れな末路を迎えた。そして厳尤、言わずもながら知るのは、王莽なき後、長安を得た劉玄配下と戦うのは意味が無い。劉望の人格を慮おもんぱかれば、天下を統すべる器に非あらず。道は閉ざされた。十月、劉信が攻めて十日ばかり、劉望の兄の子劉回が劉望を斬って降り、汝南は落ち、朗陵ろうりょうに奔った厳尤・陳茂もついに討たれ、汝南の郡県は悉ことごとく皇帝劉玄に下る。
  


  
    　
  


  
    　男は、再び竹ちく簡かんを広げそれを見るが、王莽には関心がなく、淡々と見通し、むしろ厳尤の記述に目を留めた。何度もそれを読んで、史書の日付と噂の伝わり様を考えた。口に出して曰く「やはり史書の通りではありえない。そう、二将が新たに立った群雄に附いた時に、この雄弁が出ねば合わない」と、自らの夢想を吟味する。
  


  
    男は立ち上がると西を向き、呟つぶやいて曰く「亡国の将何を思う。敗れて以来流浪し、この地で漢の名で兵を集め、何を策そうとした。主とする者にもはや前途は見えず。昨日の敵に下ろうとしても赦される見込みは無い。頼れるは、敗将をも取り込もうとする群雄のみ。将まさに、史書に書かれたることを思ったか」
  


  
    厳尤は宛を見、長安を見ていた筈、男は厳尤が向いた方と思う方向を向き、壁を見つめる。史書に書かれたこと、それが真に語った事であるとしても、その心根こころねは如何いかにと問えど、答える者無し。将の言は、負け惜しみの様にも、本当に劉氏の復興を喜ぶ様にも読める。男に分かるのは、その知将にあったであろう諦観ていかんだけであった。
  


  
    男は目を見開いた。顔を天に上げ、声を出す、曰く「まさか、有り得ない」と首を振る。
  


  
    男が直観的に思ったのは、漢軍に態と手を抜いて、自らの首を差し出す将軍の姿であった。男は繰り返して曰く「有り得ない」
  


  
    しかし、その否定の念は、易々と城を降される智将と云うより、寧ろ首を差し出す殉国じゅんこくの将の方が余程有り得るという想像には適わなかった。物事を利と理で追う男が頭では否定するも、脳裏で描かれる、燃える城の城壁で高らかに笑う、苦悩から解き放たれ安あん寧ねいに満ちた将軍の姿、その方が自然に思えた。
  


  
    男は史書に目をやり将軍の言を眺める。そこには「王莽、天意により滅びん。劉氏はまた復興したる。喜ばしきかな」とある。
  


  
    　ふと我に帰った男は、辺りが暗くなっているのに気づく。そろそろ夕餉ゆうげも近いと、竹簡や書の類を僅かばかり整えると、部屋を抜ける。
  


  
    洛陽らくよう
  


  
    　
  


  
    今朝けさもまた弓を引いた後、服を着替えると、男は自室の机に向かう。さてと、机の上を見、次に、何をしようとするのかを思い出す。例によって傍かたわらにある書物を審つまびらき、その書を開いたまま、別の竹簡の巻物に手を伸ばすが、それを取り上げると、もはや要用いりようでないとばかりに足元に置く。
  


  
    別の書を開いて眺ながめ思案しあんし続け、漸ようやく再び筆を執とると、書きかけの竹簡に二文字を書き足す。そうして、筆を置くと、再び男は考えに耽ふける。
  


  
    　
  


  
    遡さかのぼって九月、劉りゅう秀しゅう、王莽おうもうを下した皇帝劉りゅう玄げんから洛陽を都にしようとすれば司し隷れい校尉こういを兼ねよと命じられ、洛陽に向かおうとして、孕はらみたる陰いん氏に後髪うしろがみ引かれながら、その兄陰いん識しきに任せ新野しんやに帰らせる。道すがら、既に十数人の将が攻めるが落ちないと云うので、潁川えいせん郡に入れば父ふ城じょう県に向かう。劉秀、父城に立ち寄り車の上から大声を上げる、曰く「我は劉りゅう文叔ぶんしゅく、漢かんの破は虜りょ大将軍武ぶ信しん侯なり、王おう邑ゆうの百万の兵を破りし大将なり、汝ら父城の将に告ぐ、即座に選べ、降伏するか、あくまで戦うか」
  


  
    劉秀の声、すぐさま効を現した。守将の馮ふう異い、直ちに門を開き、牛と酒を奉じて迎え得る。劉秀、馮異を主しゅ簿ぼと為し、県令苗びょう萌ぼうを従じゅう事じと為す。馮異、同どう郷きょう人じんの銚ちょう期き、叔しゅく寿じゅ、段だん建けん、左さ隆りゅうを推すい薦せんすれば、劉秀は全員を属官ぞっかんとする。
  


  
    劉秀、次に潁えい陽ように至れば、劉将軍来ると聞いて城を預かっていた王おう覇はが出迎えて先導を務める。潁陽を漢の傘さん下かに収めたのが自らであったため、劉秀は雑務を捌さばく羽目となる。領民の扱い、田租の扱い、基本は漢の治めていた時に戻すのであるが、国が行う訴訟や仲裁の扱いを承認せねばならない。結局、令や吏士が行ったことが正しいとお墨付きを与えることが仕事となるが、膨大である。そういう作業、まさしく作業であるが、それを執とる時に、気になる人物がいた。一見目は、先ず若い優男と思った。二見目は、質素しっそな、いや粗末そまつな身なりに気づいた。三見目、劉秀が木もく簡かんを片付けるまでじっと待った上で、劉将軍、宜よろしいでしょうかと次なる用件を切り出し尋ねる。劉秀、礼儀正しい人物と思い、傍らの馮異・王覇にこの人を尋ねる。
  


  
    王覇答えて曰く「祭さい遵じゅん、字は弟てい孫そん、富家の出で、一見柔じゅうなるかに見えてさに非あらず。母が亡くなりし時、自ら土を背負いて塚を造る。小こ役やく人にんに横暴を加えられし時、賓ひん客きゃくともども、これを殺す。非は小役人にあれば、県令、祭遵を咎とがめず。ただ吏り民みん、祭遵を憚はばかる」
  


  
    劉秀、ほう、これは逸いつ材ざいかもと思い、次に会った時、祭遵が渡したる木もっ簡かんを脇に置いて問いて曰く「卿、祭弟孫と言うか。県の庶務以外を行いたいとは思わぬか」
  


  
    祭遵答えて曰く「思わざるなり。思えど、成らざりし故」
  


  
    劉秀返して曰く「例えば、我の使い走り等は如何」
  


  
    祭遵曰く「我、戯言ざれごと無しを只願うのみ」
  


  
    劉秀返して曰く「我、卿を書記に命ず。願わざるは即ち断だん、願うなら即ち諾だく。如何いかん」
  


  
    祭遵、劉秀の目を見据えて、一拍置いて答えて曰く「諾」
  


  
    劉秀、胆が太いと気に入り、にこりと笑えば、祭遵ただ叩頭こうとうする。
  


  
    潁陽での雑務を切り上げて、劉秀が洛陽に向けて発とうとすると、王覇は父に言いて劉秀に従わんことを願う。
  


  
    王覇の父曰く「我は老いたり、軍ぐん旅りょに耐えず。汝なんじ行け、従いて勉めよ」
  


  
    すなわち王覇、父に従い劉秀に随う。
  


  
    　
  


  
    　劉秀、河南かなん郡は洛陽に至れば、宮殿に官舎を整え修理させる。官吏を整理し、属県に与える公文書を作成し、従事する吏士に言って漢時代の方式で行わせる。時に三さん輔ぽの吏り士しはそれまで皇帝劉玄の将軍を迎えるに、衣服の整然たる将を見ず、その有り合わせのいでたちを笑うか、不吉と逃げ去っていたが、劉秀の属官を見るに喜ぶ。
  


  
    ある老吏涕なみだを垂れて曰く「思いもよらず、今また漢官の威儀を見ようとは」
  


  
    これによって識しき者しゃは皆みな心を寄せる。
  


  
    　
  


  
    劉秀が露払いした後、十月、皇帝劉玄は李り松しょうらに長安から送られた天子の服を着て現れる。洛陽の民、漢帝の威厳を見て漸ようやく天下が治まったと安あん堵どする。
  


  
    　その皇帝劉玄の天下を治めるための方策は、まず、各地に立った群ぐん雄ゆうを侯として封じ、支配下に留め、各郡県の太守と令を漢の名の下に統すべることである。為に謁者えっしゃ、地位はさほど高くはないが、皇帝直属の取次ぎ役を出し、或いは直に太守・令を遣やることから始める。これは高こう祖そ劉りゅう邦ほう以来の施し策さくであった。県には県令を送り、政を執り行わせる。幾つかの県は郡に統とう括かつされる故、太守を送る。方や、国には列侯を、王莽がその地の劉氏の王を廃絶しておればその血筋を王に封じ、先祖以来の土地を還させた。とは言えその国は王侯自身でなく、朝廷が選んだ宰さい・相しょうが政を執り行う。王侯は田租を得て自らの国の為に使い、封ほう爵しゃくを子々孫々に伝えるのみ。従って領民にとって県令に治められようが王侯に治められようが、実質は大差無い。その郡県と国の上に立つのが皇帝である。
  


  
    この制、皇帝の下には郡県のみであるという郡県制を採った秦しんの後に、漢を立てた高祖劉邦の実情に合わせた措そ置ち、郡県制と王侯の国を並存へいぞんさせる間に合わせの措置であるが、別に効能があった。この制度すなわち郡国制の考えを外に広げ、匈きょう奴ど等の扱いにおいて、夷い狄てきの長を王と認めその領地を認めることである。中華の皇帝からは、領地に非ざる処ところに王を置いても名目は兎とも角かく、実質はさして問題ではない。しかるに、夷狄にすれば大国から王と認められることに他ならない故に、周囲の国への圧力、国内への威信となる。となれば漢帝国に矛を向けるのでなく、これと誼よしみを結ぶが得策である。よって外がい夷いと呼ばれる諸族は漢に懐なつき靡なびいた。
  


  
    それを解せず、周の制度に戻そうと、王を悉ことごとく侯に変えたのが王莽おうもうである。王莽、使節を外夷に送り、国が新に代わった故と印いん綬じゅを交換する際に、王の印を意味する「璽じ」を侯の印を意味する「章しょう」に変えた上、従来は漢に帰属する意味の「漢」の文字は匈奴の印綬には無かったが、新たに「新」の文字を付け加えた。王莽の使節、匈奴が気付けば前の印綬に戻してくれと請こうのが目に見えていたので、印綬を交換して直ぐに前の印璽を粉々に砕いた。果たして匈奴は気付き、前の印綬を請いたるも、既に砕かれると聞いて憤ふん慨がいした。匈奴らは王莽、否いな、中華に反感・憎悪を覚え、宣せん帝以来の良交は、ここに崩れ去った。匈奴、そして西域の羌きょう族は中華に襲い来たり、国の憂うれいと為った。
  


  
    　
  


  
    今、皇帝劉玄は、匈奴策は据え置いて、並び立った群雄に封爵し、すなわち租を認め統治を認め代々へのその権を認めて懐け、方や郡県が皇帝劉玄に服することを確かめようとする。東とう郡太守の王おう閎こう、王莽の従兄弟いとこであるが疎うとまれて東郡に出された者が、三十余万戸を保って漢に降る。帝、更には使を遣り、赤せき眉びの将にも降るように命ずる。赤眉の樊はん崇すうら漢の復興を聞くとその兵を留め、自らその渠きょ帥すい二十余人を率いて使に随行し洛陽に至り、すなわち帝に降った。皇帝劉玄、それらを皆な列侯に封じる。また王莽に誅された故に断絶された梁りょう王劉りゅう立りつの子劉りゅう永えいが洛陽に至れば、皇帝劉玄、これまた梁王に封じる。
  


  
    　
  


  
    その洛陽で閑かん居きょをかこつ劉秀の元には、姉婿の鄧とう晨しんが現れ、皇帝に常じょう山ざん太守に任じられた故河北かほくに赴おもむくと告げる。劉秀、別れを惜しむ。鄧晨は皇帝劉玄が各地に送る使・令・太守に知った名の者がおればそれを告げる。例えば、昆こん陽ようの戦いで共に戦った劉りゅう賜し配下の任じん光こうは信しん都と太守として河北に送られると。五ご威いつ中ちゅう郎ろう将じょう李り軼いつも東郡・陳ちん留りゅう郡・済さい陰いん郡を降す将として洛陽を出たと。
  


  
    劉秀、空を見上げて一言のみ返す、曰く「皆みなを見れば渡り鳥の如し」
  


  
    口には出さねど我も都を離れたいと劉秀は思う。破は虜りょ大将軍と言えど、実際は寡か兵へいのみ許される司し隷れい校こう尉いである。それでも依然劉秀の動きを窺うかがう者がおり、それが感じ取れる。今は小康状態の皇帝劉玄の体制だが、一旦崩れれば命が一番危ういのは、簡単に旗はた頭がしらに祭り上げられる劉秀であると、自他共に分かっているからである。
  


  
    　劉玄にしても、劉秀を支配下で監視して置きたいが、こちらでも問題があった。劉玄は南なん陽ようで旗はた揚あげし、潁えい川せんを押え長安・洛陽を収めたが、他の地方に威及ばず、辺境では皇帝劉玄を唯ただ窺うのみであった。
  


  
    徐州琅ろう邪や郡に張ちょう歩ほという者が自ら将として立ち郡を押える。揚よう州廬ろ江こう郡には王莽に遣やられた、潁川郡許きょの人李り憲けんが偏将軍廬江太守として在り、王莽が破れても頑かたくなに守って、ついには淮わい南なん王を称す。荊けい州南なん郡には黎れい丘きゅうに二年も前から立った秦しん豊ほうが十二県を押えていた。長安の西の天てん水すい郡には漢の名で隗かい囂ごうが立ち、長安の南の漢かん中ちゅう郡のその更に南の蜀しょく郡には公こう孫そん述じゅつがこれまた漢を名目に立つ。機を見て、大守・県令の中には皇帝劉玄に叛そむく者が出るかもしれない。寇こう賊ぞくの類はまだ収まっていない。
  


  
    特に河北かほくをどうするかが問題であった。匈奴と常に争う故、精鋭が揃そろった河北。しかもまだ赤眉にも襲われておらず戦力が温おん存ぞんされた河北。そして王莽が侯から庶民に落とした劉氏一族が残る河北。皇帝劉玄、親近の大将をして河北を統すべようと思えど、誰を遣れば良いか判断がつかぬ。大だい司し徒と劉りゅう賜しが言うに、南陽劉氏一族、独り文ぶん叔しゅく有り、これを用うべし。劉賜は劉玄の従兄弟であれば、劉玄とは懇意こんいである。それどころか、劉賜と甥の劉りゅう信しんは劉玄の代わりに劉玄の弟劉りゅう騫けんの仇を討っているのである。代りに劉賜の兄にして劉信の父劉りゅう顕けんは謀はかりごとが漏れて獄死している。その時、当の劉玄は賓客のため官吏を避けて隠れざるを得なかった。よって劉賜、滅多なことでは皇帝劉玄の逆鱗げきりんに触れず、またその言は軽んじられぬ。しかし、それでも大だい司し馬ば朱しゅ鮪いら劉秀を放す勿なかれ、とこれに反対する。皇帝劉玄、確かに昆陽の勲いさお持った劉秀なら、河北の剛も服すであろうと思うが、寵ちょう臣しんらが反対するので、考え直す。
  


  
    　流れを変えたのは馮ふう異いであった。主しゅ簿ぼである馮異は劉秀の食事に寝屋も看ていたが、劉秀が独りの時は酒肉を取らぬに気付き、また褥しとねの枕に涕てい泣きゅうの跡を見つける。これに涕なみだをつけるにはと考えると、伏ふして額ぬかづいたことによる。誰がために額づき涕する、知れたこと、亡兄劉りゅう縯えんのため。馮異、劉秀が父ふ城じょうから宛えんに帰り侘わび、喪に服さざるを知り、それが何故か分かったゆえ、劉秀に話そうとする。劉秀、馮異が人払いして話がありますというので、応じてこれを聞く。
  


  
    馮異伏して曰く「大将軍、大将軍の悲しみは分かり申す。しかし時はそれを許しませぬ。願わくは御ご自じ重ちょうされんことを」
  


  
    劉秀、伏したる馮異が何を言おうとするか悟って曰く「卿、妄もう言げんすること勿れ」
  


  
    馮異、伏したる顔を上げると、普段はにこりと笑う顔が、真顔のままである。意は通じた、と馮異は御ぎょ意いと再度伏せる。
  


  
    それでも、馮異は劉秀を皇帝劉玄の監視下の外に出すことを考える。このままでは、いずれ劉秀殿は害されてしまう。馮異、司隷校尉の主簿であれば、出入りする官舎にて様々な噂話を集め、皇帝劉玄が河北に威名ある武将を送りたいこと、その候補に劉秀が上がっていることを知り、これだと更に情報を集める。河北には勇将を送りたいが、その一方、事務を滞とどこおりなく行える人物が必要であると聞いて、馮異はまさに劉秀殿以外には有り得ぬと思う。しかし、劉秀の才を知るのは、父城・潁陽にて様々な雑務を捌さばくのを見てきた劉秀配下ばかりである。ならばと馮異は事ある毎ごと、劉秀を引っ張り出す。劉秀、馮異らが片付けられることに何故引き摺ずり出されるのか分からないが、その後で必ず尚しょう書しょ曹そう詡くと、時にはその父左さ丞じょう相しょう曹そう竟きょうと評ひょう定じょうする段取りになっているのに気付く。自然、馮異がいなくとも曹竟・曹詡父子と三人で話をし、曹竟・曹詡の相談に乗っていることもある。そこで河北に送られる将の話題となる。遣られる将は見回る太守・県令が正しく郡県を治めているか判断し、有能な者はそのまま再任し、無能或いは非道な治め方をしている者は更こう迭てつするという職務を帯びている。曹詡は河北に将が送られれば、皇帝劉玄の詔みことのりが曹詡に至り、曹詡がこれをその将に送り、逆に将からの報は曹詡に至り、皇帝劉玄に奉じられることを言い、若もし下手な武将を遣えば官吏・民とも大いに迷惑することになるが、それが文叔殿なら安心であると続ける。劉秀も、河北に行く将に我が名を聞くが、未だ認められずと笑う。劉秀、馮異の狙いを解し、曹竟・曹詡の便べん宜ぎとなることに手を貸す。
  


  
    曹竟・曹詡、河北で雑務を捌けるのはこの将のみと考え、河北に送るには殊更ことさら能のう吏りでなければなりませぬと皇帝に訴える。劉玄、誰が適任かと尋ね、曹父子は威名あって能吏であるのは劉文叔のみと答える。再び、大司馬朱鮪らが反対する。しかし威のある武将というのは代えが利くが、能吏と言われて、役人でもない限り代えが利かないことに劉玄は今更ながら気付く。緑林りょくりん・新市しんしの兵でそこまで気の利いた将がいれば、劉玄は立っていない。舂陵しょうりょう、劉縯の軍にはそれがいた、そこから出すなら、やはり劉秀しかいない。ついに皇帝劉玄、劉秀に大司馬を兼ねさせ河北に遣ろうと決める。
  


  
    馮異は、劉秀に河北への派遣が決まりましたと伝え、人払いして曰く「天下は共に王氏に苦しみ、漢を慕うこと久し。今、皇帝劉玄の諸将は暴ぼう虐ぎゃくにて勝手気ままに至るところ略奪するゆえ、万民は失望し、帰順して帝を仰ごうとは思わず。今、大司馬は河北に命を出せれば、恩徳を施すに如くは無し。夏かの桀けつ王・殷いんの紂ちゅう王の乱政有って、すなわち殷の湯とう王・周しゅうの武ぶ王の功績有り。人、飢え渇きに長く遭えば、充たし飽あかせるは成し易やすし。そこですぐさま官属を分散して遣り、郡県を循じゅん行こうし、無実の罪はこれを晴らし、恩沢を布くべし」
  


  
    劉秀はその通りと受け入れる。
  


  
    　
  


  
    まだ十月であった。劉秀、節を持ち、姉黄こう・妹伯はく姫きを含む宗族、来らい歙きゅう、王おう常じょうらの見送りを受け洛陽を出いづ。見送りには朱祐しゅゆう、字は仲ちゅう先せんも居た。朱祐は劉縯の護軍ごぐんであり、劉縯が討たれた時、怨みを募らせた。これは危険と劉秀は態わざと朱祐と疎遠となった。恨めしげに見送る朱祐に、劉秀は目で応じる。一行は黄河を渡る。馮異・王覇・祭遵ら、南陽や潁川で劉秀に就ついた者が随ずい行こうする。この知らせ、噂を聞いて多士が動き出す。
  


  
    南陽郡新しん野や県の鄧とう禹うは、若くして才能を認められた人物で、長安に遊学した頃には年上の劉秀に懐いていた。しかし劉玄が立つと、多くの者が薦めるにも拘わらず仕官せずにいた。今、劉秀が節を持ち河北を平定に出向いたと聞くと、馬の鞭むちを杖代わりにして河北に向う。
  


  
    潁川郡襄じょう城じょう県の傅ふ俊しゅんは賓客十余人を率いて河北に向かい、潁川は同じく郟きょう県で仮令を命じられていた馬ば成せいも後を配下に託すと官を捨てて徒かちで荷を背負いて出立しゅったつする。その他の官属、豪族の賓客も劉秀を頼むべきかと、風向きを見計らう。
  


  
    　
  


  
    　男は机を起つと、また要用な物とそうで無い物を分けようとするが、どれも要るなと、只机の上を整理し部屋の外に出る。春である、物音に驚いて声を立てて鳥が飛び立った。
  


  
    男はそれを眺めて曰く「我も、羽根を広げて飛んで行きたいものだ」
  


  
    思うは、河北に自由を得た劉秀の晴れ晴れとした気分である。男は口に出して曰く「恐らくは清々すがすがしくあったであろう」
  


  
    芽吹いた木々、啼てい鳥ちょう、それを見るに付け聞くに付け、自分の引篭ひきこもった今を思えば、実に羨うらやましく思う。
  


  
    邯鄲かんたん
  


  
    　
  


  
    何時いつも通り、着替えてきた男は、机の周囲を確かめると、棚から地図を取り出し、それを開いて徐おもむろに眺ながめ呟つぶやいて、曰く「一番近い男が、一番後で追いついた。いや違う。これは地名が紛まぎらわしい。蒲ぼ陽ようとあるが、中山ちゅうざん蒲陽に非ず、河内かない蒲陽、蕩とう陰いんに近ければ蕩とう陽ようというべき所よ。そうでなければ辻褄つじつまが合わない」と、珍しく具体的な地名を口にする。
  


  
    男は地図を巻いて戻し、筆を執とると、いつもの竹ちく簡かんに二文字を書き加える。そして天井を見上げて考えに耽ふける。
  


  
    　
  


  
    劉秀の一行は、州しゅう牧ぼくの如く官かん吏りの監かん察さつを行い、王おう莽もうの付けた官名を旧に戻し、苛か政せいを改めて進む。これを喜ばない吏り士しは無く、牛や酒で迎える。しかし、劉秀自体、本来なら騎馬の方がありがたいのだが、今は傘を架けた四頭立て馬車に乗り、郡県の太守・県令を撫ぶ循じゅんしながら進むので、軍が進行する速度とは比較にならずその歩みは緩ゆるい。
  


  
    その間に一人、劉秀の陣営に加わった者がいた。一行が河内蒲陽に泊まって明けた朝である。劉秀らが出しゅっ立たつの準備をしている時に、目通りを願う者がいたのである。劉秀、配下からその人物を聞く。
  


  
    配下曰く「なんでも棘きょく陽ようで劉りゅう公こうに就つき、追って郟きょう県から辿たどり着いたそうで、姓名を馬ば成せい、字は君くん遷せんと申す者、ご存知で」
  


  
    配下が言い終わる前に劉秀は立ち上がり出向いた。一目見て、馬成と見て取れた。劉秀、馬君遷、良くぞ参ったと迎え入れ、自らの警護兵と為す。
  


  
    そうして司し隷れいは河か内ない郡を抜け、劉秀は冀き州に入る。そこは魏ぎ郡、元々は戦国七雄の一国、魏国の領域である。それを言うなら、周しゅうの都洛陽らくよう辺りを除けば、司隷・河内郡も古は韓かん国・魏国の領域であった。秦しんがその国々を滅ぼして数えて二百五十年となり、ただ河北の一部にその名が残されただけである。その魏郡の主都鄴ぎょうに一行は入城する。
  


  
    ここに逗留とうりゅうすると、劉秀はいつも通り市を立てさせた。食事や宿、日用品は官吏に命じて用意させることが出来るが、撫循という旅から旅を重ねると、不足しがちな物品が生じ、旅りょ銭せんがあることに越したことは無い。余剰の官品を売り、金銭を得、必要な物も入手する。そこで市を立てさせたのである。こうすれば必要に駆られて兵士が略奪に走ることもない。昔、劉秀が長ちょう安あんに遊学していた時に磨みがいた商才の賜たま物ものである。
  


  
    その市を立てた日に事件が生じた。事は劉氏の宗族の孺じゅ子し、小僧が、その劉秀の威光を笠に、二束三文のものを高く買わせようと、商人たちに圧力を掛けたことから始まった。それを見た軍ぐん市し令れい祭さい遵じゅん、これを諫かん止しするが、劉孺子、祭遵が居なくなればまた繰り返す。軍市令が身の長け八尺二寸にして厳いかめしき容貌の銚期ちょうきであれば侮あなどられなかったが、物腰が丁てい寧ねいで衣服が質素しっそな祭遵は、整ととのった容貌ようぼうからして優やさ男おとこにしか見えない。
  


  
    祭遵、三度目に諫いさめるに曰く「値は売り手と買い手が合議で決すものなり。大司馬の命で、市を開くのは掠りゃくしようとするに非あらず」
  


  
    劉孺子、返して曰く「故に、この値で買おうと向こうは欲す。何をか問わん」
  


  
    祭遵の目が細くなり、静かな口調で話す、曰く｢いずくんぞ、お止めにならん｣
  


  
    劉孺子、返して曰く「市令、我の一言で汝を辞めさせられるも可なり」
  


  
    刹那せつな、祭遵の足が踏込ふみこみ、拳が孺子の腹に食い込む。孺子が屈くつすると、祭遵はその頭を蹴けって転ころがせ、殴なぐり続ける。周囲が数人で祭遵を取り押さえるが、孺子はこと切れていた。
  


  
    劉秀、一族の小僧が祭遵に殴り殺されると聞いて、即座に祭遵を捕えさせる。
  


  
    この時、主しゅ簿ぼの一人陳ちん副ふくが進言して、曰く「明めい公こうは、常に軍兵ぐんぺいが規律正しく整然とすることを望まれています。今、祭遵は軍律を守ってこれを避けようとはしませんでした。これは教きょう令れいが行き届いているということです」
  


  
    怒り心頭しんとうの劉秀、それでもこれを考えようと小首を傾げるが即座に顔を上げ、陳副の言を受けて祭遵を赦ゆるす。更に劉秀、祭遵を刺し姦かん将軍と為し、集まった諸将に向かいて曰く「まさに祭遵に備えるべし。我が宗族の法を犯した孺子ですら殺したのだ。きっと諸卿を大目に見ることはない」
  


  
    　
  


  
    祭遵の事件の後も、劉秀が鄴に逗留していると、配下から目通り願いたいという者があると聞かされる。何者かと劉秀が尋ねると、二十ばかりの若造、南なん陽よう郡新しん野や県から参った、姓は鄧とう、名は禹う、字は仲ちゅう華か、ここまで聞くと、劉秀即座に会おうぞと答える。
  


  
    劉秀、会見の間に入ると、果たして、五六年前、長安で見知った男、鄧禹がいた。劉秀は鄧禹が七つ下であることを思い出す、今は二十二か。小僧らしい顔はようやく揃そろえてきた鬚で体裁を整えてはいるが、若いというのは否いなめない。
  


  
    劉秀、常にもあらず喜んだが、それを抑え、会うや尋ねて曰く「我は、爵を封ずるも官を与えるも為せる権を得れば、汝、遠くから来るは、仕官しようと言うのか」
  


  
    きょとんとする鄧禹、劉秀の目が笑っているのに気づいて、口くち許もとを弛ゆるめると答えて、曰く「願わざるなり」
  


  
    劉秀再び尋ねて曰く「そうだとすれば、何を欲する」
  


  
    鄧禹、口調を整え答えて、曰く「只願わくは、賢明なる劉公の威い徳とくが天下を覆い、禹は、寸すん功こうを立てて、功こう名みょうを竹ちく帛はくに垂たれればと」
  


  
    劉秀、自らの問いが突飛とっぴであれば、答えも尋常じんじょうに非あらず、為にこれを聞いて笑う。鄧禹も含み笑いをする。積年の壁が一挙に崩れた。鄧禹は留まって劉秀と二人だけで夜通し話し合う。長安でのこと、王莽のこと、南陽のこと、新野に帰らせた陰いん麗れい華かのこと。
  


  
    劉秀曰く「左様か。麗華の様子は知らぬか」
  


  
    鄧禹、陰氏の屋敷に出向いて言伝を預かるほど殊更の知己でも無かった。また河北の劉秀に至ろうと公言していれば、陰氏は言伝を頼んだであろうが、劉玄に薦められていた手前、妙な波風を立てるのも憚れて、宗族以外に行く先は言わずに新野を立っていた。
  


  
    唐突に鄧禹は笑って、曰く「今気づきましたが、二つは成じょう就じゅなされましたな」
  


  
    劉秀、二つとはと訊き返す。鄧禹曰く「「仕官しては当まさに執しつ金きん吾ごと成るべく、妻を娶めとっては当に陰麗華を得べし」。公、今や大司馬にして、陰氏は娶られ夫人とされた」
  


  
    劉秀は行大司馬である。兼ねるとは雖いえども大司馬であり、執金吾の上に立つことになる。
  


  
    劉秀、鄧禹に返して、曰く「秀、禹にも言ったか。しかるに、陰氏はともかく、今の大だい司し馬ばよりも昔の執金吾の方が良し」
  


  
    鄧禹、劉秀の不安を思い、座り直して諫言する、今は皇帝劉玄が問題ではなく、大司馬劉秀が懸案であると、曰く「今上は長ちょう安あんに都を遷うつされましょう。しかし山さん東とうは未だに安定せず、赤せき眉び、青せい犢とくの叛はん乱らん衆しゅうは集まれば万を越える軍となり、関かん中ちゅうには号を為す者が集まり屯たむろする。今上はまだそれらを一所として挫くじかず、その上、自ら意見を聞いて処断しょだんすることは無く、諸将は凡人が身を起こしたに過ぎず、その志は財貨に有って、朝夕ちょうせきを自ら楽しむのみ、深しん慮りょ遠えん謀ぼう有って、主を尊たっとび民を安やすんじようと欲する者に非あらざるなり。四方に瓦解がかいしたる天下の形けい勢せいを御ご覧らんあれ。賢明なる劉公、帝の藩はん臣しんとしての功は立つと雖も、まだ成就せざることを恐れる。今を計はかるにおいて、英えい傑けつを収しゅう攬らんし、務めて民の心を悦よろこばせ、高こう祖その如き大業を成し遂げ、万民の命を救うに如くは無し。公が思慮持って当れば、天下が定まらないことが御座いましょうか」
  


  
    劉秀、鄧禹の壮そう言げんは嬉うれしいかなと受け止める。すなわち左右のものには鄧禹を鄧将軍と呼ばせ、陣中において共に計略を定めようとした。
  


  
    　
  


  
    劉秀の一行は魏郡から漳しょう水すいを渡り、北の趙ちょう郡に入る。ここも古の戦国七雄の一国、趙の領域である。昔は劉氏宗族である趙王が封じられたため趙国であったが、宣せん帝が王の後継を認めなかったため、趙郡に代わったのである。郡の境を越えた劉秀はすぐさま、その中心に至る。そこは今でも郡の要かなめ、いや河北の大都、邯鄲であった。劉秀は馮異ふういらを周囲に遣る。馮異、銚期と共に伝馬に乗って属県を撫循し、冤罪えんざいがないかと囚人しゅうじんを調べ、男やもめや寡婦かふがいればこれを労いたわり、籍を捨てた者が自ら現れれば、これを赦免しゃめんした。馮異、密かに太守・県令、長ちょう・丞じょう・尉の吏士が、劉秀を受け入れるつもりがあるか、拒こばむつもりかを一人ひとり箇条書きにて劉秀に知らせる。その知らせを受けて、劉秀、趙郡が表面上は受け入れているが、実は劉秀或いは皇帝劉玄りゅうげんに降るのを拒む気配を感じる。その理由は皇帝劉玄より、古の劉氏の宗族に親しむ故である。現に北の真定しんていでは、王莽によって侯に、更に庶民に落とされた劉揚りゅうようが自ら立ち、王に返り咲いていた。劉秀、この地の劉氏の地縁血縁を調べよと、主簿らに命じ、真定王を窺いながら邯鄲に踏み止まることにした。
  


  
    しかし、外様とざまの劉秀に附つこうとする者がいないわけではなかった。同じく外様であった、郡の吏である張況ちょうきょう、字は伯達はくたつが謁えっ見けんを求めた。張況の伯母方は、劉秀の祖父、鉅きょ鹿ろく都と尉い劉りゅう回かいの夫人であったので、張況は屡しばしば劉秀の父、県令劉りゅう欽きんの任地南なん頓とんを訪おとなう間柄であった。よって劉秀は大おお舅おじを得たと喜んだ。
  


  
    次に、鉅鹿宋そう子しから出向いてきた豪族の庶子が劉秀に謁見を求めた。劉秀はそれで靡なびく者があらばと会う。この若干、二十半ばの青年、耿こう純じゅん、字は伯はく山ざんと云う。王莽の全盛の頃、長安に学び、尚しょう書しょと為る。父の耿こう艾がいは兗えん州の定てい陶とう国の相しょうで、この秋、五ご威い中ちゅう郎ろう将じょう李り軼いつに降り、済さい南なん尹いん、太守に任じられていた。耿純、定陶に居れば、李軼、その兄弟とも権を握って欲しい侭ままに指図し、賓ひん客きゃくが遊説するに及んで、頻しきりに謁せんことを求むるも通ずるを得ず、久しくして見えることを得た。
  


  
    耿純曰く「大将軍は雲風に乗る龍虎の如く、機に臨んで奮ふん迅じんして俄にわかに興り、一月で兄弟は富貴と為れり。しかる徳とく信しんは士民に聞こえず、功労は未だ衆民に施ほどこされず。寵ちょう録ろく俄かに興るは、これ智者の忌む所なり。戦々恐々として自ら危ぶんですら、猶なお無事に終えざらんを懼おそれる。しかるに況いわんや悠ゆう然ぜんとして自ら足れりとするは、以て功を成す可べき者なるか」
  


  
    李軼、若造言ってくれおると思うものの、これは能有りとも思い、且つ鉅鹿の豪族であれば、制を承けて拝して騎き都と尉いと為し、節を授けて、趙・魏を安集させた。その鉅鹿宋子の耿純が、劉秀の噂を聞きつけ南下した。劉秀は耿純を丁重に扱った。耿純、謁見から戻ると、劉秀の属官ぞっかん・将兵の規律が、他の河北に来きたる使者・諸将、ましてや李軼のそれとは格段に優れることを思い、劉秀と結びつこうとし、馬・縑けん帛はくを献ずる。
  


  
    　
  


  
    更に、劉秀を河か南なんから追ってきた者たちがいた。郎ろう党とうを率ひきいて現れたのは偏将軍傅ふ俊しゅんであった。当然、劉秀は歓迎する。六月頭に傅俊を陽よう翟てきに送り出して以来、半年近く経たとうとしていた。劉秀、酒を嗜たしなまないが人を歓するのは好きである。南陽・潁えい川せんの人を呼び、すなわち王おう覇は・臧ぞう宮きゅうを召めして、共に昆こん陽ようを思い出しては酒を酌くみ交わす。宴えんたけなわとなった時、劉秀、話転じて、潁川郡を降せたのは、思えば王覇・傅俊・臧宮が我に附き、地の利・人脈を活かしたればこそである、と言う。
  


  
    それに対して傅俊が尋ねて曰く「明公めいこう、百万の軍を破る武官は揃そろえど、必要なのは文官では御座りませぬか」
  


  
    劉秀、素直に答えて曰く「足りぬ。河北の多くの郡県の行ぎょう状じょうを調べているが、太守県令の書状だけでも重きことこの上ない。見たであろう、あの積み上がった竹簡を。主簿であった馮ふう異いは、謁者として撫循させる故、更に陳副・朱しゅ浮ふを主簿と為すが、足りぬ。逸いつ材ざいは居らぬものか」
  


  
    傅俊、そこで返して曰く「明公、俊に襄じょう城じょうの兵糧ひょうろうを運び出す策を与えられたことを覚えていらっしゃいますか」
  


  
    劉秀、答えて曰く「忘れるものか、世話を掛けたな。定てい陵りょう・郾えんに即座に運び込まれていたと知り感かん服ぷくした。不要な策であったのが残念なり」
  


  
    傅俊、では耳を拝はい借しゃくと耳打ちして、曰く「兵糧の手筈を整えたのは襄城の役人堅けん鐔たんなり。既に邯鄲に来るが伝手つて無くて、明公に会えず。この者をお使いなさいませ」
  


  
    劉秀、顔を傅俊に向けると尋ねて曰く「何故、耳打ちする」
  


  
    傅俊、答えて曰く「目下から薦すすめられたとあれば、その者恥じましょうぞ」
  


  
    劉秀、傅俊が襄城の亭てい長ちょう、県役人から見れば取るに足らない存在であったことを覚えていたので、ただ頷く。
  


  
    　
  


  
    宴うたげが終わり、劉秀、自室で堅鐔を如何いかにしようと思う。いきなり呼び出せば、傅俊が薦めたと直ぐに分かる。そう思っていると、鄧禹が参り来る。
  


  
    鄧禹曰く「暇ひまを持て余されているか」
  


  
    劉秀、答えて曰く「否いな、悩む処ところなり。禹こそ、何時も我を訪おとなうは暇なのであろう。何時も所要を思いついて来る」と笑う。
  


  
    ここで劉秀、はたと思いついて曰く「鄧将軍に務めを託ことづけようと思うが、如何いかん」
  


  
    鄧禹、座り直して曰く「明公の命とあれば」
  


  
    劉秀、返して曰く「我、任用のための人を見る間無し。鄧将軍、我のために人に会い、使える者を薦めよ。嘗かつての将軍の長安での人じん物ぶつ評ひょう、我は大いに感じる処あり」
  


  
    鄧禹、答えて曰く「その任を受けるは問題に非ず。それが明公の悩んでいた処でしょうか」
  


  
    劉秀、答えて「是ぜ。特に襄城から来た堅鐔について知らせよ」
  


  
    鄧禹、首を傾げて曰く「禹は、その人物については殆ほとんど名目のようで御座いますが、会いましょう」
  


  
    劉秀、鄧禹が退しりぞいて、まさしくと思う。こうして劉秀、また一人、能吏を主簿と為す。
  


  
    　
  


  
    男は床の竹簡を棚に置き、棚から新たな木もっ簡かんを取り出し別の机に上げて、数を計算する。ふむと頷いて曰く「八十の翁おきなが動くであろうか、いや動かざる。とすれば、こやつは何者だ」
  


  
    しばし考えて、口に出して曰く「名より実だ。この名によって、世が動いたのであれば、それが実なのである。それには真偽を吟味する必要は無い」
  


  
    　
  


  
    邯鄲で、劉秀が郡県の情報を集め撫循し、周囲の情勢、取り分け真定王劉揚を見み極きわめている間はほぼ一月、長なが逗とう留りゅうであった。李り通つう・曹そう竟きょう・曹そう詡くとの密書・連絡を繰り返した結果、皇帝劉玄が王莽に廃された王族を元の地位に戻す、すなわち、劉揚も真定王として認めることで、劉揚も皇帝劉玄に降ることとなり、劉秀も漸ようやく動けるようになった。劉秀は皇帝劉玄の代理として真定王との会見に備そなえる。その準備が整い、劉秀がまさに車に乗ろうとすると、属官が拝礼し、平へい干かん繆びょう王劉りゅう元げんの子、劉林りゅうりんが現れ大司馬に会いたいと言う旨を伝える。
  


  
    それでは会うかという劉秀に、主簿の一人朱浮が異を挿はさんで曰く「我、趙郡の名士を調べましたが、劉林、豪ごう侠きょうとして知られておりますが、平干繆王元の子と云うのには、些いささか疑いがあります」
  


  
    劉秀尋ねて曰く「疑いとは」
  


  
    朱浮答えて曰く「武ぶ帝が、景けい帝の孫の偃えんを平干頃こう王に立てたのは、征せい和わ二年九月で御座います。十一年で薨こうじ、子の繆王元が継いで二十五年で薨じ、時の大だい鴻こう臚ろ王おう禹うが、宣せん帝に、繆王元は暴虐な君子であり、誅ちゅう殺さつされるべきであり、誅された人君の後こう嗣しは立てませぬ、と奏上した故、後が途絶えました。今年は繆王元が薨なくなって七十八年になります。繆王元の子なら八十は越えておりましょう」
  


  
    劉秀返して曰く「卿、言わんとするは解したが、されど会おうと欲す」
  


  
    朱浮伏して曰く「されば、警護の者をお付け願います」
  


  
    劉秀、一言のみ返す、曰く「諾だく」
  


  
    　
  


  
    劉秀が朱浮・鄧禹を従えて間に入ると、齢よわい六十ばかりの良い身なりをした男が一人座っていた。
  


  
    劉秀、躊躇ためらわず上座して、曰く「我は、今上の命を受けし行ぎょう大だい司し馬ばなり。御前、我に会おうと欲すは如何なる用件なりや」
  


  
    劉林答えて曰く「我は、前の平干繆王元の子、字は休きゅう和かなり」
  


  
    劉秀、動じた振りをして尋ねる、曰く「まさに繆王元の御子息と申されるか」
  


  
    劉林、帯びた剣を外し、それを差し出して曰く「まさに、これが証拠の品。剣身を御覧あれ」
  


  
    劉秀は剣を恭うやうやしく受けて、では御免と鞘から抜くと、青銅の剣身は金糸で象嵌ぞうがんされており、曰く「平干王が、その子に林と名付ける」とある。剣の堅さを保ったまま脆もろさを防ぐには、錫より銅の比率を多めに配分しなければならない、となれば剣の色は黄金に近づく。しかし象眼された金糸がそれと分かる様に、剣の地金は金色よりも薄くなっている。
  


  
    気になった劉秀、思わず「許されよ」と謂いて、剣を斜めにして刃を剣先から鍔元まで見れば、裏表の刃面は僅かに凹む故、絹糸を張ったように狂いの無い真っ直ぐな線が明瞭に現れる。ひっくり返してもまた同じである。念入りに研がれている。実に鋭利であり、身震いがする。飾りだけの剣ならこの様に研ぐ必要は無い。寧ろ銅鏡の如く平坦に磨いている筈、つまりこの剣は斬るために研がれている。剣としての実と字を浮き出させるという役目を託された剣匠と研ぎ師が、その技を窮めた物であろう。となれば王侯か余程の財力あるものでなければ作れない。
  


  
    劉林加えて曰く「我が名は林なり」
  


  
    劉秀、ふむと頷うなずき剣を納めて還すと咄嗟とっさに言う、曰く「今上は、王莽に潰つぶされた劉氏の王侯は、これを復そうと宣うたまわれる」
  


  
    劉林の顔に笑みが宿った。朱浮は眉を顰ひそめ、鄧禹は口許くちもとを弛ゆるめる。
  


  
    劉秀続けて曰く「聞けば、平干繆王元は宣帝の頃に薨じられ、大鴻臚王禹が王の罪を問い、後嗣を立てないこととなったとか。宣帝の昔に廃絶はいぜつされたのでは、如何ともし難い。御前もお気の毒であります」
  


  
    劉林、肩を落とし、朱浮は眉を弛めるが、鄧禹は表情を変えぬ。それでも劉林、何事も無いように、返して曰く「我、王莽が葬られてより、趙王が復される機も有らんかと思いしが、やはり夢幻むげんで御座ったか。しかし、今日、劉公に会おうとすは、そのことに有らず」
  


  
    劉秀、訝いぶかしく思えど劉林の意図いとが読めず、問いて曰く｢では如何なる用件なるか｣
  


  
    劉林、姿勢を正して劉秀に向かって曰く「我、王侯を望むに非ず、只、繆王元の名を復そうと願う。よって公に危急を告げんがために詣る」
  


  
    劉秀、僅かに虚を突かれた、咳をして尋ねて曰く「危急とは如何に」
  


  
    劉林答えて曰く「赤せき眉びで御座る。列人れつじんの北を河水かすいは流れ、赤眉の軍、その東にあらん」
  


  
    劉秀、再度問いて、曰く「漳水の東岸と言われるか」
  


  
    河水と言えば黄河である。しかし列人の北を流れるのは漳水、すなわち、鄴の北を東に流れ、邯鄲の東にある列人あたりで支流を束たばねて北へ流れる川である。そこで劉秀は念押しした。劉秀、洛らく陽ようの使い、或いは李通・曹竟曹詡父子の密書により、赤眉の渠きょ帥すいの樊はん崇すうらが、封ほう爵しゃくを受けたが領地が決められず、また配下が離反するに及んで赤眉の軍勢に戻ったのを知っている。また、赤眉が二部に分かれて潁川を荒らし始めていることも知っていた。しかるに、その領域は、漳水の東南を流れる更に大きな河水、すなわち黄河の向こうである。劉秀が馮異・銚期らから受ける報告には赤眉軍のことは一切書かれていなかった。賊軍がいない訳ではない、この乱世、食い詰めた者は盗賊となり徒党を組む。それが甚はなはだしいのは青せい州・徐じょ州と、赤眉が起った所である。そこから冀州に賊が流入する。黄河とその南の済せい水すいの間、兗州中央には城じょう頭とう子し路ろ、刁ちょう子し都との賊軍があった。しかし、城頭子路、刁子都は一応皇帝劉玄に下っていた。そして赤眉に類するような大規模の賊軍は河北にはいなかった。
  


  
    劉林答えて曰く「左様、堤つつみを切ってこれに灌そそげば、百万の衆を魚とすることが出来ましょう」
  


  
    劉秀、言葉が出ない。漸ようやく一呼吸おいて、劉秀、劉林に赤眉の話を何処から聞きつけたか尋ねる。劉林は邯鄲の至るところで話されていると言い、なおも劉秀が話の出処を訊くと、答えられず。また、劉秀が堤を切る策は何方が考えられたと訊くと、劉林は我なりとは言うが、具体的にどの辺りで切るのであろうかと言うと、地勢の善き所と答える。劉秀、ふむ、考えさせてくれと言うと、目線を劉林から外し、手前に置かれた剣に遣る。
  


  
    僅かな間を置いて、劉秀座り直して曰く「休和、御前の助言忝い。しかし、我はこれから撫循せねばならぬので、甚だ不躾でありますが、ここで失礼させて頂く」と拝礼すると席を立った。
  


  
    劉林、劉秀に如何為されますと伺うかがうも、劉秀、先を、真定に急がねばなりませぬと、劉林の問いに答えず、拝礼して部屋を出る。鄧禹も、それではお暇いとま仕ると拝礼して席を立てば、朱浮も同じく席を立ち、劉秀を追う。
  


  
    　
  


  
    疾風はやてのように廊下を抜けた劉秀が車に乗ると、後ろから続いて来た朱浮が車の傍らから尋ねて曰く「明公、劉休和の言われること如何」
  


  
    劉秀、向き直ると答えて曰く「先ず、素性が不明である。年齢から繆王元の子ではない、それは確かだ。しかしその子か孫かも知れぬ。次に赤眉、これはまさしく流りゅう言げん飛ひ語ごの類である。我らの知りうる限り、黄河の北に赤眉の本軍、大軍は居らぬ。次に、休和の策であるが、仮に赤眉が本当としても万民には多大な水害である。修復するにも数年掛かるかも知れぬ。また我は水害で流浪する民をして更なる賊軍を作るつもりは無い」
  


  
    そこで朱浮、些いささかぶっきら棒に席を立ったことを責めて劉秀に問いて、曰く「あのままにして宜しいのか。休和は、趙郡では知られた遊ゆう侠きょうと聞く通り、人を動かせます。自分で趙王を名乗り、自ら赤眉退治に出る、兵を率いる恐れがあります」
  


  
    劉秀、返して曰く「あのまま話を聞いても、我も休和も得ることは何も無い。休和は埒らちの明かない話をし、我はそれを只聞かされるのみ。また休和が兵を引くとして、何を名分と為す。休和が自ら王として立てるか。平干王は宣帝によって廃されれば、平干王を名乗るは皇帝に逆らうことになる」
  


  
    そこに鄧禹が割って入って曰く「されど、劉休和は声と身振りで大人数を動かせる人物では御座います。またあれは困ったことに、単純に話を信じ込む人柄のようです。よって自らを繆王元の子と信ずる者なり。しかし、自分では人を率いませぬ。なぜなら人を率いることができれば、そもそも明公に会おうとしませぬ」
  


  
    劉秀、口許を引き締めると朱浮・鄧禹に向かって言う、曰く「邯鄲には人を残す。劉休和も見張らせる。案ずるな」
  


  
    邯鄲には、耿純を留まらせ、劉秀は北に赴おもむく。真定の劉揚は耿純の叔父でもあるので、耿純を連れて行けば色々便べん宜ぎがあったが、劉秀一行で、邯鄲に睨にらみの利く人物と言えば、鉅鹿宋子の豪族耿氏以外になかった。不安はあるが、劉秀、それを振り切って車馬を進ませる。
  


  
    　
  


  
    男は机を起つ。周囲を確かめれば要用いりような物ばかりである。よって、只机の上を整理し部屋の外に出る。日は高くなっている。部屋を出たというのに男はまだ考えに耽る。曰く「いよいよ始る。さて史書を精読すれば、何が分かる」
  


  
    男には歴史上の事実、物語の帰結は見えている。しかし、それでは、男の欲する何が勝負の分かれ道と為ったかが読めない。それを知りたくて想おもいを凝こらすのである。
  


  
    真定しんてい
  


  
    　
  


  
    いつもの如く男は、広げた木もっ簡かんを巻き戻して棚に仕舞いて、別の巻物を広げ、見ては巻いて仕舞うを繰り返す。そうして男は、幾つかの書に目通しする。また声に出して呟く、曰く「両方、共に会った筈だ。しかし、記録が無い。如何いかなる会見であった、姉の婿なら、想像がつく。歓を尽くしたとしても不思議でもない。問題はもう一人との最初の会見なり。如何なる会見か。何なに故ゆえ会見の記録が無い」
  


  
    しばらく、上を見たり机を睨にらんだりしたが遂にううむと声に出して曰く「世に広めるには宜しくなく、また史家が意地を張って書くほどのことでは無かった。その程度くらいしか推測できぬわい」と、筆を執って竹簡に二文字を書く。
  


  
    さてと、男は書を開いて、また別の書を開いて、口に出して愚痴ぐちる、曰く「記述が異なる。自ら立ったのか、担ぎ出されたのか」。どのようなものであったかと、男は首を捻る。
  


  
    　
  


  
    邯かん鄲たんに若いとは言え、目端めはしの利きく耿こう純じゅんを置いてきた劉りゅう秀しゅう、北上を続け栢か人じんに泊まる。その劉秀を追い、目通りを願う者たちが漸ようやく追いついた。
  


  
    それを知った劉秀は先ず鄧禹とううを呼んで曰く「珍しい客が来た」と笑う。
  


  
    鄧禹問うて曰く「何人なり」
  


  
    劉秀答えて曰く「朱仲先しゅちゅうせんなり」
  


  
    鄧禹笑いて曰く「確かに珍しいかな」
  


  
    そして劉秀は鄧禹に曰く「我ら、長安の昔を懐かしむも良いが、鄧将軍には、仲先の同道人に会って貰えぬか」
  


  
    鄧禹僅かに眉を顰ひそめたが「御意」と答え叩頭して席を立つ。
  


  
    　
  


  
    劉秀、朱祐しゅゆうを部屋に招いて曰く「我と卿のみ、今なら外に話せぬことも話せよう」
  


  
    朱祐答えて曰く「そのため鄧仲華とうちゅうかを外させられたか」と部屋の外に目線を遣る。
  


  
    劉秀は黙って頷く。
  


  
    そこで朱祐は嘆息して曰く「我は伯升殿を敬慕していた。だから、あの最期に義憤し」と劉秀に目を遣り、続けて曰く「劉公が我を遠ざけたのも不審に思い、一人怨嗟えんさせり。今なら分かり申す。あそこで劉公が憤いきどおりに身を任せても、伯升殿の仇を討てるどころか今頃は九泉に在ったであろう」そして劉秀の目を視る。
  


  
    劉秀は何も言わぬまま話を続けるように促うながす。
  


  
    朱祐曰く「我、孝孫こうそん殿に説かれり。「元々仲が良かったのに、今汝は長安に行くと言う。河北へ行くべし。我は労苦の吏を劉公に託そうと欲す」。故に今ここに来たる」
  


  
    劉秀答えて曰く「相あい解わかった。我、卿に護軍ごぐんを任せたいと思うが如何に」
  


  
    朱祐それに対して黙って叩頭し、受諾の意思を伝えた。もはや朱祐は劉秀を咎めなかった。劉秀も自らを弁ずることなく朱祐を責めることもなかった。
  


  
    　
  


  
    他方、体の良い人払い役なりしかと鄧とう禹うが不平を覚えながら、その人物に会う。男は落ち着き、如何にも吏士然としている。
  


  
    鄧禹曰く「我は鄧仲華、若輩じゃくはいでは御座りますが、劉公の将を仰おおせつかり、目通し役を務めております」
  


  
    その男、答えて曰く「南陽なんようは西鄂せいがくの陳ちん子し昭しょうと申します。これは我が長ちょう史しを勤めておりました興徳こうとく侯劉孝孫殿から戴いた書状でございます」
  


  
    陳ちん俊しゅん、若くして長安に学び、戻って郡吏と為る。漢兵そして劉りゅう玄げんが立ち、太常将軍となった劉りゅう嘉かの長史となる。陳俊、常山郡曲きょく陽ようの県令を任じられた故、朱祐らに同道する。その陳俊、名乗って、檄を鄧禹に預ければ拝伏し、他は言わず。
  


  
    鄧禹が読み終えても拝伏したままであれば、推薦状の通りの人物なりと、鄧禹、劉嘉の書を束ねれば、我について参られよと、劉秀の部屋に至り、陳俊を劉秀に繋ぐ。
  


  
    劉嘉の推薦状を読みたる劉秀、陳俊に言いて曰く「君を左右にと欲す。小県何ぞ貪るに足ろうや」
  


  
    陳俊、それを受けて県令の印綬を解いて曰く「それでは明公にお託し申します」
  


  
    劉秀、すなわち陳俊を安あん集じょう掾えんと為す。
  


  
    　
  


  
    次に鄧禹が会った男、背はそんなに高くはないが、実にがっしりとした体たい躯く、鄧禹の脳裏には、強こわ面おもてという言葉が浮んだ。
  


  
    鄧禹曰く「我は鄧仲華、若輩じゃくはいでは御座りますが、劉公の将を仰おおせつかり、目通し役を務めております」
  


  
    その男、答えて曰く「老ろう若にゃく、関係御座りませぬ。皇帝は幼くとも皇帝になり、劉公は若くとも大だい司し馬ばに為られますれば」
  


  
    鄧禹、強面は顔だけではないなと思い、言葉を返して曰く「しかし」、にこりと笑って続ける「太公望は翁おきなで御座り、翁ゆえの知恵と分別ふんべつを持ち足ればこそ」
  


  
    しかし、その男も黙っておらずに、直に返して曰く「若き者、老いることは可なれど、老いた者、再び若やぐことは不可なり」
  


  
    鄧禹、下手に反論するは下策なりと思えば、切り返して曰く「なれば、我も老いれば、卿の如く賢くなりたいもので御座います。ついぞ卿の名を聞き忘れ申した」
  


  
    ここでこの男、自ら名乗るを忘れていたことに気付いて、曰く「老若に拘かかわらず申し忘れたは詫わび申そう。賈か君文くんぶんと申す。南陽は冠かん軍ぐんの出で、舞ぶ陰いんの李り生せい先生に学を習いたり」
  


  
    鄧禹は十も半ばで、長ちょう安あんに遊学に行く秀才、賈か復ふくは強情な性格であるが、そのため学問に対しても正論で望む。話し合えば合うほど、互いの素地が深く正確に読み取れる。鄧禹がこやつ、顔に似合わず、頗すこぶる学に通じているのおと、賈復に感心し、賈復も、この若造、この若さにしてどれだけ物を知っているのだと、鄧禹に敬服する。
  


  
    鄧禹、自分は目通しの役であることを思い出し、問いて曰く「卿、何ゆえ劉公の陣営に来られる由よし」
  


  
    賈復答えて曰く「大司馬劉公に、我を使わぬかと尋ねる由故。これは大将軍興徳侯劉孝孫殿の書状なり」
  


  
    鄧禹、劉嘉の推薦状を拝読する。
  


  
    この賈復、赤せき眉びの乱が起こる前には、県の為に河か東とう郡に塩を求めに行き、他の者が賊に品を奪われるが、唯一人守り通して、その名を県中に知らしめた。赤眉の乱が生じれば、衆人を集めて自らを将軍と号した。劉玄が立ち、大将軍王劉嘉が冠軍に至って、賊の延えん岑しんを討とうとすれば、賈復、衆を率いて劉嘉に帰き属ぞくし校こう尉いと為った。
  


  
    その後、皇帝劉玄の政は乱れ、諸将が放ほう縦じゅうなるを見て、劉玄よりも本家筋に当たる劉嘉に説といて曰く「尭ぎょう・舜しゅんは禅ぜん譲じょうによって世を統すべ、これに至ること能わざるは、殷いんの湯とう王・周しゅうの武ぶ王で、放ほう伐ばつによって世を統べ、湯王・武王に至ること能わざるのは、斉せいの桓かん公・晋しんの文ぶん公で、覇は権けんによって世を統べ、桓公・文公に至ること能わざるのは、戦国六りく国こくで、均きん衡こうによって世を定める。六国の規範を定めて、安あん寧ねいを貪むさぼって守ろうとして、至ること能わざるが、六国を滅ぼしたる所以ゆえんなり。今、漢かん室しつは中興し、大将軍は親戚を以て藩はん輔ぽとなるが、天下は未だ定まらずして、安寧を貪って保たもつ所を守りしも、保てなくならざるか」と、劉嘉に皇帝劉玄から独立し新たな政体を作ろうと促うながした。
  


  
    劉嘉答えて曰く「卿の言、大なり、我が任に非ざるなり。大司馬劉公は河北にいる。必ず能よく用いてくれよう。只我が檄げきを持って行け」
  


  
    故に今、賈復、劉秀を訪おとなった。
  


  
    鄧禹、これを先に見せれば良いものをと思いつつ、劉嘉の書を束ねれば、我について参られよと、劉秀の部屋に至り、賈復を待たせて部屋に入れば、即座に賈復、劉秀に召しょう見けんされる。劉秀、その人物に威い厳げん整ととのい貫かん禄ろく備そなわるを見、鄧禹から将しょう帥すいの器なりと言われれば、即ち、賈復を破虜将軍の督とく盗とう賊ぞくに為す。
  


  
    また朱祐らは、冠軍の人、杜と茂ぼ、字は諸しょ公こうを同道すれば、劉秀、これを結局掾えん史しと為す。
  


  
    柏人を出立する際、劉秀、賈復の馬がやつれたるを見れば、車しゃ駕がの四頭のうち外の副そえ馬を外して賈復に賜たまわる。衆人、あの体躯では馬がやつれるも無理は無いと言い合う。
  


  
    北の鄗こう県に至るまでに賈復は、一行内部で不満の種となった。賈復、同輩と見れば、好んで挫くじく悪あく癖へきがあった。
  


  
    例えば、大司馬の督、段だん孝こうの隣に座し、段孝が咎とがめて曰く「卿は大将軍の督盗賊、我は大司馬の督、席次異なれば共に座すを得ず」
  


  
    されど賈復、顔色も変えずに返して曰く「共に劉公の吏であれば、何の尊卑か有ろう」と座し続ける。
  


  
    官属は共々、こうした賈復の不遜な振る舞いに耐えかね、賈復を追い払おうと、常じょう山ざん郡の県令・都と尉いを任命するに当って、賈復を鄗県の都尉に為して遷うつそうする。劉秀、大おお舅おじ張ちょう況きょうを元げん氏しの県令に為す等、人事を見直すが、賈復の件を許さず、曰く「賈督は敵を千里の向こうに掃う威あれば、督盗賊に任ず。欲しい侭ままに除こうとする勿れ」
  


  
    　
  


  
    賈復を留めた一行は常山、更に太守の居る元氏に入れば、劉秀、太守の鄧とう晨しんと久方振りに会う。ここで劉秀、歓かん待たいを受けるが、同時に鄧晨を交えてこの先如い何かにすべきかと評ひょう定じょうを開く。問題は真定王劉りゅう揚ようである。劉秀陣営、どう対応するかで意見が二つに割れた。すなわち、劉秀が帝の代理として立ちて真定王の膝ひざを屈くっさせるか、劉秀が帝の使いとして膝を屈すべきかという問題である。新しん興こう勢力である南陽の劉氏には、こういう場合の作さ法ほうの知識は皆かい無むである。鄧晨は相手の出方を窺うべきと言い、劉秀はまず真定に入って、配下同士でどうすべきかを探らせることにした。鄧晨は冀き州を押えるのは真定王劉揚を味方にすることと言い、数日元氏に居ようという劉秀に出立を促うながした。劉秀は只一日の会合を惜しむが、県令に張況を置いて常山元氏を抜け、真定に入る。
  


  
    その劉揚、王莽によって王から侯に降ろされ、更に庶民に落とされて十四年、流儀作法を知る者も身辺に残っており、それゆえ王侯の流儀で自ら復位し、皇帝劉玄がそれを認めることになり、最早その形式のみが問題であった。しかし、劉秀・劉揚、どちらの膝を屈するかは、実は力関係である。そのため真定王の配下は大司馬である劉秀に膝を折らせたがった。それが分かると、劉秀一行で、いや真定王を王として認めるのは皇帝であり、それを代行するわけだから大司馬は皇帝代理の立場に立つべきだという意見が強く出た。劉秀は耿純を邯鄲に置いてきたことを悔くやんだ。劉揚が何を考えているか分かりさえすれば、悩む事は無かった。仕方なく、劉秀は如何にも劉秀らしい決断を行う。
  


  
    　
  


  
    広間に通された劉秀らは、真定王劉揚の前に膝を屈する。
  


  
    真定王劉揚は大司馬劉秀に声を掛けて曰く「劉大司馬、遠路はるばる御ご足そく労ろうであった。余に用件とは如何なる」
  


  
    劉秀、打ち合わせ通りと思うが、その打ち合わせ通り返して曰く「帝の命により、印いん璽じを届けに参りました」
  


  
    袋から取り出したる印璽を掲げる。
  


  
    劉揚、曰く「大たい儀ぎであった」と恭うやうやしく受け取る。洛陽で急ぎ作らせた印璽である。「真定王璽」と彫られている。
  


  
    劉揚、曰く、「不ぶ躾しつけながらここで拝見させて頂く」と印璽を取り上げて、仔し細さいに眺ながめ見る。
  


  
    劉秀、打ち合わせには無いことだと思いながら、顔を伏せて待つ。
  


  
    劉揚、ぽつりと小声で曰く「王莽に奪われた印璽はもっと立派であったぞ」、そして声を大きくして曰く「まさに真定王の印璽なり、確かに拝領いたした」と印璽を脇の者に預けると、最後に曰く「下がりた給たまえ」
  


  
    劉秀、それを受けて下がる。
  


  
    　
  


  
    当てがわれた官かん舎しゃで、劉秀は鄧禹を部屋に呼び寄せて尋ねて曰く「真定王劉揚を如何に思う」
  


  
    鄧禹答えて曰く「小器で御座いますな。御おん身みを大きく見せるため、明めい公こうをぞんざいに扱われました」
  


  
    劉秀曰く「その通り、我を引き立て役と為した。だが、帝に逆らうわけではない」
  


  
    鄧禹曰く「今はそうですが、将来は分かりませぬ。王は帝を知らぬゆえ」
  


  
    劉秀曰く「禹よ、穏やかならず」
  


  
    鄧禹にこりと笑うと曰く「王、知らぬは帝のみならず、世も知らず。それゆえ王を確実な味方に引き留めるには、世の噂を周囲に埋める必要があります」
  


  
    劉秀、鄧禹の意図いとが読めずに尋ねて曰く「如何にせよと言うのだ」
  


  
    鄧禹答えて曰く「今、明公は東西に長い真定国の西部に居られます。まっすぐ北に行くのではなく東にゆっくりと抜けましょう。真定国を十分に労ねぎらいながら」
  


  
    劉秀言い返して曰く「まだ分からぬ。我が労いながら通れば、真定王は何故我に味方する」
  


  
    鄧禹答えて曰く「小器な人物、実像を見てその卑ひ小しょうさを貶けなし、虚像を見てその遠大さに慄おののく」
  


  
    劉秀曰く「解かいせり、故に我に虚像を成せと」
  


  
    鄧禹曰く「まさに」
  


  
    劉秀一行は、真定を出るとゆっくり稿こう、稿こう城じょう、肥ひ累るいを通る。民の様子を尋ね、請願せいがんを受ける。国とは言えこれは郡県と同じである。これは漢の旧制がそうであり、漢の旧制に従う劉揚、その積りでなければ王に返り咲くことも能あたわざれば、これを認める。
  


  
    その一方、鄧禹は劉秀の好みでないと分かっているので劉秀には断らず、宿舎・広場・市でわざと王おう覇は・傅ふ俊しゅんらに昆こん陽ようの戦いを大いに語らせる。王覇・傅俊は、陽よう関かんで見た百万軍勢の恐ろしさを語る。そして城を抜け出し兵を集め、敵将王おう邑ゆう・王おう尋じんを先頭切って破り、更には雷雨の中で大軍を破った劉秀の武勇を説とく。鄧禹自身、劉秀が如何なる戦いを行ったか仔細は知らぬゆえ、詳つまびらかに尋ねる。熱を帯びた語り手の周囲には人垣が出来る。話が突拍子とっぴょうしも無いと思えると鄧禹は傍かたわらの臧ぞう宮きゅうに真かと訊く。臧宮は朴訥ぼくとつにただ「肯こう」「否ひ」と答える。王覇・傅俊、愚直ぐちょくな臧宮が居る故、熱を帯しも大おお法ぼ螺らは吹かず、ただ見たままを語ろうとする。
  


  
    百万と号する軍勢を数千で破ったのは事実である。実質、甲冑で身を固めた兵が四十二万で、天候を味方にした奇襲策で勝ったと雖いえども、それで武ぶ勲くんが揺らぐ訳でない。噂は尾お鰭ひれを付ける、その戦場で戦った猛も者さたちが真っ正直に語っていても、それを聞いた者たちは、自らの帯びた熱を又また伝づたえに重ねて膨ふくらませる。劉秀は鬼神に祭り上げられ、何時の間にか、王莽の司し徒と王尋を討ったのは劉秀自身とされてしまう。
  


  
    そうして、虚像を為しながら、一行は真定国を抜け、和わ成せい郡は下か曲きょく陽ように入る。太守邳ひ彤とうは城を挙げて降り、劉秀はまた邳彤を太守と為す。慰い留りゅうを望まれ数日を過ごして、劉秀は北へ向かう。
  


  
    　
  


  
    劉秀がなんとか真定王との会見を済ませた頃、困っていたのは劉秀に去られた邯鄲の劉りゅう林りんである。赤せき眉びの軍が漳しょう水すいの東に現れたという噂を信じ、それがため大司馬劉秀に討って貰おうとしたが、劉秀は真定に去ってしまった。そこで、悩んで知ち己きの卜ぼく者しゃを訪れる。
  


  
    耿こう純じゅん、放った間者よりその話を聞くが、占い師を訪れるというので気に留めず、放って置いた。
  


  
    その卜者、卜ぼく占せん・人相見を生業なりわいとするが、天文暦に明るい。姓名を王おう郎ろう、或いは王おう昌しょうという。
  


  
    王郎、劉林の話を聞いて、曰く「つまり兵を集めるために、王族の名が必要と言われるか。そこもと、平へい干かん繆びょう王元げんの御子息、汝が立たれれば良いではないか」
  


  
    劉林答えて曰く「平干繆王元の後は宣せん帝によって絶たれたゆえ、立てば逆賊となる。今上帝が我を王とすれば良いのだが、大司馬は許されまいと言う。当てにしていた大司馬は北へ去られた。そこでだ、汝に聞いた人を明かして欲しい」
  


  
    眉を顰ひそめた王郎は、しばし思案する。王郎は、邯鄲が立てられる人物というのを以前にも豪族たちに尋ねられ、こういう者がいる、と話していた。
  


  
    王莽が漢を簒奪した当初、長安に自ら成せい帝の子の子し輿よと称する者が現れ、王莽はこの者を捕えて殺した。この殺された男は、真なる子輿を騙かたった者である。実際に成帝の子の子輿なる人物がいたのである。その真なる者は、成帝の歌姫の子である。この歌姫が身籠みごもり産所に詰め、その子を産むや、皇后趙ちょう飛ひ燕えんが害そうとするが、赤子を掏すり返る事で難を逃れた。この子輿が十二歳の時、成帝の子と知る郎中・李り曼まん卿けいによって蜀しょくに連れられ、十七の時には丹陽たんように至り、二十の時には長安に戻った。この時、劉子輿、懇ねんごろにしていた武ぶ仲ちゅうという男に素す性じょうを明かした所、武仲、自ら劉子輿と名乗り出た。これが殺された騙り者であった。事件の後、真なる者は中ちゅう山ざんを転々と、趙・燕えんを行き来し、漢を復す時を待った。王郎が劉林らに示したのは、この劉子輿の存在であった。
  


  
    王郎が口を閉ざしてしばらく、劉林は焦じれて問い詰めて曰く「その方はどちらにいらっしゃられる」
  


  
    王郎曰く「我が言を信じられるか。捕えて殺そうとお思いではないか」
  


  
    劉林返して曰く「我らの上に立ってもらえばこそ。赤眉はすぐそこまで来ておる。それに何故に害さねばならぬ。疾とくとお教え願いたい」
  


  
    王郎は、しばし待たれよと言うと、立ち上がり、部屋の周りを調べ、裏手から外を窺うかがい、人ひと気けが無いことを確かめて戻る。宜よろしいかと劉林に向かうと、立ったまま厳かに喋る。
  


  
    王郎曰く「成帝の子、劉子輿は」、一拍置いて続け、「我なり」
  


  
    劉林はぎょっと眼を見開いて王郎を見上げる。
  


  
    王郎は静かに続けて曰く「我は、卜者として世に潜ひそみ、趙・燕を巡り、時を待った。劉子輿を信じ、これを立てて復漢ふっかんしようとする衆を求めて、これはと思える人には、我の流りゅう離り譚たんを伝えた」
  


  
    劉林、はっとし顔を伏せ、額ぬかづく。劉林は王郎が以前から言っていたことを思い返す。王郎は劉子輿を詳つまびらかに知っている。王郎は劉子輿に連絡を取ることができる。王郎は劉子輿を御歳三十三と言っていたが、王郎の外見の年齢もその程度である。王郎が劉子輿であれば、当然である。
  


  
    劉林、声も絶え絶えながら答えて曰く「これは畏おそれ多きかな。この劉りゅう休きゅう和か、思い至りませなんだ」
  


  
    王郎、腕組みして曰く「しかし、難しい。前にも言った通り、劉子輿は、昔、素性を明かして裏切られた故、それ相当な保証が無ければ、衆の前に姿を見せる訳には参りませぬ」
  


  
    劉林曰く「何とすれば、汝、いや陛下を説得できましょう」
  


  
    王郎返して、曰く「人と地と天。すなわち劉子輿を信ずる衆があり、見まみえるは劉子輿のみ一人逃れられるような場所、時は夕暮れの後、人に知られぬ時なり」
  


  
    劉林は答えて曰く「心得た、備えん」
  


  
    そして劉林が去った後、一人座したる王郎は呟つぶやいて曰く「北に王帝の気配ありと、来て見れば」、そして口を閉じると、口許くちもとを弛ゆるめて微かすかに笑う。
  


  
    車に乗り、考えながら自分の館に戻る劉林、車を降り、館につき部屋に戻ると、帯た剣を外す。その平干繆王元の青銅の剣を手に取りじっと見て、最後に吐息して呟く、曰く「真しん贋がんは問わず、畢竟ひっきょう、立てられる者がおれば良し」
  


  
    劉林、早速、賓ひん客きゃくたちに準備をさせる。
  


  
    　
  


  
    王郎は、劉林の用意した場所に漸ようやく納得した。邯鄲の城の外の風雨を避けるだけの四阿あずまやを戸で囲ったものである。その中に信じる者は入り、中から閂かんぬきを掛けて、只、窓を開けて待ち、外から劉子輿は来るが、もし危険と思えるなら劉子輿は即座に夜の帳とばりに逃げられるようになっていた。月の明るい夜、劉林密ひそかに自分の屋敷を出、豪族の李り育いく・張ちょう参さんらと、そこで待った。やがて辺りを慎重に窺いながら、王郎がやってくる。
  


  
    劉林は打ち合わせていた通り問いて、曰く「帝は来られるか」
  


  
    王郎はその前に問い返して曰く「汝らは皇子劉子輿を信じる者か」
  


  
    諸衆は全て肯き、王郎は更に問いて曰く「汝ら、劉子輿を見ずして、我の言よりそれを信じるという。然しかりか」
  


  
    諸衆はまた頷き、王郎は最後に問う「ならば、劉子輿が如何なる人であろうと、汝らは疑わぬと言うのだな」
  


  
    諸衆は王郎の含みを些いささか訝いぶかしく思えど、劉林の「諾」の声に促されてまた頷く。
  


  
    王郎曰く「漢の成帝の子、劉子輿は」、一拍置いて続け、「我なり」
  


  
    諸衆は声を上げ掛けたが、かろうじて押えた。
  


  
    王郎は静かにその流浪の人生を語り続けて、最後に結んだ、曰く「この様に、我は卜者として世に潜み、時を待った。我を信じ、共に復漢の兵を立てる者を求めて」
  


  
    劉林、自分に語ったのと全く同じ台詞せりふであると思うも、即座に顔を伏せ、膝を屈すると大声を上げて曰く「陛下の御前ですぞ、皆みな屈せん」
  


  
    諸衆、皆な膝を屈する。諸衆、劉林の導くまま王郎を成帝の遺い児じとして認め、これを帝に立てようと欲す。邯鄲の豪侠の劉林・李育・張参が檄文を書き伝える。たちまち、王郎の元に赤眉に対するために兵士が集まり始めた。
  


  
    　時は更始元年、十二月半ば。劉林らは車騎数百を率い、明け方、邯鄲城に入って、古の趙王の王宮に止まり、王郎を立てて天子と為す。劉林を丞じょう相しょうと為し、李育を大司馬と成し、張参を大将軍と為した。それぞれの地方に将帥を遣わし、幽州、冀州を調略しようとする。
  


  
    檄文を飛ばして曰く「各州の刺史、郡の太守に詔みことのりす。朕ちんは成帝の子の子輿なる者なり。昔、趙氏の禍わざわいに遭い、更に王莽に天下を簒さん奪だつされしも、朕の天命を知るものによって護られ、黄河の岸に身を逃れ、趙・魏に跡を隠した。王莽は位を盗んで、罪を天から獲て、故に天てん佑ゆうは漢に来る。東とう郡太守翟てき義ぎ・厳げん郷ごう侯劉りゅう信しんは兵を挙げ、胡こ賊ぞくをして漢に出入りさせる。天地万ばん象しょう、朕の隠れて人の間に在るを知り、南陽の劉氏、その先駆けと為る。朕は天を仰ぎ見て、ここに興り、十七日壬じん辰しんを以て趙宮に即位する。祝しゅく気きは重いほどに立ち昇り、時に応じて慈じ雨うを齎かもす。世に聞くに国を治めて子の父を継ぐは古今変わらず。劉りゅう聖せい公こうは未だ我を知らず、故に暫く帝号を持した。諸人、義兵を興し、皆な以て朕を助ければ、皆な当まさに封地を授さずかり幸いを子孫に享きょう受じゅさせるべきなり。既に、劉聖公及び太守翟義に詔し、速すみやかに功臣と共に天子の地に到らせよう。懸念すべきは、刺し史し・太守は皆な劉聖公の置いた者にて、未だ朕の隠棲せるを見ず、或いは去就を知らず、強き者はその力を頼み、弱き者は恐れ惑う。今万民は、傷つき痛むこと半数を越え、朕甚はなはだこれを悼いたむ。故に使者を遣つかわして詔しょう書しょを分ち下させる」
  


  
    すなわち、王郎、民が漢を慕うを以て、亡き東郡太守翟義は死なずと言いて、人望に従う。
  


  
    　
  


  
    劉秀陣営で、この変にいち早く気づいたのは、耿純であった。監視していた劉林がふと姿をくらまし、警戒していると、邯鄲の豪族らが城内から消え去ったという報を受けた。耿純は流石さすがに王郎が挙兵するというのまでは読めなかったが、万一に備えて周囲の者に身み支じ度たくをさせた。邯鄲城に入った王郎らは劉秀の残していった耿純らを捕えようとするが、耿純は既に節を携えて配下と共に夜半に城を抜け出していた。日が昇ると、耿純は節を用いて道中の車馬数十を徴用し、すぐさま北は宋そう子しへ向かった。
  


  
    　立った王郎、大司馬李育に兵を率かせ、漳水を見張らせる。しかし、そこには赤眉の影も形も無かった。虚の赤眉、虚の劉子輿を実の帝位と為したのみである。されば、王郎、幽ゆう州、冀州を収め、皇帝劉玄の太守・刺史を配下に押さえさせ、皇帝劉玄の大司馬劉秀を捕えよと檄を飛ばす。
  


  
    　
  


  
    男は、また口に出して曰く「賊軍が河向こうにいるとする噂も、件くだんの卜者が流したとすれば、全ては、卜者の思いのままに進んだようにもなる」
  


  
    腕を組んで外し、天井を見て床を視る。男は最後に首を振って言う、曰く「この時、誰もが皆な噂に流されていた。噂が噂を生み、意外なことを生じた。それのみなるか」
  


  
    男は、また筆を執るとまた二文字を書く。
  


  
    盧奴ろど
  


  
    　
  


  
    　王おう郎ろうの挙兵なぞ何も知らない劉りゅう秀しゅうは、下か曲きょく陽ようからまっすぐに北に向い、中ちゅう山ざん郡に入って撫ぶ循じゅんし続ける。中山郡太守は、嘗ての紅こう陽よう侯王おう立りつの末子、王おう丹たんである。王立は甥の王おう莽もうと反目し合う故に、就ついた国である南なん陽ようの劉氏に便べん宜ぎを図った。因って王丹、王莽の新しんを倒した漢かんの皇帝劉りゅう玄げんの謁えっ者しゃにも降って、今また劉秀を喜んで迎える。一方、遮二無二しゃにむにに車馬を走らせた耿こう純じゅん、宋そう子しに着けば、一族郎党に劉秀の居所を探し出させる。直ぐに宋子の北にある下曲陽から更に北、盧奴に劉秀在りと分かれば、耿純、従兄弟いとこ耿こう訢きん・耿こう宿しゅく・耿こう植しょく共々と、盧奴に馬を走らせる。噂を広めたつもりは無くとも、耿純の行動は宋子を起点として異変を伝えることになり、冀き州北部へ一番早く王郎の挙兵を喧けん伝でんした。そして、その噂は、宋子を通り過ぎるだけの旅人にも影響を与えることになった。
  


  
    その旅人の一人に耿こう弇えん、字は伯はく昭しょうという青年がいた。二十一歳というまさに若人である。父の耿こう況きょうは上じょう谷こく太守で、王莽に任じられたため、劉玄が立つとなれば身を案じ、若いが頼りになる耿弇に、帝に奏を奉じさせ献上品を出し、身の保全を図ろうとしていた。長子耿弇が洛らく陽よう・長ちょう安あんへ行こうとするのは人質の意味もあった。
  


  
    耿弇の副使である孫そん倉そうと衛えい包ほうは共に謀って曰く「劉りゅう子し輿よは成せい帝の正統である。これを捨て置き帰き順じゅんせず、遠くまで行ってどうする」
  


  
    耿弇、剣柄に手を掛けて曰く「劉子輿は単なる賊、遂には降こう虜りょとなるであろう。我は長安まで至って、国家のために漁ぎょ陽よう・上谷の兵馬の用益有らんことを述べん。邯鄲を避け、西方の道、太たい原げん郡・代だい郡を往復して還かえれば数十日。帰って突騎とつき兵を発し、烏う合ごうの衆を蹂じゅう躙りんすれば、枯れたものを砕き、腐りしものを潰つぶすが如くなるのみ。汝らを見るに誰に就つくかを知らず。族ぞく滅めつさせられるも遠くない」
  


  
    孫倉と衛包、従わず王郎に降ろうと欲し、逃亡した。耿弇一人、宋子から北は代郡へ行こうとすれば、道中、大司馬劉秀が盧奴に在ると聞き、そのまま馬を馳はせて北上するや、拝はい謁えつを願う。
  


  
    　
  


  
    　殆ほとんど叩き起こされるようにして、耿純らから王郎挙兵せりの報を受け取った劉秀、まさに寝耳に水であった。当初、寝ぼけ眼であった劉秀、邯鄲が反逆したと悟ると、途端にかっと目を見開いた。もう一度最初から話を順序だてて話してくれと頼むと、まんじりとせず聞き込む。
  


  
    話が一段落したと見ると、劉秀は尋ねて曰く「王郎とは如何いかなる者か。我知るのは卜ぼく占せんの徒の王郎のみ」
  


  
    耿純答えて曰く「その卜者の王郎が、成帝の落とし子、劉子輿と名乗って挙兵いたしました」
  


  
    劉秀返して、曰く「成帝の落らく胤いんと名乗っただけで兵が集まる筈がない」
  


  
    耿純答えて、曰く「劉りゅう休きゅう和からが持ち上げました」
  


  
    ここで劉秀は飲み込めた。赤せき眉びの不安が劉林らを中心とする豪族を動かし、王郎が格好の御輿みこしとなったのである。劉秀は帝に担ぎ出された劉玄を思い出す。劉秀、伏せる耿純を見る。劉林を見よと邯鄲に残したが、出し抜かれた。叱責しっせき覚悟かくごで、一報を伝えんがために早馬を飛ばしてきた。胆が据すわった男だ。そこで劉秀は何日挙兵が起こったかを尋ねる。僅わずかに三日前、車馬を走らせ強行を重ねてきたのが良く分かった。
  


  
    劉秀は伏せる耿純を労ねぎらって、曰く「実にご苦労であった、僅かでも評ひょう定じょうを重ねることが出来るのは汝のお陰である」
  


  
    劉秀、次の日の朝にどう対応するか議すこととし、一日の間、一同に策を練らせて後、評定の冒頭にこう話し始める。先ず王郎と和するか反そるか。王郎は皇帝と称した、これは劉秀の戴いただく皇帝劉玄と和せないことを意味する。先ずそれだけを確かめ議する。反るとすれば戦うか、いや大司馬とは言え劉公は軍を率いてきた訳ではない。方や王郎は邯鄲を掌しょう中ちゅうに入れたという、これは敵に数万の兵士があることを意味する。では逃げるか、何処いずこへ、真南の洛陽に逃げたいが、間に邯鄲がある。では東南へ迂う回かいすべし。それでは黄河を渡れば城じょう頭とう子し路ろ、刁ちょう子し都とに当る。彼らは味方であるのが幸いだが、或いは赤眉に当たるかも知れない。西南へ、つまり真しん定てい国に入れば。真定王はどう動く、大司馬劉公に味方するか、それとも王郎に味方するか。劉秀、耿純を促うながせば、耿純、真定王は自らを王と認めるなら、何いずれにも味方しましょうと言う。
  


  
    耿純更に続けて曰く「真定王、劉公を懐ふところにし、王郎に劉公の首と引き換えに真定を安んじようと誘われれば、劉公の首を差し出しましょう」
  


  
    一同愕然とするが、目にした真定王では、それが当然に思えた。南には行けないか。いや東南へなら、赤眉に当たるとも限るまい。しかし、それは憶測でしかない。真直ぐ東は海に至るしかない。西なら山また山、盧奴からでは切れ目なく、車馬が使えない。なら北だ。しかし、北に行って何がある、誰か味方してくれるとでも。論議は低回し、埒らちが上がらず、一日が無駄に過ぎて行く。
  


  
    　
  


  
    劉秀自身も尚も考えている夕刻、来訪者があると護ご軍ぐんの朱しゅ祐ゆうに告げられる。何処どこかの太守の長子がお目通りしたいと言う。鄧とう禹うはと劉秀が尋ねれば、鄧将軍は劉公の命にて、冀き州北部を窺うかがいに参いっておりますと答える。そうであったと、仕方なく、劉秀、一通りの礼儀を持ってその若造と目通りし、我は今忙しいが、しばらく留まれば相手も出来ようと言うと、若造を吏と為し、取り敢えず朱祐に預ける。
  


  
    預けられた朱祐も困ったが、堅苦しい性格から、先ずはどれほど教養があるのかを問い始める。『礼』について尋ねてもすらりと答え、『詩』についてもすらりと答える。朱祐、背筋を伸ばして誰に習ったかと問うと、父他から習ったと答える。ご尊父そんぷはと朱祐が問うと、既に話しているが、解されていなかったと分かり表情を曇くもらせるが、息を整えて答える、曰く「我が父は上谷太守耿況、字を俠きょう游ゆうと申す。父は経に明るきを以て郎となり、王莽の従兄弟王おう伋きゅうと共に安あん丘きゅう先生に学び、上谷太守と為る」
  


  
    朱祐、これは本当に上谷太守の子息と理解する。そこで、盧奴の北東に位置する上谷の太守の子息が何故南からやって来たのかを尋ねる。若造、仔し細さいを答え、上谷・漁陽の突騎を用いんことを願う。朱祐、この若造耿弇を従えて、即座に劉秀に目通り願う。劉秀、朱祐から仔細を聞き、耿弇に直に話させる。
  


  
    耿弇曰く、｢上谷・漁陽の突騎を従えれば、邯鄲は落とせましょう。我に帰って兵を発せさせんことを｣
  


  
    これを聞いて、劉秀は笑いて、曰く「小しょう輩はいにして、大志を抱かんか」
  


  
    劉秀、耿弇を大いに気に入る。
  


  
    　
  


  
    南からの王郎勢力が延び、劉秀らは止むにやまれず北へ、薊けいに向かう。時間稼ぎでもあった。しかし、劉秀らの思惑おもわくには北に抜けられれば、耿弇の考えたように代郡・太原郡から長安へ抜ける道があった。劉秀の辿たどってきた道自体、秦しんの始し皇こう帝ていが邯鄲を通って巡幸した道筋であり、匈きょう奴どさえ許せば、始皇帝と同じく薊から西に回って雲うん中ちゅう郡・上じょう郡を抜けて長安に至ることも出来ない訳ではなかった。
  


  
    評定の中に居て、耿純は今更ながら、劉りゅう林りんの動きを掴つかみきれなかったことを悔やむが、劉秀を頼れない今、従兄弟らと宋子に戻り、兵を集め、これを守ろうと欲す。
  


  
    耿弇は劉秀に同道し、度々たびたび召めされて語らい合い、父に檄げきを送る、曰く「大司馬劉公、常に無い大人物なり、この人に就つかねば、就く人無し。我自ら疑うに、我年少であれば信じて貰えず。宜よろしく自ら来るべし」
  


  
    劉秀一行、北に進めど王郎の噂は強まり、劉秀の配下も一人また一人と去るものが出だした。劉秀の配下の賓ひん客きゃくに至っては、尚更であった。王おう覇はもまたそれに悩んでいた。
  


  
    劉秀、王覇を激励して曰く「潁川にて我に従いし者、皆みな逝いく。しかるに子なんじ独り留まる。努力せよ。疾風しっぷう、勁けい草そうを知る」
  


  
    風が吹いて、草が強いか弱いかが分かる。苦難に遭って、人が強いか弱いかが分かるのだ。劉秀、自らが強き草であることを示さねばならぬと、深く思う。
  


  
    　
  


  
    　男は机を立つと、背を向けて考える。地図を取り出して机の上に広げ、頓とん丘きゅうを見つけると筆の柄で小突き、にこりと笑う。真顔に戻って、邯鄲、真定、下曲陽、盧奴、薊を順に小突く。鬚を空いている手で扱しごくと、宋子、邯鄲、宋子、盧奴、宋子と小突く。また、上谷沮そ陽よう、薊、宋子、盧奴、薊と小突く。
  


  
    男はぽつりと呟つぶやいて曰く「頗すこぶる面白い。若もし、彼の智将、ここを通らねばどうなっていたであろう」、そして宋子をこつりこつりと小突く。
  


  
    また呟いて曰く「それより問題はここだ」と、筆の柄でくるりと薊を回る。筆を持ち返ると腰掛けに座り、竹簡に一文字書き加える。
  


  
    　薊けい
  


  
    　
  


  
    　戦国七雄の燕えん国の首都であり、今は広こう陽よう郡の都・薊は、北域の噂が流れ込み、練られて流れ出す処ところであり、故に世相の節目でもあった。劉りゅう秀しゅうが河北かほくに出るまでに、既に皇帝劉りゅう玄げんの謁者えっしゃらがここに至った。その一人史書に名が残る謁者韓かん鴻こうが薊に来ると、薊の北東の漁ぎょ陽よう郡から彭ほう寵ちょう・呉ご漢かんが出迎えた。
  


  
    彭寵、字は伯はく通つう、南なん陽よう・宛えんの人物で、父彭ほう宏こうは哀あい帝の時に漁陽太守となり、王おう莽もうが摂せっ政しょうの時代に靡なびかない者らが誅ちゅうされたが、その一人として害された。彭寵は若くして郡の吏り士しとなり、大司空の士となり、すなわち王おう邑ゆうに仕えていた。呉漢、字は子し顔がんも南陽・宛の人物で、県に従事して亭てい長ちょうとなっていたが、賓ひん客きゃくが法を犯した故に、戸こ籍せきを脱し逃亡した。彭寵は王邑に従って洛らく陽ように至った時、南陽の漢兵かんぺいの中に弟がいると聞き、誅されることを恐れ、同郷の呉漢と共に、父の配下であった吏士を頼って漁陽に逃れた。呉漢は資産なければ、馬を商あきない漁陽・薊を行き来きし、この地の豪傑と親しむ。
  


  
    この彭寵・呉漢が同郷の古馴染み故、韓鴻を出迎えたのである。二千石以下の役人の任命権を預かっていた韓鴻、相見て喜ぶこと甚はなはだしく、即ち彭寵をして、偏将軍と為し、漁陽太守を兼ねさせる。また、或る者、韓鴻に呉漢は奇士であれば、共に計るべしと言い、呉漢を召して喜び、即ち安楽あんらく令と為す。
  


  
    漁陽太守と為った彭寵、漁陽郡の吏士・王おう梁りょう、字は君くん厳げんには狐こ奴ど令を兼ねさせ、侠気おとこぎに聞こえた身の丈たけ八尺の大男、三百斤きんの弓を引ける属官ぞっかんの蓋こう延えん、字は巨きょ卿けいを営えい尉いと為し護ご軍ぐんを兼ねさせる。彭寵、漁陽を万全に統すべるべく手配する。
  


  
    　
  


  
    　漁陽郡は薊の北東にあたり、薊の北西にあたるのが上じょう谷こく郡である。皇帝劉玄の謁者が同じく薊を通って、上谷郡に入ると太守耿こう況きょうらが迎える。こちらの謁者も上谷太守の入換えを考えていたが、些いささか事情が異なった。
  


  
    謁者は、先んじて降る者は爵位を復そうと言い、それを信じて耿況並びに次官の景けい丹たん、字は孫そん卿けい、郡の境に出向き、謁者に印いん綬じゅを奉たてまつり、謁者は之を納める。もとより王おう莽もうに任じられた太守を更こう迭てつするのが目的なので、謁者には一晩経っても印綬を返す意志は無い。そこで寇こう恂じゅん、字は子し翼よく、この郡境の昌しょう平へい県の名家の出で、耿況に重んじられる功こう曹そうが動いた。兵を整えると謁者に見まみえ、太守に印綬を授けんことを請う。
  


  
    謁者曰く「天子の使者をば、功曹は脅そうと欲するのか」
  


  
    寇恂答えて、曰く「敢えて御使節を脅すには非あらず、貴殿の計が全まったきに非ずを悼いたんでなり。今、天下は漸ようやく治り、国の威信は未だ揚あがらず。御使節、節を翳かざし、命を受けて四方に望み、郡国は首を延ばし耳を傾け、漢かん意いを望んで命に帰さない者は無し。今、その始めに上谷に至って真っ先に天子の信義を毀こぼち、漢化に向かおうとする心を阻はばみ、離反の隙すきを生ずれば、はたまた何を以て他郡に号令できましょうぞ。且つ、耿太守は上谷に在って久しく吏人の親しむ所なり。今之を替えれば、賢者を頂いただいても突然のこと故、人心は収しゅう攬らんせず。賢者でなければ、即ち唯乱を生ずるのみ。御使節の為に計るに、之を復して民を安んざせるに如くは無し」
  


  
    真っ当な諫言と云えよう。しかるに謁者は応じない。寇恂そこでいきなり左右の者を叱って曰く「何を躊躇しておるか。御使節の命である。疾とくと、元太守の耿俠きょう游ゆう殿をお連れせん」と、耿況を召し出す。
  


  
    寇恂、耿況至れば、身動き素早く謁者より印綬を取り去り、「帝の計らいで御座います」と、耿況に掲げて見せ、すなわち耿況は印綬を帯おびる。謁者、止やむ得えずして、即ち天子の制であると、耿況を太守に任じ、景丹も次官に任ずる。
  


  
    耿況・景丹らは主都沮そ陽ように戻った所で、顛てん末まつを耿氏宗族らに話す。
  


  
    景丹は一同に問いて曰く「果たして、帝、この挙を許そうか」
  


  
    寇恂曰く「座して沙汰さたを待つより、先手を打つべきなり」
  


  
    それはと耿況が問うと、寇恂、したり顔で口を噤つぐむ。
  


  
    しばし間が生じたれば、耿況の長子耿こう弇えんが、前に出て答えて曰く「背そむく者でなく、就つく者であることを明らかにせん。人質を送れば可なり」
  


  
    景丹訊いて曰く「されど若、誰を送ります」
  


  
    耿弇答えて曰く「我に有らずば、誰を遣やる。寇子翼、如何に」
  


  
    寇恂、答えて曰く「仰せの通り」
  


  
    よって、耿況は使者として人質ともなる耿弇を沮陽より送り出し、身を保とうとした。
  


  
    　
  


  
    　南下したる耿弇は王おう郎ろうの挙兵を受けて北上し、劉秀らに同道することになった。劉秀一行は、幽州ゆうしゅうは涿たく郡に入り、慌あわただしく広陽こうよう郡に入る。両郡とも戦国七雄の燕の西域に位置する。薊は広陽郡にあった。この広陽郡も王莽の災さい禍かを受けるまでは広陽国であった。前王の劉りゅう嘉かは侯に降ろされたが、居きょ摂せつ元年の安あん衆しゅう侯劉りゅう崇そうの叛はん乱らんの際には、宗族である故と、安衆侯の相しょう張ちょう紹しょうの従兄弟いとこであった張ちょう竦しょう共々、王莽に自首して罪を問われず、その後、張竦が、劉嘉のために奏を作った。その書には、叛乱した宗族は恩知らずと責め、願わくは、古に倣ならい、籠かごを背負い鋤すきを持って、逆賊である宗族の墓を掘って池に変えようと言う。これを上じょう疏そすれば、ひどく喜んだ王莽は、王おう太たい后ごうに言げん上じょうし、邑ゆう千戸を以て劉嘉を帥そつ礼れい侯と為し、その子七人に関内侯を賜い、張竦は淑しゅく徳とく侯と為った。これを長安では囃はやして曰く「封を求めようと欲せば、張伯松を過すぎるべし。力戦奮闘、奏巧者に如かず」
  


  
    更に始建国元年には王侯に劉氏無しを徹底するために、王莽は劉嘉らに王姓を与えた。
  


  
    劉秀の主しゅ簿ぼ朱しゅ浮ふが前もって調べ上げた、薊の劉氏の情報では、劉嘉は既に亡くなり、王莽に関内侯を拝した子息らが残っていると云う。
  


  
    　
  


  
    薊に劉秀が入城した時、年が明けて更始二年となっていた。薊に入城するや、耿弇は既に上谷の耿況に書を送っていれば、劉秀、漁陽の彭寵に書を送って召めす。更に劉秀は王郎に追われる身でありながら、広陽王の血筋も考慮しようとする。漢の高祖劉りゅう邦ほうは、楚そ漢かん戦後の封地の際、一番険阻けんそな人物に一番初めに封地を施ほどこした。それは、家臣・豪族らを安堵あんどさせるためであった。劉秀もそれ故、広陽王の血筋を慮おもんばかろうとしたのである。しかし朱浮は、王莽に加か担たんした一族故、王侯に復することは為りませぬと言う。劉秀は待てと、朱浮を宥なだめる。朱浮は続けて、劉嘉の子息の関かん内ない侯らもそのままになさいますか、と問う。劉秀、今は王莽を恐れることは無いが王郎を恐れねばならない故、それも待てと言う。
  


  
    劉秀、朱浮にきつく言えないのは、朱浮の父、朱しゅ詡くが、逆臣とはいえ恩義を被こうむった嘗かつての大だい司し馬ば董とう賢けんを懇ねんごろに葬ったことで、王莽に恨うらまれ誅ちゅう殺さつされた故に、朱浮にとって王莽は仇であり、その王莽に与くみして保身を図った者を赦せざるは無理もないと思ったからである。
  


  
    しかし既に、薊にも王郎の檄げきが飛んでいた。薊を抜けて、漁陽にも上谷にも至る。その檄、一尺二寸の木簡もっかんに曰く、「劉りゅう文ぶん叔しゅくを捕えた者に十万戸を購あがなおう」。署名は漢皇帝とあった。更に、邯鄲の兵がまもなく来るという噂が広まっていた。しかし劉秀、朱浮の手前、即座の施策を思い留めた。劉秀、王郎に対してどうすべきかを周まわりに尋ねると、王おう覇はが前に出て、兵を募つのりましょうと謂う。即ち、劉秀、王覇をして市中に至って、人を募らせ、これを率ひきいて王郎を撃とうとする。しかし、市の人皆みな大いに笑い、手を振って揶や揄ゆする。王覇、恥じて帰る。
  


  
    　
  


  
    既に劉秀の召しょう見けんを受けて、酒・牛の用意をしていた漁陽でも、王郎の檄を受け、動揺が走った。皇帝劉玄の大だい司し馬ば劉秀に附つくか、成帝の遺子劉りゅう子し輿よに附くかである。太守彭寵は既に揺らいで劉子輿に附くべきなりと言い出す。安楽令呉漢は幾度と無く耳にした大司馬劉秀の人物ゆえ、帰きするはこの人と思えば、彭寵に説いて曰く「漁陽・上谷の突騎とつき兵は天下に名を知られる所。君、何ぞ二郡の精鋭を合し、大司馬劉公に附いて邯鄲かんたんを撃たざるや。これ千せん載ざい一いち遇ぐうの好機なり」
  


  
    彭寵然りと思えども、官僚の王郎に附きましょうと云う声を覆くつがえすに能あたわない。営えい尉い蓋こう延えんは大司馬劉秀に就つくべしと声に出すが、何故と問われて、昆陽で百万の軍勢に少兵で立ち向かうは、漢を背負いたるが故、この将軍を信ぜずして如何にせん、と答えて勇を尊ぶだけで論ろん拠きょが伴わない。呉漢、朴ぼく訥とつにして巧こう言げんを弄ろうすることを知らぬ故、これでは説とき落とせないと悟さとると、太守府を辞す。
  


  
    呉漢、城外の宿に至り、如何いかなる計を以て衆を欺あざむこうと思えど、計は浮ばぬ。呉漢、路上を見やれば、浮浪の民多く、飢えて食を求めるが者有り、そこに儒じゅ生せいに似た者を見つける。この人物は何者かと呉漢、人を遣やって食を与え、接せっ見けんして物を問う。
  


  
    呉漢曰く「何処いずこから参られた」
  


  
    儒生答えて曰く「中ちゅう山ざん郡から、劉公が北へ参るゆえ、先に漁陽に入ろうと思い来る｣
  


  
    呉漢、問いて曰く「劉公とは、大司馬劉りゅう文ぶん叔しゅく公のことか」
  


  
    儒生答えて曰く「左様」
  


  
    呉漢更に問いて曰く「汝は劉公の噂を知るか」
  


  
    儒生答えて曰く「劉公の過ぎる所、郡県が帰き順じゅんする所と為る。然るに邯鄲にて天子を名乗る者は実は劉氏に非あらず」
  


  
    呉漢、興きょうを引かれたが顔には出さず、更に問いて曰く「我、聞くならく成帝せいていの遺子、劉子輿りゅうしよ。しかるに汝は偽者と言われるか」
  


  
    儒生、目を上に向け呉漢の目に合わせて笑って曰く「我、嘗て邯鄲に学びし時、卜ぼく占せんを受けました。彼の卜者の王郎なり。王郎、劉子輿隠いん棲せいすと喧けん伝でんするが、自身が劉子輿とは」
  


  
    呉漢、ふむうと唸うなり顔には出さねど、これこそ願っていたことと喜ぶ。そこで呉漢、儒生をしばし待たせると、大司馬劉秀の筆を真似まねて檄を作る。再び呉漢、儒生に向って、頼みて曰く「ここに劉公の檄あり、汝、彭太守にこの檄を渡し、汝の聞きし事を伝えてくれまいか」
  


  
    儒生、呉漢の計を見抜くが、にこりと笑い、答えて曰く「一飯の恩義、太守に我が聞いたことを伝えるので返せるのであれば、即座に」
  


  
    即ち儒生、彭寵に至って檄を渡し、見聞きするところを具つぶさに説く。呉漢、儒生の下がった後から素知らぬふりで罷まかり出れば、彭寵は甚はなはだ得心していて、劉秀に附くのを明らかにする。即ち、劉秀のため、呉漢に太守の副そえを兼ねさせ、兵馬を整ととのえさせる。一方、漁陽の西に位置する沮陽では、太守耿況が既に耿弇の書を受け取って、次官景丹、功曹寇恂共々昌平に至っていた。
  


  
    　
  


  
    　薊の劉秀、邯鄲はおろか、北部近郡の漁陽・上谷での動きを知らず、王郎の兵が来ると聞き、南に逃げるべきかと衆を集めて評ひょう定じょうを開く。
  


  
    耿弇、前に出て曰く「今、邯鄲の兵、南から来たれば、南に行くべからず。漁陽太守彭寵は公の同郷南陽の人にして、上谷太守は我の父なり。この両郡の弓きゅう射しゃ騎き兵へい、万騎を発せば、邯鄲は怖おそれるに足りず」
  


  
    劉秀の官属・腹心皆みな肯がえんぜずして曰く「死者は北を向き、生者は南に向くという。何ぞ北に行きて逃げ場の無い、言わば袋小路に陥おちいらん」
  


  
    しかし劉秀、しばし黙りこくって後、静かに耿弇を指差して曰く「この者、我が北方の案内人なり」
  


  
    劉秀の決断で一行は北を選び、評定は終わる。耿弇は自分の宿舎に戻り、劉秀は夕餉ゆうげを取ろうとする。ところが薊で王郎に迎げい合ごうしようとした者が挙兵した。元の広陽王劉嘉の子、劉りゅう接せつである。王莽の世から劉玄の世に代わった故に、皇帝劉玄には復位を認められず、謁者は通り過ぎ、劉秀はどう扱うか手を拱こまねいた。そこで、遂に劉接、王郎の挙兵に応じたのである。城中は擾じょう乱らんし、恐慌をきたし、邯鄲の使者当に至らんと、太守・次官等総出でこれを迎える。狙われることを悟った劉秀、車に乗り城を出ようと欲す。人は群がり寄せる。
  


  
    劉秀、車しゃ駕がの轅ながえを南に向けて急ぎたてて出ようとするも、これを観ようと衆は集まり、喧やかましく叫んで道にあふれ、車駕の通るを遮さえぎり、進むこと能あたわぬ。これは不味い、兵が襲えば一堪ひとたまりも無い。
  


  
    そこで銚ちょう期き、身の長け八尺二寸の偉い丈じょう夫ぶ、馬に乗ると戟げきを振るって、目を怒らせて大いに左右に叫んで曰く「お成りである、控ひかえおろう」
  


  
    銚期の容よう貌ぼうは絶ぜつ威いである。その声の方向を向いたものははっとする。更に人民は、天子への礼を忘れた訳でない。よってたじろいでたちまち道を開ける。
  


  
    銚期、天子の「お成り」と叫んで道を開き、南門に行き着くに及んで、門既に閉じたるも、これを攻めて開けさせる。劉秀の一行、危機一髪のところを南へ道を開く、しかし、そこは本来帰る筈でなかった南であった。この段になれば、再度北へ行こうと説くのは無理と、劉秀は南に進もうと一行に伝える。
  


  
    騒乱のため耿弇は、劉秀と逸はぐれることになり、北門から脱出しようとする。門番が騎馬を出すまいとするので、咄嗟とっさの機転で耿弇、ならば我が騎馬を汝に与えよう、我は馬無しなり、と言い放つ。耿弇、徒かちで薊を脱出する。昌平まで行けば、何とかなる。人の足でも一日あれば辿たどり着く。寒風吹きすさぶ中、一人、寒さを凌しのぐを兼ねて、耿弇は走った。
  


  
    　
  


  
    徒で昌平に至った耿弇、我が目を疑った。太守耿況、既に耿弇の書を受け取って昌平に至るにも拘わらず、王郎の将が来たれば、急ぎたてられて王郎のために兵を発していたのである。耿弇、耿況に何いずれに就くべきか説く。
  


  
    また寇恂、属官の閔びん業ぎょうと共に耿況に説いて曰く「邯鄲俄かに起こるも、信服するに難し。少し前、王莽の時、憚はばかる所は劉りゅう伯はく升しょう有るのみ故。今聞くに、大司馬劉公は劉伯升の弟にして、賢を尊び士に下り、士多くこれに帰すと。寄り縋すがるはこの方なり」
  


  
    耿況返して曰く「とはいえ、邯鄲まさに盛んにして、郡の力、独り防ぐこと能わず」
  


  
    寇恂、答えて曰く「今、上谷は充実し弓を射る騎兵は万を越える故、大郡の総出を挙げて以て明確に去きょ就しゅうを選ぶべきなり。我請うらくは東の方漁陽と約せん。心を斉ひとしくし衆を合がっすれば、邯鄲は図るに足らざるなり」
  


  
    耿況、然りと、寇恂を漁陽に遣やる。
  


  
    　
  


  
    　男は、地図を見つめて考える。声を出して曰く「この時、北に向かえば、或いは評定の後すぐさま行動して居れば、或いは、元関内侯を関内侯としていれば」
  


  
    男は、にこりと笑むと曰く「天命があるとすれば、これだけの失しっ態たいで潰つぶされなかったことは、まさにそうであろう」
  


  
    男は筆の柄を地図の薊に当て、南へ僅かに西に傾いで引く。その筆を返して、いつもの竹簡に二文字を書き足す。
  


  
    　饒じょう陽よう
  


  
    　
  


  
    　王おう郎ろうが立った時、冀き州･幽ゆう州の全てが王郎に靡なびいたわけではなかった。多くの郡県は先ず兵を集め、城を守り、評ひょう定じょうによってどうすべきかを問うた。その上で王郎に靡くべきと決める、或いは様子見を決め込んだ。また県とそれを束ねる郡ではまた対応が異なることも往々にしてあった。皇帝劉りゅう玄げんによって太守・県令となった者も、先ずは城を守った。常じょう山ざん郡の太守鄧とう晨しんがまさにそうであった。冀州の一番の勢力は真しん定てい王劉りゅう揚ようであるが、上辺うわべはただ皇帝に従うものとして様子見を決め込んだ。しかし、その郡県の中には僅わずかだが、明確に皇帝劉玄に附つこうとする所もあった。
  


  
    和わ正せい郡太守の邳ひ彤とうは、王郎の挙兵を聞く僅か前に、行ぎょう大だい司し馬ば劉りゅう秀しゅうを下か曲きょく陽ように出迎えていた。劉秀を歓迎した、その舌の根も乾かぬうちに王郎には附つきがたい。それに王郎に降っても、先に劉秀に降った事を咎とがめられるかもしれない。また大司馬劉秀の人物を知れば、見知らぬ劉りゅう子し輿よに附こうとは考えられなかった。
  


  
    和正郡に接する信しん都と郡では、そもそも太守任じん光こう自身、皇帝劉玄によって洛らく陽ようから派遣され、劉秀とは昆こん陽ようで共に戦った間あいだ柄がらである。従って王郎にはとても附けない。王郎に降って、斬られることも有り得ると考えた。都と尉いの李り忠ちゅうも信都令の万ばん修しゅうも、功こう曹そうの阮げん況きょう、五ご官かん掾えんの郭かく唐とうらも悉ことごとく心を同じくする。扶ぶ柳りょう県の廷てい掾えんが王郎の檄げきを持って郡府に至って、任光に王郎に応じるべしと申せば、任光これを市に斬って見せしめと為し、信都県に城守する。
  


  
    信都郡に接する鉅きょ鹿ろく郡の昌しょう成じょう県では、太守の意向とは別に、豪族である劉りゅう植しょくが弟劉りゅう喜き・従兄弟いとこ劉りゅう歆きんと宗族賓ひん客きゃくを束ね、兵数千で先ず城を守った。そして評定を開いて、どうすべきかを衆議する。劉子輿に附くべきか、否いな、声望の聞こえた大司馬劉公、すなわち長安の皇帝に附くべきなり。しかし、その結果一いち族ぞく郎ろう党とうが滅びては元も子もない。勝敗のみを考えるなら、大事は趨すう勢せいを決める真定王劉揚である。では真定王劉揚に従うか。いや、あの優柔者が自ら動くとは思えない。望ましくは、真定王劉揚が劉秀に靡くことである。そもそも大司馬劉公は今何処いずこにおられる。劉植ら城を守ったまでは良かったが、迂う闊かつに動けない。
  


  
    鉅鹿郡宋そう子しではこれまた豪族であり大司馬劉秀に心から靡く耿こう純じゅんが従兄弟たちと一族郎党で、太守の意向とは別に城を堅守していた。耿純らは劉公が薊まで撫ぶ循じゅんしたまでは知るが、それ以後は知らず。せいぜい間者を放って動向を窺うかがうしか手を見出せなかった。
  


  
    　
  


  
    　殆ほとんど兵らしい兵を持たない劉秀は、こういった冀州の郡県の様子も知らず、幽州の漁ぎょ陽よう・上じょう谷こくの胎動も知らず、王郎の影に慄おののいて、指し南なん、盤上の匙さじ、くるりと回せば常に南を指して止まる、それを見てそれに従い涿たく郡をただ南下していた。
  


  
    日中夜間、王郎に加勢し劉秀らを捕えようとする城を避けて行こう軍ぐんする。陰いん郷ごう、広こう陽ようを迂う回かいし、ただの一昼夜を過ぎると、劉秀らの飢えは堪え難くなる。最後の夕餉ゆうげを食せなかったことを悔やむ。それでも食い扶持ぶちを持たせるため、二食を一食として耐える。夜は夜で、新春の夜は未だに寒く、それまでの風雨を避けて宿営してきた身を考えると、夜半、野宿で寒さを堪えるのはひどく辛い。飢えて眠れず、凍えて眠れず、困こん憊ぱいして朝を迎える。それでも、方ほう城じょう、臨りん郷ごう、新しん昌しょうを擦すり抜けて、勢いなく南下する。僅かな手持ちの兵糧も終ついには尽きる。河川で喉の渇きを癒いやせるものの、空腹を抱えて、阿あ陵りょう、高こう陽ようの間を無口にただ通り過ぎる。
  


  
    そうして、涿郡の南部、饒陽県に入る。ここを越えれば信都郡、しかしそうは言っても、信都の動静を知らぬ劉秀ら、信都に入った所で何が出来ようと思う。ただの数日なのに飢えと寒さで頭が回らず、ただ惰だ性せいで南下してきた一行、無む蔞る亭ていにて、天が荒れ、氷雨ひさめが降るゆえに漸ようやく絶望を悟った。避難した四阿あずまやで、劉秀が座して項垂うなだれていると、馮ふう異いが椀わんを差し出す。豆まめ粥がゆであった。劉秀、礼もそこそこに熱いにも拘わらず即座に平らげる。食して即ち気づく。
  


  
    劉秀、馮異に尋ねて曰く「公こう孫そん、食して後に言うのも憚はばかられるが、これは何処いずこに｣
  


  
    馮異答えて曰く｢劉りゅう子し輿よが急に立ちたれば、民は慌てて城に立て篭こもりました。よって、採とり忘れた物が無いか、慌てて隠した物が無いかと、そういう畑隅を漁あさりますれば、有り申した。一人一椀程度では御座いますが｣
  


  
    劉秀、一言、既に礼を言ったことを忘れて、礼を言う。明くる朝、劉秀は、僅かばかりの豆粥にどれだけ心根が変えられるか自分でも信じられない思いで諸将に告げる、曰く「昨日、公孫の豆粥を得て飢寒共に解けたり」
  


  
    しかし、僅かに進みて、饒陽の近隣、虖こ沱だ河かに出る所では暴風雨に遭い、劉秀、車を引いて路傍の空舎くうしゃに入る。誰も彼もが雑事に追われる。馮異は薪を抱えて運び、鄧とう禹うは火を焚たきつけ、劉秀は竈かまどに向かいて濡れた衣を焙あぶる。ここでも、馮異は麦飯と菜物を出して見せた。馮異、小声で告げて曰く、「近隣を家捜しして、集められたのはこれが最後でございます」
  


  
    馮異の言おうとすることは、劉秀にも分かった。劉秀は何とかしようと答える。
  


  
    　
  


  
    この劉秀ら一行の足取り、幸いと言うべきか、一行の外からは、薊から饒陽までの僅か数日間見失われていた。それは劉秀らが城を避けて南下していたためだが、その間、邯かん鄲たんの王郎親派は探し倦あぐねた。この動乱の時、何処の県も夜中となれば城を完全に閉じ、昼間でも出入りを見張れば、城の外との遣り取りは減り、街道を進むものは少ない。しかし、それによって劉秀は飢えに苦しむこととなった。
  


  
    　
  


  
    男は史書をめくって曰く「ここにも誤ご謬びゅうあり」
  


  
    男の見る列伝では、「下曲陽に至る」と書かれている。男は地図を開いて確認する。笑いて曰く「ここに至って、また北上するか、味方の陣営に辿たどり着いたのに」
  


  
    男は、おそらくと、筆の柄をある場所に置く。そこには『饒陽』とあった。
  


  
    男曰く「この場所の間違いなり」
  


  
    　
  


  
    　人、貧すれば、生きるに当って取るに足らないものは捨てられる。それを捨てれば人で無くなるものを除けば、如何いかに無駄に身に着けていることか。劉秀、この危機に当って、実直を捨てようと決意した。
  


  
    劉秀、諸将に向かって曰く「饒陽の城に、我、邯鄲の使者として入ろう。今敵とする王郎は劉子輿を騙かたっている。ならば騙る者をして騙ろう」
  


  
    諸将、驚く。劉秀は、朱しゅ祐ゆう・祭さい遵じゅん・朱しゅ浮ふらが反対するであろうと思う故に次のように説とく。驚くには当らない、王郎は敵であり、その敵に与くみするは敵である。敵を騙だますのに恥じねばならないか。王郎の裏を掻かくのは疚やましいことか。宋そう襄じょうの仁という故事がある。宋の襄公が、わざわざ、渡河する敵である楚そに体制を整えさせ、それで大敗した。よって要いらぬ礼儀立てを宋襄の仁と言う。勝つために戦うのである。よって戦いに於いて宋襄の仁は無用である。諸将同意し、即ち、劉秀、邯鄲の使者を騙って、饒陽に入城し、伝舎でんしゃに入る。
  


  
    伝舎の吏つかさ、食を進めようとすれば、従者たちは飢えていれば争ってこれを奪い合う。伝舎吏、これを訝いぶかしげに思い、計略を打つ。即ち、合図の太鼓を数十回わざと叩かせ、「邯鄲の将軍至る」と言う。途端、劉秀の官かん属ぞくは色を失う。
  


  
    劉秀、車まで出向き上のぼって出しゅっ立たつしようと席を立つが、既に免れまいと、徐おもむろに席に戻り、吏に言いて曰く「請うらくは、邯鄲の将入られんことを」
  


  
    吏、僅わずかに戸惑いて曰く「諾だく」
  


  
    劉秀、その戸惑いから、計と知る。劉秀、従者らに十分に休養を取らせて、車に上って去る。饒陽を出ようとすれば、伝舎から門を閉ざせと声が届き、門は閉ざされる。しかし、門番の亭長ていちょう、配下に曰く「天下はどうなるか分からぬ。それなのに信望を集める人を閉ざすか」。即ち、門は再び開き、劉秀は南へ進む。
  


  
    　
  


  
    一行は昼夜問わずに、霜そう雪せつの旅を冒す。天は寒く、顔は皸あかぎればかり、野宿すれば、厳寒期ゆえ関節が軋きしみをあげる。劉秀、虖沱河の渡しから半日の所へ来たれば、放った斥候せっこうから河は氷が融とけて水が流れ、舟が無くて渡れずと聞く。官属は本当かと怖れ、劉秀は王おう覇はを遣やって確かめさせる。
  


  
    王覇、馬を走らせその河岸に至れば、河水は中央で融けて水は流れる。岸伝いに馬を歩ませてみても、舟は一艘いっそうとて見えぬ。はあと嘆息すると、王覇、馬を楊やなぎに繋ぎ、河に出る。岸の氷は厚いかと、片足で強く踏むと、もう片方の足が滑って、どうと倒れる。しかし、氷は割れなかった。そこで、王覇、やおら立ち上がると、どこまで行けるかと河中まで摺すり足あしで進む。氷が軋きしむを足裏に感じれば、そこで佇たたずむ。一歩、二歩、三歩、目で見る限り、後三歩氷がしっかり張っていれば渡れる。惜おしい、僅かに渡れぬと、踵きびすを返して、馬の所に戻る。日は暮れて、残ざん照しょうが僅かに映はえる。天は既に煌々こうこうと光る月とさざめく星に満ちた夜に覆おおわれようとしていた。雲は僅かに見えるのみ、王覇が見上げた処には澄すみ切った冬空があった。そこを夜風、冬ゆえの寒風が吹き抜けるゆえ馬は焦じれて蹄ひずめを鳴らす。王覇は思う、昨日もそうであった。こんな晴天の明け方は、只、凍えるのみならず関節が軋むほど冷え込む。王覇、視線を虖沱河に向ければ、目を見開く。途端、虖沱河は眼中から消えた。王覇、好よしと一声上げると、馬を走らせ陣営に戻る。
  


  
    　王覇、劉秀に曰く「氷堅くして渡れ申す」
  


  
    劉秀答えて、曰く「斥候め、しっかり確かめずに妄言もうげんを吐いたな」
  


  
    王覇付け加えて曰く「渡るには氷が緩ゆるまぬ夜明け前が宜よろしゅう御座います。従って夜明け前に河岸に着くよう出立するのが最善で御座いましょう」
  


  
    よって一行は、王覇の言う通り、夜半に起こされると、明るいが熱をもたぬ月光の下、明け方直前に虖沱河に着こうと進む。寒々とした月が道を照らし、寒風が吹きすさぶ中、一行は背を丸めて、徒かちのものは足早に進む。夜が明けてまもなく、虖沱河に着いてみれば、河はまさしく凍っていた。王覇が見守り、渡れるのを確かめると、劉秀は事前に王覇の言っていた通り、袋に砂を詰めさせたものを、凍れる河の上に敷かせる。砂によって馬も人も倒れずに渡って行けた。やがて、日が昇り、殆ど渡り終えて、残りの数両の車を動かそうと従者たちが岸に向おうとして、氷が割れてしまった。幸いにも落ちた者も救い上げられ、命を落とす者はいなかった。
  


  
    渡河後に王覇、劉秀の前に跪ひざまずいて曰く「我、夕暮れに見た時、河は凍らず。斥候の告げる通りなり。河、夜半に凍ると思えば、衆を驚かせることを怖れ偽った所存なり」
  


  
    劉秀、一瞬、目を見開いたがそれを細め、口許くちもとを弛ゆるめると王覇を立たせて、曰く「我が衆を安んじて渡り免れることを得させたのは、卿の力なり」
  


  
    王覇、謝して曰く「これは明めい公こうの至し徳とく、神霊の祐たすけなり。周しゅうの武ぶ王の白魚の瑞ずい祥しょうと雖いえども、これに優まさること無し」
  


  
    周の武王が、殷いんの紂ちゅう王を討つ為に孟もう津しんを渡る際に白魚が船に飛び込んだ。王覇、その吉兆に勝ると言うのである。
  


  
    劉秀、官属に言いて曰く「王覇は方便で事を行った。殆ど天の瑞祥なり」
  


  
    すなわち、劉秀、王覇を軍ぐん正せいと為し、関内侯に封じる。
  


  
    　
  


  
    　信都郡に入った劉秀一行、しかし、当て無く考え無しに、指南に従い南下を続ける。鄧晨の守る常山郡に入れば、何とかなる。しかし、それが遠いとなれば在って無き様な当てであった。
  


  
    博はく水すいの浅瀬を渡れば、下か博はくの西に出る。先を行く斥候が気付けば、そこに白衣の翁おきなが路傍に座っていた。翁は、真南を指して曰く「努力せよ、信都郡は長安のために守る。ここを去ること、徒歩で一日」
  


  
    斥候、翁に礼をして本陣に戻るや、劉秀に伝える。劉秀一行が翁のいた所まで至ると、翁の姿はなく、一行は神人かと噂する。しかし劉秀・馮異らは、道中の見張りであろう、信都の中央に伝えるために居なくなったのだと判断するが、瑞祥と言われるものを無む碍げにはせず、神人が言うのなら、その信都へと、格段に意気を上げて進む。
  


  
    　
  


  
    上谷郡昌しょう平へいでは、耿弇こうえんがすぐさま兵を率いて薊けいに攻め込むことを言うが、太守の父耿こう況きょう・次官の景けい丹たんが、あと半日、僅か半日と、漁陽に行った寇こう恂じゅんの帰りを待たせる。耿弇、状況が手に取るように分かる故、黙って父親らに従おうとする分別があった。しかし、ただ待つよりはと伝者を遣やって、薊城に内応させようと頼りになる知ち己きに檄げきを送って、後はじっと堪える。
  


  
    還り来る寇恂、即座に王郎の将を斬り、その軍を奪う。即ち、上谷郡、王郎に反し劉秀に附くを明らかにする。次に、寇恂に約した漁陽の彭ほう寵ちょうが昌平に兵を送れば、漁陽・上谷の突とっ騎き、薊けいへ侵攻する。上谷の将、景丹を頭に、寇恂・耿弇ら、騎馬兵二千、歩兵千、漁陽の将、呉ご漢かんを頭に、蓋こう延えん・王おう梁りょう・厳げん宣せんら、騎馬兵二千、歩兵千。たちまち薊を包囲し、内から応じて門が開かれると、人馬は怒ど涛とうの如く雪崩なだれ込み、その日の内に薊は陥落した。けれど、そこに劉秀らは居らず、ただ生き延びて南へ去ったと言う話を聞くのみである。旗はた頭がしらがいなければ、上谷・漁陽の軍は賊軍ぞくぐんとなる。
  


  
    それは分かってはいるが、景丹、劉秀を探すのは斥候に任せ、本軍は劉秀を追わず、王郎に附く薊や周辺を下そうと言う、曰く「先ず、上谷・漁陽が味方に就つくという知らせを聞けば、大司馬はいらっしゃられる。我らが追って敵と間違われるよりも安全である。次に、手土産を持って参上するのが、上谷・漁陽の真価を大司馬に認めさせるのに良かりましょう」
  


  
    寇恂が耿弇に言うに曰く「御曹司おんぞうし、大司馬には上谷・漁陽の突騎を従えれば、邯鄲は落とせましょうと話されたそうですが、ならば実際に邯鄲の兵を片端から斬り伏せて御ご覧らんにいれませぬか」
  


  
    一同納得する。薊を落としたれば、王郎の将趙ちょう閎こうに故広陽王の子劉りゅう接せつの首を打ち、合わせて周辺の県を下していった。しかし、放たれた斥候は劉秀の行く先を追いかねた。隣県に入ったという知らせは一報も無く、足取りは消え失せていた。劉秀らは追われるかも知れぬと、馮異の機転で車馬の後を掃き清めて進んでいたのである。
  


  
    この劉秀ら一行の足取り、不幸中の幸いと言うべきか、邯鄲の王郎親派も探し倦あぐねていた。漁陽・上谷の幽州の劉秀親派も再び騎馬斥候を放って探すも見つけられなかった。機動力を誇る幽州突騎の斥候にしても、本軍を遥か遠くに進んでは意味はなく、また前方の城塞の動静も伝えなければならないとあれば、劉秀のみを追えぬと、自ずとその広い捜索範囲をしても限りを為した。劉秀は只管ひたすら南下していたため、その圏外にあった。信都・和正の劉秀親派も劉秀の行方を捜索し、或いは動向を窺うかがっていたが、畢ひっ竟きょう、彼らと、手勢の及ぶ範囲しか探れなかった。よって劉秀が信都郡に入ったことを一早く知ったのは、周囲に間者を放っていた、下曲陽に座する和正太守邳彤であった。劉秀が薊で兵権を失い、今、信都に向うと聞けば、郡の五官掾の張ちょう万ばんと督とく郵ゆうの尹いん綏すいに精せい騎き二千余りを率いさせ、劉秀の道すがらを出迎えさせ、邳彤自身は信都へ向かう。
  


  
    信しん都と
  


  
    　
  


  
    　男は自分の夢想に興きょうが乗っていたが、それが事実と合致するかを確かめようと史書を眺ながめて嘆息する。声に出して曰く「この褒ほう賞しょう・封ほう爵しゃくの脈絡みゃくらくの無さは如何に｣
  


  
    しばし、机の周りを歩き廻めぐって考える。数回廻った末に腰掛けに座すと曰く「信しん賞しょう必ひつ罰ばつ、何時でも何処でも同じであろう。功があれば号を与え、更なる名を与え、封爵し、さらに封爵を重ねる。史書が書く脈絡の無い褒賞をその通りに信ずるいわれは無い。これは功為りし時の前約束為り。何しろ車一つで旅すれば持っている珍ちん宝ぽうなぞ無い。勝てば封土は敗死者からもぎとれる。負ければ死して気に掛ける必要も無い。となれば号や名、爵を愛惜する必要も無い」
  


  
    　
  


  
    劉りゅう秀しゅう一行、先ずは邳ひ彤とうの斥候に出会い、敵兵かと思いきや、和わ正せい郡の精鋭が信都まで送ろうとすることを知って安あん堵どする。他方、信都太守任じん光こう、孤こ守しゅ全うすること能あたわぬと恐れたが、和正太守らが至り、大だい司し馬ば劉秀、信都郡に至ると聞いて大いに喜び、吏り民みん皆みな万歳の声を上げる。劉秀一行が邳彤の兵に守られて城門に至れば、即時に門を開けて、任光･李り忠ちゅう･万ばん修しゅうが共に官かん属ぞくを率ひきい、更に邳彤が迎えて謁えっする。
  


  
    劉秀、伝でん舎しゃに入れば、李忠、劉秀の長く衣帯を脱がず、衣服垢あかじみて薄しに気づく。そこで、李忠、衣服をご用意いたしましょうというと言えば、劉秀、綬じゅを帯から解いて李忠に帯びさせ、長ちょう襦じゅを解いて李忠に洗わせる。李忠、即ち、新しき袍ほう袴こと絹の小しょう単衣ひとえ、足袋たびを用意させ、これを奉たてまつる。よって当初すぐさま評ひょう定じょうしようとするも、身支度じたく・腹支度を先に整ととのえることとなったが、劉秀、その間にも、南下の最中に起こった出来事、既に張ちょう万ばんと尹いん綏すいから聞いていたこともあるが、それを尋ねる。
  


  
    皇帝劉りゅう玄げんは洛らく陽ようから長ちょう安あんへ遷せん都とを始めた。これは劉秀が洛陽にいた頃から分かっていたことである。皇帝劉玄に対して皇帝を僭せん称しょうし、劉秀を賞金に掛けた王おう郎ろうは、依然として邯かん鄲たんに留まって、檄げきによって冀き州を統すべようとする。これに与くみする能あたわぬは、任光・邳彤、そして劉秀の一致する見解であった。
  


  
    王郎に靡なびく勢力は、瞬またたく間に広がったが、多勢に逆らうのは得策でないと、豪族の大方は表面上、服しているようである。真しん定てい王等は、まさにその状態であった。
  


  
    北の噂は、劉秀が知る以上のことは不明である。漁ぎょ陽よう・上じょう谷こくがどう動いているか、予測がつかない。
  


  
    東南は、劉りゅう林りんが怖れたような赤せき眉び軍はおらず、城じょう頭とう子し路ろ、刁ちょう子し都との軍がある。城頭子路は東とう平へいの人で姓は爰えん、名は曾そう、字は子路と云い、肥ひ城じょうの劉りゅう詡くと共に兵を泰たい山ざん郡盧ろ県は城頭に起こした。兵は二十万に至る。劉玄が立つと、子路は使いを遣やって下り、子路は東とう郡太守、劉詡は済せい南なん太守に拝し、二人とも大将軍を兼ねた。刁子都は東とう海かいの人である。兵を郷里に起こして、膨ふくれて六、七万となる。劉玄が立つと、刁子都も使いを遣って下り、よって徐じょ州牧ぼくに拝されたと伝わっていた。
  


  
    　
  


  
    漸ようやく評定の段となって、各自座に付けば、劉秀、任光に問いて曰く、「伯はく卿けい、今勢力虚きょ弱じゃくであれば、共に城頭子路、刁子都の兵中に入ろうと思う。如何いかん」
  


  
    任光答えて曰く「不可なり」
  


  
    南下の際に様々な方策を考えた劉秀、一時は命を長らえられるが、下手をすれば、劉玄の様に旗はた頭がしらに祭り上げられるが、実権を奪われ、最悪、皇帝劉玄に対する賊軍ともなる下策をも考えていた。それを任光は一いっ蹴しゅうした。
  


  
    劉秀、内心ほっとするも重ねて問いて、曰く「卿は兵少なし。如何せん」
  


  
    任光答えて曰く「精鋭の兵を募つのり、出陣しては近隣諸県を攻めるべし。若もし諸県が降らなければ、兵の恣ほしいままにこれを掠りゃくすることを許しましょう。人は財物を貪むさぼるを喜ぶものであれば、兵忽たちまち集まりましょう」
  


  
    劉秀、香こう餌じの下には必ず死し魚ぎょ有り、重賞の下には必ず勇夫有りを知るゆえ、任光の計を然りとする。
  


  
    次に、どういう戦略を立てるかという段になって、信都の兵を借りて皇帝劉玄の下、長安に至ろうという議が劉秀一行の中から上る。劉秀、これは得策ではないが、さりとて逆らう気持ちも我にはないと、一同を眺ながむれば、邳彤が渋い顔をしているので、邳彤に尋ねる。邳彤の和正郡、昔鉅きょ鹿ろく郡の一部であった小郡である。その小さな郡の太守が生き残るためにと考えたのは、長安の皇帝劉玄が派遣した行大司馬劉秀に縋すがることである。その劉秀が去ると云う、邳彤にとってこれは不味い、このまま劉秀に去られれば、自分の首が飛ぶ。では、如何にして劉秀を留めるかと、そこまで考えていた所に、劉秀が問いを発した。
  


  
    邳彤、問いに答えて曰く「議者の言、誤りなり。吏民、謳おう歌かして漢かんを慕したうこと久し。故に今上帝は尊号を上げ、それに天下は饗きょう応おうし、関かん中ちゅう三さん輔ぽは宮を清め道を掃はらい、以て迎えようとする。一夫戟げきを担にないて、大声で帝の名を呼べば、千里を廻る将も城を捨てて遁とん走そうしない者は無く、虜りょは伏して降ることを請こう。上じょう古こ以来、未だ物を感じさせて民を動かせること、それ斯かくのような者は有らず。今、卜ぼく者しゃの王郎は名を騙かたり勢いを恃たのんで、烏う合ごうの衆を駆り集めて遂に燕えん・趙ちょうの地を震わす。況いわんや明めい公こうは二郡の兵を奮ふるい、饗応の威を揚げるをや」
  


  
    邳彤、言わんとするは、劉秀が皇帝劉玄の名の下に兵を集めれば、王郎等、一堪ひとたまりも無いということである。
  


  
    邳彤、続けて曰く「以て攻めれば、即ち何いずれの城か克かたざらん。以て戦えば即ち何れの軍か服せざらん。今、これを捨てて帰れば、只空むなしく河北かほくを失うのみならず、必ず更に三輔を驚きょう動どうさせ、威厳を堕おとし損そこなおう。良計に非あらず。若し、明公征せい伐ばつの意無ければ、即ち信都の兵と雖いえども一堂に会するは難かたし。何となれば、明公西せい行こうすれば、即ち邯鄲が成り立ち、民は父母を捨てて城主に背いて千里の向こうに公を送ることを肯がえんじず、その兵の離り散さん逃亡すること必ひっ至しなり」
  


  
    劉秀、邳彤の言や善しと言い、長安に帰らん議は即ち止む。
  


  
    遂に評定まとまれば、劉秀、即座に王郎を撃つ命を発す。即ち、将軍鄧とう禹うには副将銚ちょう期き・傅はく寛かん・呂りょ晏あんをつけて、任光の言の通り精鋭の兵を募らせる。馮ふう異い他、主だった者も兵を募らせるため、各地に放つ。
  


  
    その一方、信都郡から、太守任光を左さ大将軍と為し武ぶ成せい侯に封じ、兵を率いさせて従わせる。そして南なん陽よう人の宗そう広こうを留とどめて太守を代行させる。都と尉い李忠を右う大将軍と為し武ぶ固こ侯に封じ、兵を率いさせて従わせる。信都県令万修を偏へん将しょう軍ぐんと為し造ぞう義ぎ侯に封じる。信都軍、計精鋭二千。和正郡から、太守邳彤を後ご大将軍と為し武ぶ義ぎ侯に封じ、太守はそのままに、兵を率いさせる。五ご官かん掾えん張万と督とく郵ゆう尹綏、それぞれ偏将軍と為し重ちょう平へい侯、平へい台だい侯に封じる。和正軍、計精鋭二千。
  


  
    劉秀自らは手始めに任光の信都軍・邳彤の和正軍の四千の兵を率い、鉅鹿の県を下そうと欲す。
  


  
    即ち、多くの檄文を作って曰く「司馬劉公、城頭子路と刁子都の兵百万を率いて東方より来たり、諸々もろもろの反はん虜りょを撃つ」
  


  
    騎を以てこれを鉅鹿との境に至らせる。吏民は檄を得て、相あい伝つたえ、相あい告こくす。劉秀の軍、邳彤まず前線に出で、鉅鹿郡堂どう陽よう県に至る。堂陽、既に王郎に属すれば、邳彤、張万と尹綏に吏民を諭さとさせる。日暮れて劉秀、任光と共に堂陽に至れば、騎馬をして、各々松明たいまつを持たせ沢中を埋め尽くさせる。水面みなもに映はる光も加え、光炎は天地を照らし、堂陽は城を挙げて震え驚おどろき、怯おびえぬ者は居らず、即ちその夜降る。
  


  
    鄧禹は数千人の兵を集めて戻り、銚期が楊よう氏しまで足を延ばして兵を得た故、独断で偏将軍と為し兵二千を預けましたと報じ詫びるが、劉秀は返して曰く「兵が増えれば、我も将を得ようと欲す。禹の裁量や好し」
  


  
    やがて信都郡の北東の河か間かん郡まで遠出していた馮異も兵を集めて戻る。劉秀、馮異を偏将軍と為す。益々ますます、将を為すべきと劉秀は、賈か復ふく、朱しゅ祐ゆう、祭さい遵じゅん、臧ぞう宮きゅう、堅けん鐔たん、杜と茂ぼ、朱しゅ浮ふ、侯こう進しん、叔しゅく寿じゅ、鄧とう隆りゅう、鄧とう満まんらを、兵を集め城を下した功に合わせ、次々に偏将軍と為した。
  


  
    　
  


  
    劉秀、昌しょう成じょう県へ進めば、数千の兵で城を守っていた劉りゅう植しょく、字は伯はく先せんが、弟劉りゅう喜き、字は共きょう仲ちゅう、従兄弟いとこ劉りゅう歆きん、字は細さい君くん共々、門を開いて迎え入れる。
  


  
    ここで劉植、劉秀を歓かん待たいするが、その最中に劉秀に問い掛けて、曰く「明公、恐れるは王郎に非ず、如何」
  


  
    劉秀答えて曰く「王郎を恐れず、誰を恐れると」
  


  
    劉植返して曰く「真しん定てい王劉りゅう揚ようなり、如何」
  


  
    劉秀、微塵みじんの酔いが醒さめたれば、素直に答えて曰く「まさしく」
  


  
    劉植曰く「では真定王が恐れるは誰と思われる」
  


  
    劉秀答えて曰く「王郎か」
  


  
    劉植返して曰く「否、真定王が恐れるのは、百万軍を破りし、今上帝の大司馬、即ち明公なり」
  


  
    劉秀、鄧禹が撒まいた噂がこのように実るかと思う。劉植、劉秀が黙ったままなので、続けて、曰く「我も宗族ならば、真定王の話を詳つまびらかに知れり。強を装いても小心で御座れば、明公敵するを望まず」
  


  
    劉秀曰く「しかし、我は如何にして真定王と和するかを知らず」
  


  
    劉植曰く「明公、真定王と諍いさかいを起こしたいわけで無く、寧むしろ盟めいを結びたい所存なりや」
  


  
    劉秀、無言で頷く。
  


  
    劉植、口許くちもとを弛ゆるめて曰く「ならば、結ばん」
  


  
    劉秀問いて曰く「如何にして」
  


  
    劉植答えて曰く「真定王には娘は居らず、しかし姪めい有り、姓は郭かく、諱いみなは聖通せいつう」
  


  
    劉秀慌てて答える、曰く「即ち、納いれろと」
  


  
    劉植返して曰く「左様なり」
  


  
    劉秀、以前なら「我、既に陰いん麗れい華かを娶めとっている」と答えたであろうが、薊けいから饒じょう陽ようの数日が劉秀を変えていた。劉植の言う様に、王郎よりも恐いのは劉揚である。これを押えなければ勝てぬ。勝てねば我は死に、我を慕したう者をして塗と炭たんに苦しませる。更に世の習ならいであれば、寧ろ匹ひき夫ふであることの方が疚やましい。
  


  
    劉植、劉秀に考える間を与える。されど劉秀が黙ったままなので、劉植は続けて曰く「名目で宜よろしいので御座います。人質と思われても宜しかろう」
  


  
    劉秀、明瞭に答えて曰く「諾だく。しかし、誰を使いに遣る」
  


  
    劉植問いて曰く「我では不足なりや」
  


  
    劉秀、答えて曰く「否いな、只、箔はくを付けるべし」
  


  
    さすれば劉植を驍ぎょう騎き将軍と為し、劉喜・劉歆を偏将軍と為し、三人を列侯に封じる。翌朝、劉秀は鉅鹿郡貰しゃ県へ進軍し、驍騎将軍劉植らは馬を走らせ西せい梁りょう、更には真定国に向かう。
  


  
    貰県に至れば、すなわち城は降る。それより劉秀を喜ばしたのは、わざわざ出向いてきた者たちであった。宋そう子しより、耿こう純じゅん、その従兄弟耿こう訢きん・耿こう宿しゅく・耿こう植しょく、宗族・賓ひん客きゃく総勢二千余人を率い、老病の者は棺かん桶おけとする木を車に載のせて軍に従い、奉ほう迎げいする。劉秀、即ち耿純を前ぜん将軍と為し、耿こう郷ぎょう侯に封じ、耿訢・耿宿・耿植は偏将軍と為して、四名を前線に立てれば、宋子は降る。劉秀、そのまま北上し、下か曲きょく陽ように至って形式上これを降す。軍ぐん容ようが出来たと兵を数えれば、附つこうと現れた者数万人に至る。しかるに、まだ真定は降らず、劉植は戻っていない。
  


  
    鄧禹曰く「待つより、この勢いを保ち、威を示さん」
  


  
    劉秀然りと、兵を募りつつ、城を落としつつ北上することとする。
  


  
    　
  


  
    真定では、大王に拝謁を願う者ありと、劉揚に伺いが奉じられる。劉揚、劉植を説せつ客きゃくと悟り、会うのを拒こばむ。宗族なのに会うのを拒まれるかと、劉植、縁者賓客を使いて説とけば、絆ほだされて漸く劉揚は会おうと言う。
  


  
    劉揚、問いて曰く「余に何用有り」
  


  
    劉植、これは正論では説き難しと思えば、答えて曰く「大王に縁者の相談であれば、我拝謁を願わん」
  


  
    劉揚重ねて問いて曰く「誰なるか」
  


  
    劉植答えて曰く「姪御殿で御座る」
  


  
    劉揚、返して曰く「郭聖通か」
  


  
    劉植答えて、曰く「左様、御歳幾つになられます」
  


  
    劉揚、数えて曰く｢嫁かすには、少し遅いのう｣
  


  
    劉植曰く「大姓は、大王の血筋を引いているゆえ、王おう莽もうの災さい禍かを恐れ、娶るを躊躇ためらう｣
  


  
    劉揚返して曰く「されば王莽亡き世となれば、躊躇わずや」
  


  
    劉植返して曰く「さにあらず、躊躇われる」
  


  
    劉揚僅わずかに語気荒く問いて曰く「何なに故ゆえ」
  


  
    劉植答えて曰く「大王、邯かん鄲たんの帝に附いて、邯鄲破れれば、大王も郭氏を娶った者も斬られる。大王、長安の帝に附いて、長安破れれば、大王も郭氏を娶った者も斬られる。されば、大姓の誰も郭氏を娶ろうとは思わず」
  


  
    劉揚返して曰く「我、斬られるつもり無ければ、一人城守しようと欲す」
  


  
    劉植曰く「ならば猶更なおさら、大王、一人城守せしも、味方せぬ故に、邯鄲が勝てば、大王と郭氏を娶った者を斬り、長安が勝てば、大王と郭氏を娶った者を斬る。故に二人を除いて郭氏を娶ろうと思う者無し」
  


  
    劉揚、問いて曰く「二人とは」
  


  
    劉植答えて曰く「敗れれば必ず斬られる者、邯鄲の帝を称する劉子輿、長安の帝の遣りし大司馬劉りゅう文ぶん叔しゅくなり」
  


  
    劉揚、僅かに笑いて曰く「なるほど」
  


  
    劉植、ここで詰め寄ると一言問いて曰く「大王、斬られずに済むには、劉子輿、劉文叔、いずれか勝つ者に郭聖通を娶らせるべし。何れを選ばん。郭氏が勝つ者に娶られるなら、大王必ず斬られること無し」
  


  
    劉植、王郎に附くか、劉秀に附くかの選択に、郭聖通を引き合いに出して、必ずどちらかに附かざるを得ないことを悟らせる。
  


  
    劉揚は、劉植の目を見て問う、曰く「卿は、邯鄲の帝、劉子輿を知るか」
  


  
    劉植答えて、曰く「我、大王と同じく噂のみ知る。邯鄲の卜者王郎であり、劉子輿と称するが、その真偽は知らず」
  


  
    劉揚また問いて曰く「卿は、大司馬劉公を知るか」
  


  
    劉植答えて、曰く「我、大王と同じく会って劉公を知る。薨こうじた大だい司し徒と劉りゅう伯はく升しょう公の弟にして、昆陽の大軍を破った者なり。大司馬は大王と同じく、明らかに漢室の血筋にて、それゆえ漢を救おうと欲する」
  


  
    劉揚、会って見た所の若造を思う。眉び鬚しゅ麗しいあの姿にて、猛将とは思えないが、誰に聞いても常人の働きに非ざれば、王郎が勝てるとは思えない。劉揚、王郎相手なら戦えるかもしれぬが、三千で百万の兵を破る劉秀相手ではと考える。今、真定には十万の兵、劉秀は一万か、いや既に十万くらい兵は集まっているだろう。
  


  
    心を決めた劉揚曰く「なれば大司馬に附こうと思えど、如何せん」
  


  
    劉植にやりと笑って曰く「我、大王に姪御殿の相談に参れば、直に劉公に郭氏を薦めるは如何」
  


  
    劉揚曰く「出来ようか」
  


  
    劉植答えて、曰く「親御殿さえ良ければ、我、必ずや成し遂げん」
  


  
    即ち劉揚肯いて曰く「安陽あんよう侯郭かく昌しょうは亡くなって久しい。聖通は余に任せん」
  


  
    劉植が立てば、劉揚、供回りを連れて稿こう県に出立する。
  


  
    　
  


  
    真定王至ると聞けば、県令・次官に姉郭かく主しゅ、その子郭かく況きょうが迎える。劉揚すぐさま郭昌の屋敷に入り、一連の挨拶を終え、すぐまま用件に取り掛かろうとすれば、表向きの話と考えてか、肝心の聖通は居らぬが、まあ良いわと話し始める。
  


  
    劉揚曰く「ところで、聖通には良縁なからざるか」
  


  
    郭主、残念ながらと答える。
  


  
    劉揚、話を続けて曰く「祖父が真定王なるゆえ、王莽を恐れ、叔父も真定王なるゆえ、邯鄲・長安の主を恐れてと聞く」
  


  
    郭主答えて曰く「王莽滅びて話はあれど、大王立てば、大王が南なん陽ようの劉氏と和するか否いなかを見極めるまでと、立ち消えとなり申した。今、聖通を娶れば大王と結ぶことになる故か、話を持ち込む者無し」
  


  
    劉揚、顎に手をやって曰く「なるほど。若もし娶りたいという言う者があれば、願ったりか」
  


  
    郭主問いて曰く「大王、知れると仰せられるか」
  


  
    劉揚、答えて曰く「余、一人知る」
  


  
    郭主重ねて問いて曰く「その方、大王と托たく生しょうしようと言われるか」
  


  
    劉揚、郭主も劉植と同じかと思うも答えて曰く「彼も余も托生しようと思う」
  


  
    どのような御人がと思い、はたと気付いた郭主、郭況と顔を見合わせ、戻して問いて曰く「邯鄲の人か、長安の人か、何れかで御座いますな。何れなるや」
  


  
    劉揚問いて曰く「何れと思う」
  


  
    郭主・郭況、再び顔を見合わせる。郭況、十五の孺じゅ子しである。父がいないからこそこの席に座す。弱い立場をわきまえ、恐れながらと言いて曰く「納いれるに、我が姉の意の至らぬ先、もはや我らの意も至らぬ先、大王の意の侭ままなるところ。されど、大司馬劉公の話を聞きたれば、我が姉、我が母は長安の人を望みたし」
  


  
    郭主曰く「我が娘、劉公が「仕官しては当まさに執しつ金きん吾ごと成るべく、妻を娶っては当に陰麗華を得べし」と若き日に言い、今や大司馬となり、陰麗華を娶ったと聞けば、陰麗華は羨うらやましき者なりと言う」
  


  
    劉揚、何処へ行っても何を聞いても、大司馬劉公かと少々不服に感ずる。
  


  
    郭況、劉揚の渋顔を窺いて、問いて曰く「もしや邯鄲の人で御座いますか」
  


  
    それでも劉揚、王郎と劉秀を比せば答えは揺るがず。郭主・郭況が不安気に見つめる中、答えて曰く「余、聖通を娶らせようと思い、聖通ゆえ命を托生しようと思うは劉文叔、行大司馬なり」
  


  
    郭主・郭況、喜び伏して謝して曰く「大王よ、鳳ほう凰おうを賜たまわられようと言えど、これより勝る話なし」
  


  
    劉揚、些いささか胸中蟠わだかまりが生じるが、座を立つと、郭聖通を連れて真定へ至れと言って去る。郭主・郭況、真定王が去るのを待って、郭聖通に伝えようとそそくさと部屋を後にする。
  


  
    　
  


  
    劉秀、先軍となって苦く陘けいに至って、耿純が従兄弟耿訢・耿宿を宋子へ帰らせて、その屋敷を焼かせたと聞く。
  


  
    劉秀問えば、耿純答えて曰く「密ひそかに窺うかがうところ、明公、ただ一台の車のみにて河北に望み、蓄ちく財ざい無ければ、重賞香餌を以て人を集められる者に非ざるなり。只、恩おん徳とくを以てこれを懐なつけ、それ故士衆ししゅうは附かんことを願えり。今、邯鄲は自立し、北州は疑い惑う。我は一族挙げて命に帰し、老弱は隊列に在りと雖いえども、尚なお宗族賓客の半ば心を同じくしない者が有ることを恐れる。故に屋敷を焼き払い、その後うしろ髪がみ引かれる思いを絶たん」
  


  
    劉秀、歎たん息そくする。果敢な行動であり、それにもまして、その思いの深さである。耿こう伯はく山ざんは壮士なり。
  


  
    劉秀、耿純を下がらせて尚も考えれば、二つ考えねばならぬことに気づく。一つ、耿純が引いた『黄こう石せき公こう記き』、劉秀も恃たのむ常道であり、耿純が策さく士しとして有能なことを示す。この者の言、重く用うべし。二つ、劉秀自身が兵を懐かせる施し策さくを敷く必要である。耿純が言うように、劉秀は諸将・諸兵を懐かせねばならない。
  


  
    そこで、次々に兵が集まれば、その将を一同に会して、得たる財物を問いたるに、唯、李忠のみ掠かすめる所無し。そこで劉秀、諸将に言いて曰く「我は特に李忠に賜わろうと欲す。諸卿、恨うらむこと無きを得んや」
  


  
    即ち、自ら乗っている大だい驪り馬ば及び刺繍の上着を李忠に賜う。上着を李忠に自ら着せると、劉秀、李忠に耳打ちして曰く「貯め置くな、いつも乗って現れよ、いつも着て現れよ」
  


  
    これによって劉秀、三つを為す。一つは、任光の策によって、諸県に降伏するか掠りゃく奪だつされるかを選択させているが、劉秀自身は掠奪を避けることを望むのを示す。二つ、恩おん寵ちょうを忘れたわけでなく、功に応じて恩寵を与えることを表す。三つ、李忠が大驪馬に乗り、刺繍の上着を着て現れる限り、諸将は恩寵があることを思い出し、同時に劉秀自身が恩寵を与えることを忘れずに済むということである。
  


  
    また、劉秀、侯に封じた者に、今、その地無ければ、あとで改封するか、現存の地名を封爵の名に付け替えて実にすることを約束する。
  


  
    劉秀軍、中ちゅう山ざん郡を更に北上し、太守の王おう丹たんに降ることを促せば、王丹自ら従軍しましょうと言い、郡の要かなめ、盧ろ奴どは降る。劉秀、王丹を偏将軍と為す。これによって中山郡はほぼ劉秀陣営に帰することになった。即ち劉秀のために兵は応じ、檄に諸県が応じれば、劉秀、馬を返して南に向い真定国に近い新しん市しを降す。鄧禹には真定の北西に位置する楽らく陽ようを降させる。その劉秀軍に劉植らが戻り来たって、劉秀が郭聖通を娶ることで、真定王が劉秀に附くことを報じる。
  


  
    　
  


  
    劉秀、真定に入れば王の劉揚、宰さい、官かん属ぞくが歓待する。劉秀、劉揚とは盟を結び、共に王郎に当たることを確認する。劉揚は、劉植らが諭さとしたように、劉秀が王郎に斬られれば、自らも王郎に斬られる命運になろうと言い、その証あかしが郭聖通であることを認め合う。劉秀、ここに泊まり、劉揚の許しを得て、鄧禹・銚期らに真定国の県を降させる。銚期は、稿こう、稿こう城じょう、肥ひ累るいを次々に降した。
  


  
    　
  


  
    その夜、劉秀は妙に寝付けなかった。伝舎の外に出て夜空を眺める。警護の馬ば成せいらが静かに供をする。この空の遥か南に陰麗華がいる、まだ臨月には至らぬが、無事であろうか。その一方、娶られるというが、人質同然の女、郭聖通の身の上を考えれば不ふ憫びんと思う。
  


  
    「劉公、眠れませぬか」と声がし、劉秀が振り向けばそこには劉植・耿純が居並び、共に前に進み出て、膝を屈する。
  


  
    劉秀答えて曰く「うむ。あれほど馬を走らせていたのに、何故だか今宵は眠れぬ。そこもとたちは」
  


  
    周囲を窺うかがいて後、劉植曰く「伯はく山ざんが万一、王が劉公の首を打ちはしないかと疑いて、配下をして見回らせている由に御座います」
  


  
    耿純曰く「万一で御座います。我、邯鄲にて抜かった故に、明公を危き中ちゅうに追い遣やりました。二度とあのような思いはさせたく無く、又我も味わいたくありませぬ」
  


  
    劉秀、両名に問いて曰く「前将軍の議は相あい解わかった。驍騎将が同道するは、前将軍と同じ思い故か」
  


  
    劉植曰く「我は王を疑いませぬ。されど、明公の首を討とうとする輩があろうことは疑います。我ら、明公を頼って来ました。こう言えば不遜ふそんとなりましょうが、我ら明公の身を案じるのではなく、明公が身み罷まかった後の、我らの宗族の行方を案じるのです」
  


  
    劉秀、高らかに笑いて曰く「伯先はくせん、伯山、我はそれを聞いて安心したぞ。我もまた真定王を疑わぬ。人を案じたると言う者の言には偽りがあるかも知れぬ。されど、自らを案じたる者の言には偽りは無い。よって我、復また王を疑わず」
  


  
    劉秀、両名に気き遣づかわせてはならぬからと言いかけて、言葉を変えて曰く「我も、自らの身を危険に遭わせても仕方あるまい。伝舎に帰ろう。そこもとらも、得心すれば眠るが良いぞ」と戻る。
  


  
    夜が明けると、劉秀、劉揚の言う漆しつ里りに向う。真定国に知ち己きの多い劉植・耿純によれば不穏な動きは全く無いという。しかし、耿純は一部の兵をお借りしますと万一に備えた。
  


  
    待てばやがて来ると分かっていても、こういう時を待つのは辛いと、劉秀がじっと待てば、郭氏の一行がやって来る。劉秀、劉揚、諸将と共に酒宴を開く。花嫁はと劉秀が目で追えば、郭聖通は始終俯うつむき、目線が合うのさえ避けるようである。まるで顔が分からぬ。政略ゆえに嫌なのか、さもありなんと劉秀が思うも、宴が進む中、ふと気付くと、じっとこちらを窺う視線があり、それを見やると郭聖通が慌てて俯き、頬を赤らめている。手元がぎこちない。含がん羞しゅう、それかと劉秀、漸ようやく悟る。諸将、王郎との駆け引きに気を磨すり減らして毎日を過ごしていれば、この宴を大いに楽しむ。真定王劉揚は興が乗り自ら筑ちくを撃って歓を為す。こうして劉秀、郭聖通を真定の漆里に納いれる。
  


  
    　
  


  
    されど劉秀、王郎と戦っている故と、本来数日に渡る宴を早々に切り上げて、南下する。元げん氏しに至れば、鄧とう晨しん・張ちょう況きょうが出迎え、即ち元氏も降った。二人だけとなり、鄧晨は僅わずか一月ばかり、と劉秀に言う。
  


  
    真定王劉揚に会するため、如何にすべきかと共に悩み、王郎が立って北へ向った劉秀は行方が分からず、今また兵を率いて現れる。おまけに、漸く聞いた噂によれば、真定王の姪をも娶ると云う。
  


  
    鄧晨問いて曰く「彼の者は如何にされる」
  


  
    劉秀、鄧晨の顔を覗えば、真顔である。人形よろしく体の良い人質とするかと問うものと気付く。
  


  
    劉秀、笑いて曰く「娶った以上、その上郭氏が添い遂げますと健気けなげに言う以上、妻子扱いをせざるを得まい。高こう祖そ様や西せい楚そ覇は王おう項こう籍せきの如く、戦陣を連れ回すより他無い」
  


  
    鄧晨、ふむと頷くが、ふと思いついて、尋ねて曰く「傾けい国こくで御座ったか」
  


  
    劉秀、目じりを下げて答えて曰く「驍騎将め、何も言わずゆえ、醜女しこめを覚悟しておれば、傾国とまで行かぬとも傾けい城せいよの」
  


  
    鄧晨、飲み込めて笑いて曰く「それは良き哉かな、良き哉」
  


  
    劉秀もまた笑う。
  


  
    鄧晨、劉秀と同室にて寝よう、夜半まで語り明かそうと思っていたが、事を知ると別室を用意させる。そして自らは辞去する。鄧晨、自らの部屋に進みて、取り敢えず劉秀・郭氏の仲が良ければ真定王も反せずと安堵する。
  


  
    鄧晨、顔を綻ほころばせるとぼそりと呟つぶやいて曰く「仕官しては当に大司馬と成るべく、妻を娶っては当に陰郭共に得べし、なるか」
  


  
    　
  


  
    男は笑う。無論、男の想像、いや妄想かもしれない。しかし劉秀が郭聖通を納れて、大事にしたのは事実である。劉秀が寵愛したのは二人だけ、また陰麗華の件より、劉秀も美女を好むと分かれば、おそらく郭聖通も美女であったと想像は付いた。そして既に役位は執金吾を越え、美女二人を娶ると為れば、その周囲は羨うらやんだか、囃はやしたであろう。
  


  
    笑いながら、男は部屋を出る。
  


  
    長ちょう安あん
  


  
    　
  


  
    　男は、また書を開いては人物の名を追う。男が目にした人物は劉りゅう慶けい。声に出して曰く「方や大将軍、方や王、ううむ、誤謬ごびゅうなるか」
  


  
    何度か読み直すや、男は笑って曰く「二人いる。同姓同名の異人なり」
  


  
    また書を巻いて棚に戻して、筆を執とると、竹簡ちくかんに二文字を書く。
  


  
    　
  


  
    更始二年春、王おう郎ろうが河北かほくに立ち、劉秀が行方知れずとなった際、洛らく陽ようの皇帝劉りゅう玄げんは即座に動かなかった。この時も、先ず動いたのは劉りゅう伯はく姫きであった。叔父劉りゅう良りょう或いは宗族劉りゅう嘉かの屋敷の世話になっていた劉伯姫、頼るのなら腰の重い叔父ではなくと来らい氏に頼み、そのまま劉嘉に訴えて曰く「兄文叔ぶんしゅくを救うため河北に兵を送らねばなりませぬ」
  


  
    劉嘉答えて曰く「その通りだが、論陣を張るには我一人では心許こころもとない」と劉嘉、味方に附つきそうな者の名を挙げる。丞じょう相しょう劉りゅう賜し、河北には劉秀を遣つかわすべしと説といたのはこの男であるが、既に長安に入り都の補修に当っている。劉秀の叔父の国こく三さん老ろう劉良では現状に異を唱えるような発言はしない。南陽劉氏本家、皇帝劉玄よりも血筋の良い太たい常じょう将軍劉りゅう祉しでは、口を開けば却って帝座を狙っているのかと疑われかねない。劉嘉はその従兄弟である。他には劉祉の叔父劉慶、劉秀から見ても族父である。宗族の年長者、劉りゅう歙きゅうも劉秀の族父である。
  


  
    劉嘉嘆息して曰く「何れも劉秀の血縁故、皇帝の寵臣の趙萌・李松に、身内を大事にされると軽くあしらわれてしまおう」
  


  
    伯姫じっと考えるに、陰いん識しきが新しん野やに帰った今、頼れるのは、一人しか居らず。そこで劉嘉に名を挙げる。
  


  
    劉嘉曰く「まさしくこの人なり、しかし何を口実に会おう」
  


  
    そこまでじっと聞いていた来氏、口を開いて曰く「口実で宜よろしければ、あの件を」
  


  
    劉嘉曰く「それは妙案なり」と早速、車を用意させる。
  


  
    劉伯姫も同道しようとすると、来氏が反対し、劉伯姫、以前にも男装して出歩いたと言えば、劉嘉までが驚いて反対する。因って二女子は劉嘉の帰りを屋敷で待つことと為る。
  


  
    　
  


  
    出向いた劉嘉が用件を告げたのに、屋敷の主人はなかなか現れずそのまましばらく待たせ、現れると手を頭にやっている。
  


  
    劉嘉問いて曰く、「消しょう疾しつなりしか、柱ちゅう国こく大将軍」
  


  
    李通は答えて曰く「左様、先ほどきついのが来た後で御座る。それに同輩であれば、次じ元げんで構わぬ。そうではなかろうか孝こう孫そん殿」
  


  
    劉嘉問いて曰く「消疾は、用件が差し障さわったので御座ろうか、次元殿」
  


  
    李通答えて曰く「否いな、その筋の話は馴なれて御座る。我も宛えんで宗族の多くに妻子を失いて、これでも今上帝の大将軍であれば、話は自然と涌わき申す」
  


  
    劉嘉が口を切る前に、李通先に制して曰く「我、喪を守っているに非ず。只、思うような縁が無いのみ。此こ度たびの話も無かったことにしてくれ」
  


  
    劉嘉、これに返して曰く「それではどのような者を好まれるか」
  


  
    李通答えて曰く「我が殺されても、屈せぬ気丈夫者よ。我は殺されぬよう意を働かせど、今の世、どうなるか分からぬ。昆こん陽ようで武ぶ勲くんを見せた文ぶん叔しゅく殿でさえ、河北に渡られて、行方も分からぬ」
  


  
    劉嘉、意を得たと間髪いれずに言って曰く「我告げたる用件は口実なり。我、文叔殿のために、帝に兵を出させる策を次元殿に伺うかがいに来もうした」
  


  
    李通、劉嘉をじっと窺いて、漸ようやく口許くちもとを弛ゆるめ、返して曰く「文叔殿のために兵は要らぬ。皇帝、邯かん鄲たんに僭せん称しょうする者あれば、即座に兵を出すべし。汝じょ南なんの劉りゅう望ぼうが天子を名乗りし時、時の大だい司し徒と劉公、その甥の奮ふん威い大将軍に討たせる。今、兵を出さぬはそれを言い出す者が居らぬのみ」
  


  
    劉嘉曰く「ならば、僭称者に討とう伐ばつの兵を出すべしと上奏すれば良いので御座るな」
  


  
    李通答えて曰く「左様なり。なれど、文叔殿の身内である孝孫殿よりも、寧むしろ皇帝直下の臣に上奏させるが得策なり。我に任せてもらえようか。僅わずかばかり早く兵を出せるやも知れぬ」
  


  
    劉嘉答えて曰く「忝かたじけない」
  


  
    そこで李通、視線を劉嘉から僅かに外してまた劉嘉に戻し、曰く「さて、孝孫殿に伺いたい。兵を出そうと言われたが、これは大将軍のお考えか。若もしや、誰かに頼まれたか」
  


  
    劉嘉素直に答えて曰く「我も兵を出すべしと思えど、その我の下に来て訴える者有り」
  


  
    李通、声に出して笑いて曰く「それは伯姫殿で御座ろう」
  


  
    劉嘉戸惑とまどいて曰く「何故、知っておられる」
  


  
    李通返して曰く「兄あに者じゃ思いで、なかなかおらぬ気丈夫故、それくらいは為すであろう」
  


  
    劉嘉ますます戸惑いて「何故、伯姫の性分をご存知か」
  


  
    李通、笑みを収めて曰く「この次元の耳、意外と噂が入って来るので御座る。そうよのう、孝孫殿、伯姫殿にも言伝願うか。李次元、面めん衣いの若造に応えてやろうとす」
  


  
    劉嘉、訳が分からず李通に訊くが、李通、劉伯姫に言えば分かるであろうと取り合わぬ。尚なおも聞きただそうとする劉嘉に、疾とくと取り掛からん、と李通立ち上がり、劉嘉を車まで送り、自らも車を出そうとする。何処いずこへと李通が問えば、皇帝の忠臣の知ち恵え嚢ぶくろの屋敷までという。劉嘉それ以上問わず、自らの屋敷に戻る。
  


  
    　
  


  
    劉伯姫、来氏共に待っていれば、帰ってきた劉嘉に即座に首尾を尋ねる。
  


  
    劉嘉答えて曰く「柱国大将軍が任せよと言う。しかるに伯姫に言付けがあった。「李次元、面衣の若造に応えてやろうとす」。我には分からねど、伯姫には分かるそうな」
  


  
    劉伯姫、即座に理解し、顔を赤らめる。
  


  
    来氏が劉嘉に、もう一つの首尾はと尋ねる。劉嘉、何事かと返すと、あの件です、口実のと復また返される。むむと詰まった劉嘉は不首尾なりと答える。
  


  
    劉伯姫、口を挟んで曰く「こちらでも謎掛けなり」
  


  
    劉嘉・来氏、苦笑いし、ついに来氏が打ち明けて曰く｢劉氏に言わずにいたのは、縁の件ゆえ｣。来氏、未婚の劉伯姫の手前、憚はばかったのである。
  


  
    劉伯姫、平然と答えて曰く「妾なら、気に致しませぬに」
  


  
    劉嘉、李通の答えを詳つまびらかに来氏に告げようとして、はたと思い、劉伯姫を窺う。来氏は劉伯姫と顔を見合わせる。劉嘉独り、そうか左様かと合点する。
  


  
    　
  


  
    李り軼いつ、珍しく李通が訪れたと聞いて、すぐさま李通を部屋に案内させる。李通、廊を進みて目にする賜たまわり物に、李軼の本性を思いて、また酒を飲むのに玉ぎょく杯はいを欲す、と独言する。
  


  
    李通、上座に座る李軼を見やると苦渋を見せずして下座に座す。
  


  
    李軼、笑みを浮かべて問いて曰く「珍しや、柱国大将軍が我を訪おとなうとは」
  


  
    李通、答えて曰く「左様に久しきか。三日前にも会ったような」
  


  
    李軼返して曰く「我が通を訪う時は多かりしが、通が我を訪うこと久しき。何用かあらん」
  


  
    李通答えて曰く「この処、消疾が酷ひどくて、出歩いて襲われるを避けるのみ。今日来るは、とりわけきついのが来たので、当分は大丈夫と思い、久しぶりに出歩いたついでなり。見たところ、随ずい分ぶん帝の恩寵に与あずかっているようだな」
  


  
    李軼曰く「そうでもないぞ、賜いし珍ちん宝ぽうは秋以前の物ばかり。気前の良い天子様の賜り物にも限りがある」
  


  
    李通、首を傾げて曰く「これは妙だな」
  


  
    李軼問い返して曰く「妙とは何が」
  


  
    李通答えて曰く「いや何、帝がこれから行かれる長安のみに財があるわけでない。河北にも財貨は転がっておろうに。天子を称する者立てば、これを殺し財を奪えば、民に恨まれることなく、臣下に与える物はふんだんに得られる。されど陛下は兵を出さねば、余程手持ちの宝があるかと思えど、そうで無いと言う。では兵を出さぬは何故か。これを妙と言ったまで」
  


  
    李軼返して曰く「なるほど、河北は大きな騒乱無ければ蓄財ありしか。ちと大きいが、それだけ貪むさぼり甲斐があるか」
  


  
    李通、しばし李軼と河北を攻める利を勘案する。皇帝劉玄の臣下で欲深きは、皆みな長安の蓄財を得んことを当てにしていたが、王郎を倒した者にその財を直接奪わせるというのも手である。討つ口実を与えてくれたのは王郎である。
  


  
    李通が帰った後、早速、李軼は大だい司し馬ば朱しゅ鮪いや皇帝劉玄に、兵を出して河北を襲うべしと告げる。名分は、天上に二日無く、天下に二帝無し、劉りゅう子し輿よと僭称したる者を討ち、行ぎょう大司馬劉文叔を救わん。しかし、その実、王郎を討つ者は褒ほう賞しょうされ、思いのまま掠奪しても咎とがめられないと知ると、功こう名みょうと財に飽き足らない者が、我先に名乗り出る。劉玄は、その中の尚しょう書しょ僕ぼく射や謝しゃ躬きゅう、字は子し張ちょうに兵を率ひきいさせる。功を為そうと飛びついた者に、劉秀の族父と同名の大将軍劉慶、冀き州牧ぼくに任ぜられた龐ほう萌ぼうや、昆陽で武名を挙げて尚なお、暴れる機会を待っていた振しん威い将軍馬ば武ぶがいた。謝躬、計六将軍を率いて河北は魏ぎ郡の主都鄴ぎょうに馳はせる。
  


  
    　
  


  
    二月、邯鄲に兵を向けた劉玄、論議の末、自らは洛陽から長安へ漸ようやく遷うつる。もともと劉玄の将軍は山東の人ばかりであれば、洛陽に留まることを勧めるが、丞相司し直ちょく、つまり行丞相李り松しょうの次官鄭てい興きょうは長安から奉迎して曰く「陛下は荊けい楚そより起こり、未だ政令を発せずとも、天子を名乗れば、山西の雄傑は競って王おう莽もうを誅し関を開いて出迎えるのは如何なる訳でしょう。これは天下は同じく王莽の虐政に苦しみ、その一方高祖の旧徳を慕したえばこそ。今久しくこれを懐なつけざれば、臣恐れるに、万民は離心し、盗賊は復た起こらん。『春秋』に斉せいの桓かん公こうが斉に戻りし時、侯と称せず斉に入るは、王朝に帰順せずに、国を奪うを万民に示すが故なり。今、議を上げし者の、先ず赤せき眉び定めて後に関に入ろうと欲するは、大事を判らずして小事を争うことなり。臣が恐れるは、関中に先に入る者あれば、函かん谷こく関かんをして守る所を攻める所と変えねばならぬこと。洛陽に臥ふすと雖いえども、枕を安んずることを得ましょうや」
  


  
    皇帝劉玄曰く「朕の西せい行こう、すなわち決せり」
  


  
    劉玄、鄭興を諫かん議ぎ大だい夫ふと為し、関西及び朔さく方、涼、益の三州を安集させる。
  


  
    　
  


  
    しかし、この遷せん都とは凶きょう兆ちょうから始まった。行丞相の李松が先導すると、馬が驚き走り北宮の鉄柱にぶつかり、三頭が死んだのである。馬ま禍かは行先を失うとされる。
  


  
    行列の後方にいた李通は、その災禍を聞くと車の上で、ぽつりと言う、曰く「馬走りて宮に入ることあらば、大臣不忠にして、従い行かざらん。馬鳴き走る有らば、臣名を天下に保ち、主の命行われざらん」
  


  
    緯い書しょ『春秋潜せん潭たん巴は』を思い出したのである。不忠の大臣が出るという。三人もかと李通は口にする。
  


  
    復また口ずさんで曰く「劉氏復た興おこり、李氏は輔たすけと成らん」
  


  
    李松は李通の従兄弟いとこである。李松は劉玄の輔けとならぬと云うことか、李通は揺られる車の上でぼんやり考える。李軼なら如い何かん、我なら如何、はたまた劉氏が異なるかと思う。最もそれらしい劉氏、李通の脳裏に浮ぶは、河北に再び姿を現した劉秀である。
  


  
    李通、皇帝劉玄の陣の中に居りながら、帝の器量不足をつくづく倦あぐねる。李通に限ったことではなく、皇帝劉玄の取り巻き、帝座に劉玄を祭り上げて実権を分け合う新市・平林の将帥以外は、その優柔不断さに、仁愛浅薄さに、深慮遠謀なさに、危うさを感じ取っていた。李通、劉りゅう縯えんを失ったことを今復た悔やむ。従兄弟の李軼に劉縯を害させてしまい、それ故、皇帝劉玄の陣中で李軼の従兄弟として、李通もそれなりに扱われている。しかし皇帝劉玄が躓つまづけば、我もまた躓く。李通、深く考えれば、きりきりと頭が痛みだす。やはり機会あり次第、皇帝劉玄を去るべしと思う。
  


  
    　
  


  
    長安の宮、王莽が敗れるも、焼かれるは唯後宮の一部のみ、その他は毀き損そんするもの無し。その後宮に、劉玄が入れば、宮女数千が並ぶ。鉦しょう鼓こ、帷帳とばり、手車、器服、穀倉、武庫、官府、市里、旧来と異なるところ有らず。長ちょう楽らく宮きゅうに至って前殿に昇れば、郎ろう官かんたちは次々に庭中に整列する。宮の広い庭の東から西まで埋め尽くし、南は門まで果てがあるのかと長々並ぶ人の列である。劉玄、この整然とする宮中に圧倒され、その主が自身であることを忘れる。頭に血が上り、平静さを失う。顔は赤く、項垂うなだれて正視できず、息は重くなる。手は玉座の肘あてを唯さするのみ。漸ようやく口を開くが、声が何処か遠くに在るように、或いは自分以外の声の様に思える。
  


  
    劉玄、後続の者に言いて曰く「掠かすめさせた物は如何ほどなり」
  


  
    左右の者、皆な宮中に久しい吏り士しであれば各々驚いて互いに見つめ合う。これが我らが頂いた皇帝なのかと。
  


  
    　
  


  
    長安に落ち着いた皇帝劉玄の治世は、大たい赦しゃ令れいから始まった。王莽の子を除いて、その他の者の罪全てを赦し、従って王氏の宗族も安あん泰たいとした。続いて三さん輔ぽを平定する。次に封ほう爵しゃくを行った。各地に並び立つ豪族に使いを遣って、降し懐けさせ、その代わりに侯位や封土ほうどを約束する。
  


  
    天てん水すい郡成せい紀きの隗かい囂ごう、既に隴ろう西せい・武ぶ都と・金きん城じょう・武ぶ威い・張ちょう掖えき・酒しゅ泉せん・敦とん煌こうを降し、一大勢力と為れば、皇帝劉玄、使いを遣り、隗囂、その叔父隗かい崔さい、その兄隗かい義ぎらを召めす。ここで軍師方ほう望ぼう、隗囂を諫いさめて、皇帝劉玄の行く先はまだ見えぬ故と押し留めようとするが、隗囂は聞かない。方望、仙人にでも為りましょうと、慙ざん愧きの思いを書に残して辞去する。長安に到れば、皇帝劉玄は隗囂を右将軍、隗崔、隗義は各々旧号の白虎びゃっこ将軍、左将軍と為す。
  


  
    安あん定てい郡三さん水すいの盧ろ芳ほう、字は君くん期き、自ら武ぶ帝の曾孫劉りゅう文ぶん伯ぱくと称して王莽の末に三水属国の羌きょう胡こと共に兵を挙げた。皇帝劉玄、この盧芳を召して騎き都と尉いと為し、安定以西を鎮ちん撫ぶさせる。
  


  
    蜀しょくの公こう孫そん述じゅつにも使いを遣るが、公孫述、召されて応じず、只劉玄の様子を窺う。
  


  
    　
  


  
    また李松と棘きょく陽ようの人趙ちょう萌ぼうが、悉ことごとく諸々の功臣を王とすべしと劉玄に説く。臣将大いに喜ぶが、ただ大司馬朱鮪、高祖は劉氏に非あらずは王とせず、これを違たがえんかと諌いさめる。
  


  
    王にする、即ちいざとなれば自治権に兵権を認める、つまり叛乱の種を播まくようなものである。よって高祖劉りゅう邦ほうは血族である劉氏以外の者を王にしない方針にした。更に景けい帝の時の劉氏宗族による呉ご楚そ七国の乱以降は、劉氏と雖いえども兵権を押え自治権も中央が送った相しょうに預けるようにした。それでも王と云うのは簡単に封じては為らない。
  


  
    朱鮪の諫めにより、劉玄、一旦はこれを留め、劉氏のみを王と為す。すなわち、宗族本家の太常将軍劉祉を定てい陶とう王に、丞相劉賜を宛えん王に、奮威大将軍劉信を汝じょ陰いん王に、邯鄲に向った大将軍とは別人である劉慶を燕えん王に、劉りゅう歙きゅうを元げん氏し王、大将軍劉嘉を漢かん中ちゅう王に為す。
  


  
    封爵が進めば、遂には歯止めが聞かなくなり、皇帝劉玄、劉氏以外の者まで王に封じ始める。定てい国こく上じょう公こう王おう匡きょうを比ひ陽よう王に、成せい国こく上じょう公こう王おう鳳ほうを宜ぎ城じょう王に、大司馬朱鮪を膠こう東とう王に、衛えい尉い大将軍張ちょう卬ぎょうを淮わい陽よう王に、廷てい尉い大将軍王おう常じょうを鄧とう王に、執しつ金きん吾ご大将軍廖りょ湛たんを穣じょう王に、西せい屏へい大将軍申屠しんと建けんを平へい氏し王に、尚しょう書しょ胡こ殷いんを随ずい王に、柱天大将軍李通を西せい平へい王に、五ご威い中ちゅう郎ろう将じょう李軼を舞ぶ陰いん王に、水すい衡こう大将軍成せい丹たんを襄じょう邑ゆう王に、大だい司し空くう陳ちん牧ぼくを陰いん平ぺい王に、驃ひょう騎き大将軍宗そう佻ちょうを潁えい陰いん王に、尹いん尊そんを郾えん王に為す。
  


  
    しかし朱鮪のみ辞して曰く「臣は劉氏宗族に非ざれば、敢えて典を侵さず」と、遂に譲って受けない。そこで劉玄、朱鮪を左さ大司馬と為し、劉賜を前大司馬と為し、李軼、李通、王常と共に関東を鎮撫させる。李松を丞相に、趙萌を右う大司馬と為し、禁中の職務を任せる。
  


  
    　
  


  
    長安は出立する将兵で慌あわただしくなる。劉賜・劉信は早々と兵を率いて自らの南陽郡なんようぐん宛国・汝南郡汝陰国へと旅立ち、王常も南陽太守を兼ねるゆえ南陽郡へ出立する。皇帝劉玄はその王常に劉氏姓を賜たまわる。李軼・朱鮪はまず洛陽へ向う。
  


  
    李通も西平王柱天大将軍の節を受け、荊けい州鎮撫に向おうとするが、その前に同じく節を受け出立するであろう漢中王扶ぶ威い大将軍劉嘉の屋敷に出向く。即座に通された部屋入ると、来らい歙きゅうがまず目に入る。その上座に劉嘉が居り、下座には劉伯姫を見つける、劉伯姫の隣はおそらく来歙の妹、劉嘉の妻であろう。劉嘉は一旦立ち上がり席を換えるかどうか悩み、結局こちらへと隣席を用意して指し示し、李通はそこに座す。李通を前にして来歙と二女性が額ぬかづく。
  


  
    劉嘉曰く「以前に同輩であればと言われましたな、次元殿。それに変わりなければ、ここで構われぬと思うが」
  


  
    李通返して曰く「忝かたじけない」
  


  
    劉嘉がにこやかに笑って曰く「良くぞ、参られた」
  


  
    李通返して曰く「我は荊州鎮撫を兼ね潁えい川せんに向えば、漢中王の孝孫殿とも当分会えないと思い、挨あい拶さつに参った」
  


  
    劉嘉、李通を窺うかがい問いて曰く「それだけか」
  


  
    李通、劉嘉が何を思うと考えて、笑って答えて曰く「何も、口実を設けて、別の用件のために来たのでは御座らぬ。唯、挨拶しようと思うのみ」
  


  
    劉嘉返して、曰く「我、実のところ、別れを口実に、次元殿の屋敷を訪おとなおうと欲し、来歙・来氏とも相談しようとしていたところよ。次元殿、大将軍、否、大王来られずば、我が出向くところなり」
  


  
    李通、口を開きかけて考える。劉嘉の用件とは何か。劉伯姫が居ることからすれば、劉秀の件か、いや出兵以上のことは皇帝劉玄でも出来ぬ相談。何かと考えていると、劉嘉先に曰く「今度の用件は先だっての口実で御座る」
  


  
    李通、笑いて曰く「どれほど大事かと思えば、左様で御座ったか」
  


  
    来歙が間に入って曰く「大事で御座る。王侯には子々孫々まで血を伝えん務めあり」
  


  
    劉嘉が続けて曰く「次元殿は、難しい好みをされておる。また我も一つ悩む所あり、一度に同時に解決できそうなので次元殿に話す所存なり」
  


  
    李通問いて曰く｢その思われる所とは｣
  


  
    劉嘉答えて曰く｢知っての通り、我は来氏を連れて漢中へ赴おもむく、来氏の兄、来歙は皇帝の吏り士しなれど、悉ことごとく施し策さくを撥はねられるゆえ、病となって引ひき篭こもった。才さい覚かく惜しかれば、我と同道せぬか、来氏の為にもと、説といた｣
  


  
    来歙が口を挟んで曰く「病と称したまで。本題に入られ給たまいますよう」
  


  
    劉嘉続けて曰く「残るは、文叔殿の姉妹である黄こう・伯姫をどうするか。黄は婿が戻る南陽に共に行くとして、伯姫を漢中まで連れて行くわけには参らぬ。知己ちき縁者の少なき、また見ず知らずの長安に残すと言うのは不憫なり、いや国三老、劉次伯殿に言わせれば不安なり」
  


  
    劉伯姫答えて曰く「恐れながら、この伯姫、漢中に行くも長安に残るも困りませぬ。呼ばれるは何のお話かと思えば、そのようなことで御座りますか」
  


  
    劉嘉曰く「伯姫が困らぬとも、汝の長姉黄に、我が困る。文叔殿にどう言い訳すれば良からん」
  


  
    李通、つまりと考えて目を見開く、まさか、そのようなことを漢中王は考えているのか。李通、横の劉嘉の顔から正面を向けば、伯姫とぴたり目が合う。李通その目を覗き込めば、伯姫、まんじりともせず李通を見詰め返す。
  


  
    劉嘉、二人の動作に気づかず、咳せきをして話を続けて、曰く「胡珍に嫁ぎし黄と伯姫を共に南陽郡に帰すが一番だが、国三老殿他宗族は京師に留まられれば、付き添いには誰を遣れば良い。その一方、男おとこ寡やもめの次元殿の注文を思えば」、ここで劉嘉は言葉に詰まる。
  


  
    李通、じっと見詰めれば、その向こうの視線もたじろがない。来歙、李通の視線が先ほどから同じ所に留まっているのに気づくが黙するまま。劉嘉が助けを求めて来歙を見れば、来歙は膝の上に載せた手を立てて李通の顔を指す。
  


  
    李通、口を開いて曰く「我と南陽に帰るか、伯姫殿」
  


  
    伯姫視線を降ろし小さく答えて「諾だく」
  


  
    傍そばで二人の様子を見ていた来氏がもっと大きくと促せば、伯姫、再び李通に目を合わせて曰く「諾。なれど姉夫婦も同道することになりますが、ご勘弁下さい」と頭を伏せる。
  


  
    しんとなった部屋で来歙が声を出して曰く「漢中王、旅の手配も心配ですが、宴の準備も必要となれば、我らは暇いとま請ごいすべきかと思われますが」
  


  
    劉嘉曰く「うむ。我は文叔殿から伯姫を任され、我はこれが良縁と思い決め申した。次元殿は独り身であれば、後は次元殿のお考え次第なり」と礼をして立ち上がる。
  


  
    来歙は、まだ気付かれていないのかと顔に出すが、何も言わずに復また礼をして立ち上がり劉嘉に続いて退出する。女性二人が礼をする。
  


  
    来氏が立ち上がって、曰く「兄上、国三老様にもお伝えせねばなりますまい」と片手で立ち上がろうとする伯姫を制して追いかける。
  


  
    室外で来歙の声、「承知した、我が伝えん」と言うのが聞こえる。よって二人は静寂の満ちた一室に残された。廊下で劉嘉の声がする「宴とは何か」。それを耳にした李通は笑い、伯姫も笑う。廊下では来歙が劉嘉の不明を説く。
  


  
    　
  


  
    男はさてと思う。話は繋がった。しかし想像の域は出ない。男は口に出して曰く「これこそ妄想なり」
  


  
    されど李通が劉伯姫を納いれたのは事実である。そこにどんな逸話があったのか。それをあれこれ思うは、男の趣味ではない。さりとて、伯姫を要かなめに劉秀と李通が手を結びたる以上、考えざるを得なかった。伯姫の婚礼を許すは劉秀、さりとて劉秀は長安には居ない。動いたるは誰と思えば、想いが膨らんでいった。
  


  
    これ以上考えても仕方あるまいと、机を見渡し、筆を執ると二文字を書き加えて、男は部屋を出る。
  


  
    鉅きょ鹿ろく
  


  
    　
  


  
    　再び部屋に入った男は、机の上にただ一巻置いた竹ちく簡かんの、数日前、最後に書いた二文字を見やる。そして、幽ゆう州・冀き州の地図を開き、筆と硯すずりの用意を言いつけなかったことを思い出した。前に命じもしないのに、筆と硯の用意があった時には、命じる以外をするなと使用人を叱りつけた。因よって男は仕方ないと諦あきらめ、何か無いかと探し、竹簡を削る小刀を小箱より取り出すとその背を地図に当てて、後に残らない筋を引く。元げん氏し、鄗こう、柏か人じん、東に走って広こう阿あ。
  


  
    ここで一旦は刃先を持ち上げ地図を見詰め、刃先を降ろして、また西の柏人へやって、冀州の中央にある大陸沢に沿って南、南東、東へと向きを変えて進ませ、鉅鹿で一旦止めるとくるりと回して、東、北東、北へ上って南なんれんに到らせる。そこで、男はとんとんと刃先を地図にあてがい、口に出して曰く「さて、他の軍勢は如何いかに」
  


  
    男は腰掛けに坐すと、いつもの如く物思いに耽ふける。
  


  
    　
  


  
    　元氏を出た劉りゅう秀しゅう軍は、二手に分かれる。劉秀は東南東の封ふう期き・平へい棘きょくを降し、鄧とう禹うらは、南南東に進む。銚ちょう期きが房ぼう子しを降して兵を得たと報じ、劉秀は鄗こうを降し、そこの伝舎に泊まる。
  


  
    万を単位とする軍勢では、そもそも泊まる舎がなく、城内に営舎を組む。それを見廻る耿こう純じゅんの前に、差し迫った態で配下の賓ひん客きゃくが告げて曰く「邯鄲かんたんで劉林りゅうりんの屋敷に出入りしていた男がおります」
  


  
    耿純、問いて曰く「それは真まことか」
  


  
    配下は答えて曰く「間違い御座いません、劉林が消えた邯鄲のあの夜、この男が劉林の屋敷に入るのを見ました」
  


  
    耿純、そこで見張りを増やし、その男を尾行させ、斥候せっこうも放ち、また陣営が起きてすぐさま戦えるように用意させる。まさか、何かが起こると思えないがと耿純、自分の営舎で考えていると、不覚を取った邯鄲をまざまざと思い出し、夜半を過ぎても目が冴さえる。そこへ伝でん者しゃが現れ報告して曰く「大たい姓せい蘇そ公こう、明公に反せん。即ち王おう郎ろうの将を迎え入れんと欲す」
  


  
    耿純、兵士を営舎の中に起こして、時を待つ。門が開き王郎の将、李り惲うんが入ろうとするを弩どで襲い城外へ撃って出れば、李惲を斬る。
  


  
    劉秀、朝になってこれを知れば、耿純のしたたかさに舌を巻く。
  


  
    劉秀は進軍を命じ、南下を続け、象しょう氏しを降し、柏か郷ごうにて、これを降した鄧禹・銚期に合流する。
  


  
    次の日、劉秀は趙ちょう郡に入り、先鋒が撃たれた報を受けて、初めて采さい配はいを誤ったことを悟る。先頭が馮ふう異いや耿純、劉秀自身であれば、必ず斥候を放ち入念に窺うかがって踏み込んだであろう。だが先頭となっていたのは朱しゅ浮ふ、夜が明けると勇んで兵を率いて先陣となり、それに次いだのが鄧禹であった。学に明るいが、寧むしろ兵には疎うとい二人、これまで敵に遭あうことなく進み、声を上げれば城は落ちた故に、基本中の基本を失しつ念ねんしていた。郡境に近い柏人、ここに王郎の大だい司し馬ば李り育いくが詰めていた。そこに無防備に劉秀の先陣が踏み込んだ故、思うが侭ままに蹴散けちらされる処となった。
  


  
    劉秀、昼前に先せん鋒ぽう敗れると聞くと、兵に食事させ駆けさせ、自身の幟のぼりを掲げさせ、散兵を集めさせる。李育の陣から横おう野や将軍劉りゅう奉ほうが勝った勢いに任せて劉秀の兵に飛び掛れば、中堅陣はこれを捨て身で受ける。祭さい遵じゅん、怯ひるむな堪たえろと声を上げ、自ら前線に留まる。銚期、矢傷を負いながら馬上で戟げきを振るって譲ゆずらぬ。そこに、後方から猛烈な勢いで突っ込んで行くのは賈か復ふく、先兵を薙なぎ払えば、臧ぞう宮きゅう、陳ちん俊しゅんが加勢する。あっけに取られる李育の兵、一瞬の空くう隙げきに戦いくさの勢いが変った。劉秀の勇将たちが攻め立てれば、次々に李育・劉奉は押し返され、遂に柏人の外がい郭かく門で敗れて、遂に止むに止まれず李育は城守し、劉奉は鉅鹿に奔はしる。
  


  
    劉秀、柏人は攻めてもすぐさま落とせないと知ると、敵地での夜襲を恐れた。よって潔いさぎよく趙郡から引き返して、鉅鹿郡に戻り、日暮れ前に広阿を降せれば、ここで軍を立て直そうとする。劉秀、各々の営を見回って、負傷兵を労ねぎらい、敗兵を励ます。鄧禹の営では、鄧禹が炙あぶり魚を奉たてまつり、劉秀、それを食しては、労い、励ます。兵士ら、その威厳を感じれば、密ひそかに、ほとんど天人なりと言う。
  


  
    　
  


  
    夜が明け、今日こそは柏人を落とそうと兵馬を整えさせる劉秀の前に、伝者が跪ひざまずいて、西さい門もん楼ろうに大兵、大馬を見ると告げる。劉秀が何処いずこの兵と訊けば、伝者は不明なり、ただ柏人の兵に非あらずと答える。城内、邯かん鄲たんのために来たのかとざわめく。
  


  
    劉秀、自ら西門に備えた楼に登れば、確かに、多勢の兵馬がゆっくりと近づいてくる。劉秀、経験から万あるかないかと見積もる。鄧禹を始め、主だった将が劉秀の周囲に集まり下げ知ちを欲すれば、城壁の裏に弩ど弓きゅうを用意させ、騎馬は城の東に備えさせる。
  


  
    城の外の騎馬は急がず、城壁に近づく。遂に、先頭の騎馬が立ち止まれば、右の拳こぶしを左の掌てのひらで包んで、それを楼に向けて掲げる。全軍が拱こう手しゅする。
  


  
    劉秀、自ら大声を発して問う、曰く「何処いずこの兵ぞ」
  


  
    先頭の騎馬、将と思おぼしきが大声で答えて曰く「上じょう谷こく」、脇のこれまた将と思しきが大声で答えて曰く「漁ぎょ陽よう」、元の騎兵が曰く「二郡の兵なり」
  


  
    劉秀また大声で問いて曰く「誰がために来るや」
  


  
    元の騎馬答えて曰く「劉公の為なり」
  


  
    劉秀、その言により見渡して、見慣れた顔を見つけ、にこりと笑みを浮かべると向こうも笑みを浮かべる。よって劉秀、拱手し声を張り上げて曰く「我が行ぎょう大だい司し馬ば劉りゅう文ぶん叔しゅくなり、郎党ろうとう、入りたまえ、今、開門させる」
  


  
    劉秀、楼ろう中ちゅうを見渡せば、陳ちん副ふく・堅けん鐔たんを認める。劉秀、両名の偏へん将しょう軍ぐんに命じて曰く「将軍の仕事ではあらねど、我、今主しゅ簿ぼを事欠けば、主簿の仕事を頼もうと欲す。頼まれたまえ、上谷・漁陽の兵をもてなさんことを」
  


  
    両名、心得たりと、賄まかないを手配する。劉秀、西楼を降りて門の前に立つ。開門すれば、先頭の将らが入って来る。それぞれ名乗りを上げる。上谷から景けい丹たん、寇こう恂じゅん、耿こう弇えん、漁陽から呉ご漢かん、蓋こう延えん、王おう梁りょう、厳げん宣せん。先ほどの先頭に立った騎兵は景丹、その隣で声を上げた騎兵は呉漢である。
  


  
    劉秀、些いささか罠とも疑わず開門を命じた理由である、その人耿弇に向いて曰く「伯はく昭しょう、我、卿を再び見るとは嬉しいぞ」
  


  
    耿弇答えて曰く「弇、明めい公こうの威厳を再び見んとすれば喜ばしい限りなり」
  


  
    再び劉秀漁陽・上谷の将らに向いて曰く「邯鄲の将しょう帥すい屡しばしば曰く、我は漁陽、上谷の兵を発しようと。我もそれに応おう酬しゅうし、こちらも二郡の兵を発しようと言い返した」そこで笑うと続けて「二郡真まことに我の為に来るとは、僅わずかも思いもせず。当まさに士し大たい夫ふとこの功名を共にするのみ」
  


  
    すなわち劉秀、兵を憩いこわせ、将には話を聞こうと柏人を攻めるを抑えて、大いに宴うたげを開こうとする。
  


  
    朱浮が咎とがめたれば、劉秀答えて曰く「今、小城柏人を得るのと、幽州の突とつ騎き万まん兵ぺいを得るのと、何れが大事や」
  


  
    朱浮、復また答えず。
  


  
    　
  


  
    宴席にて、劉秀に尋ねられて、景丹は劉秀が後にした幽州の動勢、すなわち上谷・漁陽の兵の展開を語る。耿弇・寇恂が働き、呉漢が建策し、上谷・漁陽が集い、薊けいを落とし、王郎の将趙ちょう閎こうに故広こう陽よう王の子劉りゅう接せつの首を打った。
  


  
    更に斥候は劉公を探すも見つからず、兵は走って過ぎる所、王郎の将、九きゅう卿けい、校こう尉い以下、首級四百余りを得、印いん綬じゅは百二十五、節は二、斬首は三万。幽州の広陽、涿たく、冀州の中ちゅう山ざん、河か間かん、鉅鹿、諸郡の二十二県を下した。涿郡は饒じょう陽ようにて劉公の存命を知り、信しん都と・和わ正せいに到って、二郡が劉公に附ついたのを知る。
  


  
    そこで復た劉公を追いて、漸ようやくここ広阿に追いついた。よって全てではないが幽州の西部から冀州の北部が劉秀、つまりは皇帝劉玄に降るという。
  


  
    劉秀、上谷郡次官景丹を偏将軍と為し奉ほう義ぎ侯に封じ、功こう曹そう寇恂を偏将軍と為し承しょう義ぎ侯に封じ、耿弇を偏将軍と為し、その父の上谷郡太守耿こう況きょうを大将軍と為し興こう義ぎ侯に封じて副将を置くことを許し、耿況のため伝者を走らせる。
  


  
    また漁陽都次官兼安あん楽らく県令呉漢を偏将軍と為し建けん策さく侯に封じ、営えい尉い蓋延を偏将軍と為し建けん功こう侯に封じ、都と尉い厳宣を偏将軍と為し建けん信しん侯に封じ、孤こ奴ど県令王梁を偏将軍と為し、漁陽郡太守彭ほう寵ちょうを大将軍と為し建けん忠ちゅう侯に封じ、彭寵のため伝者を走らせる。
  


  
    上谷・漁陽の兵を労ねぎらう宴うたげの後、劉秀は鄧禹を連れて西門楼に再び昇る。日が暮れていれば、灯火の下、劉秀は地図を開く。中華の九州が描かれている。劉秀はそれを幽州から順に指し示して行く。北の端の上谷、漁陽、下って広陽、涿、東は右う北ほく平へい郡との境、西は代だい郡との境、冀州に入って、西から常じょう山ざん、中山、真しん定てい、和正、信都、河間、東は渤ぼっ海かい郡との境、南は鉅鹿郡の半ば、大陸沢の北岸までである。これが劉秀の下知が及ぶ範囲である。
  


  
    皇帝劉玄が占めるは、中央の司し隷れいに漢かん中ちゅう、南なん陽よう、潁えい川せん。従って、皇帝劉玄の威及ばざる所尚多し。劉秀、隗かい囂ごうが降って西せい涼りょうが皇帝劉玄に属するを知らぬ。
  


  
    劉秀、一通り知り得る様相を鄧禹に示して曰く「天下の郡国はかくの如し。今、漸ようやくその一部を得たり。卿、前に我が思慮持って当れば、天下が定まらないこと非ざると言いしは、何ぞや」
  


  
    鄧禹答えて曰く「今、海内は擾じょう乱らんし、人の明君を慕したうこと、猶なお赤子の慈じ母ぼを慕うが如し。古の興おこりし者は、徳の厚薄に在って、領域の大小を以てせず」
  


  
    鄧禹、劉秀の通つう暁ぎょうしている『尚しょう書しょ』にも記された故事を引く。夏かの桀けつ王・殷いんの紂ちゅう王は時の最大の封地・兵を持ちながら、天子を追われたのは、その道を違たがえたためである。尭ぎょう・舜しゅん・禹うに、殷湯とう王・周武ぶ王の封地・兵の僅かばかりを言い、それでも天子となるは、その道を進めた故と説とく。劉秀、鄧禹の言を喜ぶ。
  


  
    　
  


  
    劉秀、翌日から柏人を攻めるが、李育は堅く守る。二日三日となっても守りは揺るがぬ。折せっ角かく得た突騎、平原での戦いこそ真価を発はっ揮きするが、城攻めには反って不利である。それを考えた劉秀、評ひょう定じょうを開いて如何いかにすべきかを問う。ある者、柏人は小城、ここを落とすことに執しゅう着ちゃくするよりも鉅鹿を平らげるべしと言う。続けて、邯鄲から助けが無ければ、柏人は兵二千で閉じ込めることができましょうぞと言う。よって劉秀は一偏将軍に囲ませて、真直ぐ南、冀州一の沢・大陸沢を左に見ながら鉅鹿郡の主都鉅鹿県へ向う。
  


  
    劉秀の兵、鉅鹿に到れば、王郎の守将王おう饒じょうと争う。銚期、王郎の将倪げい宏こう、劉奉を城外に撃つ。銚期は先に登り陣を陥れ、自ら五十人余りを殺し、矢を額に受け傷を負うも頭ず巾きんを正してまだ戦い、敵を破る。倪宏、劉奉は城に入れず北東に逃げる。
  


  
    王饒の居城鉅鹿を囲んだが、幾日経てど落ちず。五日過ぎ、十日過ぎ、十五日が過ぎる。
  


  
    一方、王郎は将を遣って信都を攻めさせる。信都の豪族馬ば寵ちょうら、城を開いて軍を入れ、信都王を立て、行太守宗そう広こう、邳ひ彤とうの父・弟・妻子、李り忠ちゅうの母・妻を捕える。邳彤には親族に自筆で手紙を書かせて曰く「降れば封ほう爵しゃくされよう。降らざれば一族皆殺しにされよう」。また李忠には親族の名で招まねき寄せる。
  


  
    邳彤、劉秀に涙を流して報じて曰く「君主に仕える者は家を顧かえりみることを得ず。我の親族が今に至るまで信都に安んずることを得た所以ゆえんは、劉公の恩なり。公はまさに国事を争う。我はまた私を思うことを得ざるなり」
  


  
    また李忠、校尉である馬寵の弟を招き寄せ、責め咎とがめ、恩に背き城を反すゆえ、これを殴り殺す。諸将皆みな驚いて曰く「家族は人の掌しょう中ちゅうに在るに、その弟を殺すとは、何と勇猛な」
  


  
    李忠、応えて曰く｢若もし賊を赦して誅ちゅうせずば、すなわち二心を抱くなり｣
  


  
    劉秀これを聞いて善しとし、李忠に言いて曰く「今、我が兵、体を成せば、将軍帰って老母と妻子を救うべし。宜よろしく自ら吏り民みんの良く家族を取り返せる者を募つのるべし。銭千万を賜たまわらん。来りて我から受け取れ」
  


  
    李忠曰く「明公の大恩を蒙り、命を捧げられればと思えばこそ。誠に敢えて内に一族を顧みず」
  


  
    劉秀、そこで信都郡太守任じん光こうに兵を率いさせて信都を救わせるも、読みを違たがえた。信都の兵である、故郷を攻めるを厭いといて道中に散じて王郎に降れば、任光、功無く帰る。
  


  
    　
  


  
    膠こう着ちゃく状態に陥った劉秀の下に、常山太守鄧とう晨しんが元氏から間かん道どうを使って現れた。鄧晨は劉秀の苦戦を聞きつけ、常山は元氏県令張ちょう況きょうに任せ、自ら従軍したいと申し出る。
  


  
    劉秀、ありがたいと思ったものの、信都を失ってまた常山を失ってはと、本音で返して曰く「偉い卿けい、一身を以て我に従おうより、一郡を以て我の北州の案内人と為るに如かず」
  


  
    すなわち鄧晨を遣やって郡に帰らせる。鄧晨、劉秀の態度に怒ることなく、反って人物が大きくなったと感心し、これなら大丈夫と笑みを浮かべて帰れば、兵糧や矢を準備させ、鉅鹿に送る。
  


  
    時に、皇帝劉玄から遣わされた尚しょう書しょ僕ぼく射や謝しゃ躬きゅうの軍、既に邯鄲を攻めたが歯が立たぬとあって、劉秀に連絡を取る。援軍が来れば、劉秀、任光の敗北より信都に遣るには南陽の兵が良かろうと、信都の賊を討ちたまえと言えば、すなわち冀き州牧ぼく龐ほう萌ぼうが兵を率いて信都に向い、李忠が随ずい行こうする。
  


  
    　
  


  
    事態を打開したいと思ったのは劉秀だけでなく、鉅鹿を救おうとする王郎の側も同じであった。信都を基点に将倪宏・劉奉に兵を集めさせて、数万の軍は南下する。劉秀は鉅鹿から北へ対抗軍を出せば、空いた信都は龐萌が襲う所となり、太守宗広、邳彤・李忠の宗族は救われ、李忠が太守を兼ねる所と為る。李忠、豪族の邯鄲に附つく者を捕えて数百人を誅ちゅうした。
  


  
    一方の劉秀、王郎の将の倪宏らを南[image: ]に撃とうとする。ここで劉秀は突騎の力を試そうと、上谷・漁陽の将に攻める手順を示し、突騎の総大将として景丹に、これを命じる。
  


  
    まず歩兵が当るが、王郎の兵勢いあれば劉秀の軍は退く、輺し重ちょうに鼓車こしゃは奪われる。いや退しりぞいて王郎の戦線を延ばさせ、輺重を奪わせて兵の動きを止める策なり。倪宏・劉奉、これに嵌る。そこで景丹ら幽州の将らは突騎を放つ。
  


  
    上谷・漁陽の騎兵、手綱を離し、左手で弓を構え、右手で箙えびらから矢を引き出して弓に番つがえ、疾しっ駆くしながらこれを射す。熟練を要し、馬に乗れないものが最初からこれを真似れば、体を馬に繋ぐ唯一の手綱を放した以上、落馬するだけである。されど、祖先の東胡とうこが匈奴きょうどに追われてより漢に近い幽州北端に住み、漢とも交流のあった騎馬民族烏桓うがん、その兵は幼き時から馬に馴染なじみ、ものを覚える頃には馬上の射撃も覚えていた。揺らいで踏ん張りも利かぬ馬の背で、ぐいっと馬の腹を両の足で挟んだまま、流れるようなすばやい動きで射れば、それが当る。体たい捌さばきにて馬を進ませ、足が浮かせられれば、瞬時にその足を捌さばくだけで馬の向きを変え、来る矢を避ける。王郎の兵、ましてや南陽の兵には出来ぬ芸当。その騎兵が突撃すれば、敵に射られることなく、逆にこれを射る。景丹は、その突騎を自在に采配する。
  


  
    幽州突騎、王郎の構える兵には側面から攻めて態わざと射させ、ひらりとかわし、向き直したる兵のその側面から虚を突いて矢を射る。数騎が一隊の塊となって、数隊がこれを繰り返す。突騎は狙いすませて射り、敵には狙いを定めさせない。堪えてじっと騎馬を狙った王郎の兵、脇から矢が刺さる。かといって刹那に弩弓を合わせて当てることは出来ない。
  


  
    王郎の兵、流石に堪たまらず逃げ出せば、景丹は突騎にその背を撃たせる。よって逃げる敵を数里と追えば、敵の死傷したるものが累々と路上に散乱する。戦が終われば首を斬ること数千級。倪宏・劉奉も討ち取った。景丹が還ると、劉秀は感かん歎たんし、言いて曰く「我、突騎は天下の精鋭なりと聞きしも、今にしてその戦いを見る。楽しきというべきなり」
  


  
    劉秀は、飾らず自分の思うことを言う。しかし、若もしこの突騎が王郎に附いておればどうなったかとは言わぬ。味方にすれば、実に頼もしく、これほどの強兵を敵とすれば、敗北は必至である。そういう思いは一片も顔に出さず、にこやかに笑む。
  


  
    　
  


  
    平原の戦いは制しても攻城戦はまた違う。完全に包囲し、援軍を潰かい走そうさせたが、いまだに鉅鹿城・守将王饒は落ちない。劉秀、負傷した朱しゅ祐ゆうらを見舞って帰った営えい舎しゃで、どうすべきかを考えていると、前将軍耿純が到って拝はい謁えつを求めれば、即ちこれを迎え入れる。
  


  
    耿純曰く「いつまでも王饒に構っておれば兵は疲ひ弊へいします。大兵の精鋭なるに及んでは、進んで邯鄲を攻めるに如かず。若し王郎を誅せれば王饒は戦わずして自ずから服せん」
  


  
    劉秀、耿純に返して曰く｢良くぞ申した。それ善とする所なり｣
  


  
    劉秀が攻城の長きと為るを厭うのは当然であった。まだ一年と経たない昆こん陽ようの戦いで、囲んだ王おう邑ゆうの軍を壊かい滅めつさせたのは劉秀自身。本来、王邑の打つ手は、昆陽を残して宛えんを攻めることであった。劉秀がそうすべきかどうかを考える所へ、耿純は背を押したのである。劉秀、偏将軍鄧とう満まんに敵兵が逃がれられるように南の守りのみ緩め、また王饒が降ると言えば、それを受け入れるべしと命じ、鉅鹿を囲ませ、残り全ての兵力を邯鄲に向ける。
  


  
    南[image: ]の決戦が決定的であった。この戦いで王郎の主力は潰ついえ、その勢力圏は一気に狭せばまった。王郎が派兵するにしろ援軍を頼むにしろ、平地なら幽州の突騎がこれを潰す。よって邯鄲の王郎に残された手はひたすら城守することのみ。柏人、鉅鹿、そして邯鄲は陸の孤島と化していた。
  


  
    邯かん鄲たん
  


  
    　
  


  
    更始二年四月、劉秀の軍、攻め寄せて邯鄲の外がい郭かくまで到れば、王おう郎ろう、城から兵を出してこれに挑む。しかし、劉秀の軍から、猛将賈か復ふく、勇将銚ちょう期き、潁川三人衆の臧ぞう宮きゅう、傅ふ俊しゅん、王おう覇は、突とつ騎きの将の呉ご漢かん、耿こう弇えん、寇こう恂じゅん、景けい丹たん、蓋こう延えん、王おう梁りょうが競って出れば、王郎の兵ただ潰ついえるのみ。そこで王郎は諫かん議ぎ大だい夫ふ杜と威いを天子の使者として降ることを請わせる。
  


  
    劉秀らが会えば、杜威曰く「何ぞ天子に刃向われる。劉りゅう子し輿よは真まことに成せい帝の忘れ形見なるぞ」
  


  
    劉秀これに答えて曰く「仮令たとい、成帝がまた生まれ出たとして、天下を得ることは出来ぬ相談。況やその成帝の忘れ形見を騙かたる者をや」
  


  
    成帝の後を哀あい帝が継ぎ、更に平へい帝が継いで、遂には王莽が簒奪さんだつした世である。もはや成帝の世ではない。そればかりか、王郎は劉子輿を騙っているのである。王郎の臣下が如何に劉子輿を信じていようとも、劉秀には王郎に与くみする気持ちは一いっ片ぺんとて無い。
  


  
    しかし杜威なおも曰く「ならば王侯に相応しく一万戸の侯を約束されるなら降りましょう」
  


  
    劉秀、盗人猛々しいとばかりに答えて曰く「願いて身を全うできれば、それで可なり」
  


  
    杜威、嘆たん息そくすれば、劉秀をぎっと見つめて曰く「邯鄲はさして大都と言えねど、力を併あわせて固こ守しゅすれば、なお数ヶ月を保ち、遂には君臣共々、只身を保つだけには御座らぬ」
  


  
    遂に杜威、辞して去る。
  


  
    　
  


  
    劉秀、南門を除いて攻め立てる。五日経ち、十日経ち、十五日経ち、二十日が経つ。邯鄲城の内部では苛立いらだちが募つのる。兵糧はあるが半年持つかどうか。孤立して援軍は無い。そして劉子輿の出自に疑念を懐く者が出始める。始め劉子輿に希望を持っていた豪族たちは、今や劉子輿を売れば自らは助かると思い始める。
  


  
    遂に少しょう傅ふの李り立りつが寝返って開門し漢かん兵ぺいを入れる。邯鄲は落ち、夜中、南門から王郎は懸命に逃げる。それを劉秀の兵は追って襲う。王郎、ただ逃げ延びたいだけで奔り、自らの半生を顧みる暇いとまも無かった。劉林・張参は戦いの中に没し、自身を立てた郎党は崩れ去った。それを脳裏に浮かべることも無く走る。それに追いついた王覇が王郎を斬り殺し、その璽じ綬じゅを得る。
  


  
    　
  


  
    時に五月一日甲辰、劉秀、邯鄲を降せば、王郎の首、印いん綬じゅ、節を長安の皇帝に送って報じる。
  


  
    銚期が機会を見つけて拝はい謁えつを願った。劉秀が応じれば、銚期額ぬかづいたまま曰く「河北の地、境は辺地の塞とりでに接し、人は兵戦に馴なれていれば、精せい悍かん勇猛と号します。今、今上帝は失しっ政せいし、血筋は危うく、天下の人は誰を頼りにすれば良いのか分かりませぬ。明めい公こう、堅固な山河に拠より精鋭の衆を擁ようして、以て万人の漢を慕したう心に遵したがえば、即ち天下誰か敢あえて従わざる者無し」
  


  
    劉秀、開口して曰く「卿は、薊けいで声を上げた「お成りである、控えおろう」を成し遂とげようと欲するか」
  


  
    銚期、一瞬、何の話かと顔を上げて、劉秀を天子と仕立て上げる意のことかと悟れば答えて曰く「滅相な」
  


  
    しかし、銚期、劉秀を皇帝に為すは劉玄を皇帝に頂くよりも、余程確たるものと信じた。
  


  
    　
  


  
    戦いくさが終われば、劉秀、軍の再編成を行う。邯鄲と云う要地を得たが、死傷者は少なからず、また王郎の降兵もいる。よって諸将の配置を検あらため、兵士を分かって配属しようとすれば、軍ぐん士し皆みな曰く、願わくは大樹将軍に属したし。大樹将軍とは誰かと訊けば、諸将が論ろん功こうの喧かまびすしき際には、いつでも一人離れて樹の下で憩いこう、兵を粗そ雑ざつに扱わない将軍で御座いますと答えが返る。馮ふう異いであった。
  


  
    劉秀、思い出せば確かに功を争わない男である。人となり謙へりくだって誇ほこらず、道で諸将と擦すれ違えば、車を引いて道を譲ゆずり、吏り士しにも、敵と戦わないのであれば常に諸将の後を行け、道で出会えば、先に避けよと命じる。よって諸将の配下が先せん鋒ぽう争いを起こすは多々なれど、馮異の配下には非ざる。馮異の軍、行動に決まり有り、軍中規律が正しいと評判が良い。劉秀、またも馮異、重んじるべしと思う。
  


  
    　
  


  
    大だい司し馬ばとして劉秀は論功し褒賞する。その際に功を本人以外からも調べさせる。口にしないが功を持つ者、これを評価しなければ、浅せん薄ぱくな目先の功を争う口先だけの者ばかりとなり、良将の意を汲くめぬことになる。例えば、功を争わぬ馮異であった。例えば、功を口にしない賈か復ふくであった。劉秀、常に賈復を側に置いて戦わせれば、賈復が劉秀自身に功を判断させようとしていると思うに至り、よって論功の中で曰く「賈君の功、我自らこれを知る」。例えば、城を落としても首級を狙ねらわず、掠りゃく奪だつをさせない朱しゅ祐ゆうであった。劉秀、論功において裏を取って功があれば、将軍で無きものは偏将軍と為し、偏将軍であれば、雑ぞう号ごうではあるけれど号を与えて他と異ならせ、それで足りないとなれば封ほう爵しゃくし、それでも足りないと思えば更に封爵を加増する。
  


  
    即ち馮異を応侯に、軍ぐん正せい王覇を王郷侯に、朱祐を安陽侯に、王梁を爵関内侯に、銚期を虎こ牙が将軍に、賈復を都と護ご将軍に、万ばん修しゅうを右う将軍に、杜と茂ぼを中ちゅう堅けん将軍に為す。
  


  
    当然、降将・降兵の扱いも考える。李立には小県を与え侯とし、競いて服した者を無碍むげにしたりはしない。
  


  
    通常の人事も行った。任じん光こうは信都郡太守として帰し、李り忠ちゅうは都尉に戻し、それぞれを左さ大将軍、右う大将軍から免じる。邳ひ彤とうも和正太守のみとして郡に帰し、後ご大将軍から免じる。
  


  
    その後に劉秀は、傷病兵を見舞う。主だった将兵では耿こう純じゅんがこれに該当した。落馬し肩を挫くじき臥ふせっていたのである。
  


  
    劉秀労って曰く「前将軍の言うように、邯鄲を落とすれば鉅きょ鹿ろく・柏か人じんも落ちる所となった。今は十分に休むべし、我復また、前将軍の勇智を当てにせん」
  


  
    　
  


  
    また劉秀、王郎の文書を収おさめる。吏士人民の王郎と拘かかわり劉秀を誹ひ謗ぼうしている、或いは内通と思われる書巻が山と出たのである。劉秀、如何いかんせんと思い、あれこれと思案し、それがどう出るかを予測する。
  


  
    傍らで見ていた鄧禹とううがくすりと笑い、劉秀は咎めて曰く「何が可笑しきや」
  


  
    鄧禹応えて曰く「明公が悩まれても、檄の主の塗炭の苦しみには勝らず。それ故に」
  


  
    劉秀、鄧禹を見据え鬚を扱しごいて、うむと一人頷うなずき、破顔する。
  


  
    即ち劉秀、木もっ簡かん・竹ちく簡かんの山の前に諸々もろもろの将軍を集めて、その目の前で火を焚たかせ、竹簡・木簡を投じ、即ち一見もせずにそのまま焼いていることを示す。
  


  
    劉秀笑って曰く「不安に思い、夜半に輾てん転てん反はん側そくする者を自ら安やすんじさせよう」
  


  
    くべられる木簡・竹簡を見ている者の中には、既に見た後であろうと考えた者もいる。しかし、焚き物の如く炎の中に投げ込まれる巻物を見ていると、一晩二晩で読み通せる量ではない。また読み通したとしても、全てを正確に記憶できようか、更に何人もの配下を使って書き写させたとして、それなら当事者の口から、或いはそれを偶々目にした者から某なにがしかが漏れる筈。
  


  
    後ろめたい者は、あれこれと考え、此処に至ってもはや劉秀が責める立場に立てないと気付く。姑息に証拠を残してそれを元に責めれば、自分自身の言行に矛盾する。従って読んだにしろ読まぬにしろ、記録を残すにしろ残さぬにしろ、畢竟、大司馬は本当に責める気が無いのだ、と気付く。
  


  
    　
  


  
    男は、腰掛けに座したまま、天井を見上げながら、繰り返して曰く「上手い手だ。上手い手だ。やはり名君である」と頷き、更に続けて曰く｢昔、敵に内通していたとしても、敵無くなれば、内通の証拠を明らかにするは、新たに内に敵を生じるのみ。証拠を消すことによって敵を生むこともない。また、自分の度量を見せるということにもなる。逆に、この竹簡・木簡を残せばどうなる。度量を疑われ、配下は君主に疑われていることを復た疑う。上手くない。やはり、これは明めい主しゅを是非ぜひとも見習うべきである｣
  


  
    男は、他人事であるのに、妙に晴れ晴れとし、部屋を出て陽光を浴びて寛くつろぐ。心の何処どこからとも無く声が湧く、口にして曰く「嗚呼、あのような明主の如き采さい配はいを揮ふるいたいものよのう」
  


  
    季節は春真っ盛り、昼日中の照る日差しは暖かい、引篭ひきこもる男にも、歴史の示すところは暖かかった。
  


  


  
    資料について
  


  
    史実については『漢書』小竹武夫訳（筑摩書房）、『後漢書』吉川忠夫訓註（岩波書店）、『三国志』今鷹真・井波律子・小南一郎訳（筑摩書房）、中央研究院漢籍電子文献 http://www.sinica.edu.tw/ftms-bin/ftmsw3/を参照し、『東観漢記』漢劉珍等撰（処乾隆６０年刊武英殿聚珍版重刊）、『後漢紀』袁宏撰（周天游校注，天津古籍出版社，1987第一版）も利用した。
  


  
    暦の変換は『中国史暦日和中西暦日対照表』方詩銘・方小芬編著（上海辞書出版社)を基にした when.exeというツールで、十干十二支を月日に修正した。年月が特定できる場合はそれを記し、日付の整合の取れない場合は『後漢紀』の注釈に基づいて修正した。
  


  
    地理については専ら『中国歴史地図集 第二冊 秦・西漢・東漢時期』潭其驤（地図出版社）を頼った。
  


  
    昆陽城の構造は、『中国城池史』張馭寰（百花文芸出版社）からである。図讖・緯書は安居香山の『緯書』（明徳出版社）、『緯書と中国の神秘思想』（平河出版社）を参照した。
  


  
    他の資料として、『王莽』東晋次（白帝社）、『秦漢帝国』西嶋定生（講談社学術文庫）、『中国の歴史03ファーストエンペラーの遺産』鶴間和幸（講談社）、『図説中国文明史４秦漢雄偉なる文明』稲畑耕一郎監修、劉煒編著、伊藤晋太郎訳（創元社）、『礼記』竹内照夫（新釈漢文大系・明治書院）、『孫子』町田三郎訳（中公文庫）を参照した。
  


  
    勁けい草そう　　光こう武ぶ帝てい中ちゅう興こう記き
  


  
    著者　河こう野の行こう成ぜい
  


  
    二〇一一年一〇月　五日　校了
  


  
    二〇一二年　三月一七日　改訂
  


  
    	本文
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